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はじめに

　情報検索は情報リテラシー教育の一環として大学のオリエンテーション科目、あるい

は情報基礎科目に取り入れられる事例が報告されている16・19’28」29・30・33，36）。図書館に関連

する部署が実施主体となり全学的な科目となっている場合も存在する9・20，2i・50）。いずれ

も大学生として自主的な学習ができるための基礎教育として位置づけられている。イン

タ］ネット環境の進展に伴い、2000年以降Web情報検索を小中高の授業に取り入れるケ

ースも多くなっているL11，12〕。また、大学での学習に焦点をあて文献情報の検索を主体

に構成される例もある13）。

　情報リテラシ］はコンピュータリテラシ］、ネットワークリテラシー、情報活用リテ

ラシー、情報基礎リテラシーなどを含む概念として使用されるが、大学における情報リ

テラシー教育は一般にコンピュ］タリテラシーに重点が置かれる傾向が強い。情報検索

の教科書も、データベースヘのアクセス、データベースの構造理解、データの整理方法、

情報検索技術などに主眼が置かれ、実際の情報の持つ意味にはあまり着目されていない

34・44・47・48〕。情報検索は情報収集の有力な手段である。情報を活用するためには、情報検

索の能力だけではなく、情報検索により収集した情報の持つ意味を活用する能力を向上

させる必要がある。そこでこのテキストでは、商用データベースを含め、実際に流通し

ている情報を使い、情報検索で収集した情報の持つ意味を、自已の知識に取り入れて知

識を深め8〕、情報を基に独自に考えることができる、情報活用リテラシーの向上を目指

す内容とした。目的や目標を達成するため情報を活用する態度を習得することも含んで

いる33〕。

　大学では学習が目的となるため、他者に対する働きかけを伴う情報利用を扱うのは困

難である。しかし、一般杜会における情報利用では、目的を実現するために、情報に基

づいた迅速な判断と行動を含んでいる5，15〕。そこで、自らの知識を深めるだけではなく、

情報検索の演習を通して、情報を体系的に収集し、目的や目標の実現を意識できるよう

な構成とした。具体的には、事前準備の必要性、目的と目標の設定、情報源の体系的な

把握、データベースの理解、キーワード概念の理解、原文情報入手の意義、英語情報の

重要性について、実際に流通している情報を扱うことを通して理解を深める。1995年か

ら2010年の間に学部共通科目として実施してきた情報検索の授業の内容を基本に構成

したが、その間にインターネットが急速に発展したことに伴い、学生にとって情報の主

体は紙媒体情報から携帯を含むWeb情報へ完全に移行した。そのため、本テキストでは

学生の理解が容易になるようにWeb情報を基準とした説明を加えた。最新の実施内容は

http：／／㎜．nuis．ac．jp／～takagi／で確認が可能である。
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1情報収集のための情報検索

1－1知識を深めるための情報収集

　個人が情報を得ることの意義は、まず知ることである。現在世の中にある情報を収集

し現状を知ることではじめて他人と同じレベルで考えることが可能になる。薬害エイズ、

アスベスト被害など現状を知らないために個人が大きな不利益を受けた例は多く存在す

る。大学などの高等教育における教育や学習のための情報利用は収集した情報を自己の

知識に取り込み知識を深めることである。複数の情報を自己の知識に組み入れ新しい知

識構造を構築することにより偏りのない知識を身につけることができる8）。基礎知識が

既にある場合は情報収集により知識をさらに深めることができる。そして情報を収集し、

現状を知り、知識を深めることで、自分自身で考える態度を身につけることができる。

相手が個人でなく企業であったとしても対等に対話することが可能になる。情報を使っ

て自分で考える習慣をつけることが情報活用リテラシーの基盤となる。さらに専門的な

知識を有している場合は、収集した情報を組み合わせて新しい概念を創造することもで

きる。他人が作成した既に存在する情報を利用するだけでなく調査や研究などにより自

分で必要な情報を創ることも必要になる。知識を深めるための情報収集の目的を表王に

示す。

表1知識を深めるための情報収集の目的

番号　目的

！　知らないことを知る

2　知識構造を深め白分で考える
3　新しい概念や視点を創造する

　高等教育における情報利用は知識の習得自体が目的なので自己完結する場合がほとん

どある。それに対し杜会や組織においては目的を達成するために情報が利用されるため、

他者に対する働きかけを伴う。そして、他者より優位に立つこと、競争に勝っことが目

的となる。

1－2目的を達成するための情報収集

　情報という言葉が目本で初めて使用されたのは明治初め（明治9年，1976）と考えられ

ている17，i8，31）。森鴎外も初期に情報という言葉を使った人の一人であった37・4L45・49）。朝

目新聞号外にも、北京の情報（1900）、旅順の最近情報（1904）、来憲敵艦情報（1904）

など7件の見出に情報の使用が確認できる2）。これらはいずれも軍事用語としての情報

であった。そして、第二次世界大戦終了まで情報は諜報などの意味で戦争と関連の深い

用語として使用された。第二次世界大戦後コンピュータの扱う対象として情報という言

葉が使用されるようになり、さらにインターネットの普及で情報は個人にとっても非常

に身近な言葉となった3…）。明治以前に日本には情報という概念が無かったかというと、

1



7～9世紀に中国から最先端の文化や技術を目本に持ち帰った遣陪使・遣唐使や、策路

をめぐらして直接戦わずに勝つための調略を図っていた戦国時代の武将や、各地の特産

品の流通・販売により利益を上げた江戸時代の回船間屋などは、情報という言葉はなか

ったが実際に情報を利用していた。

　このように情報は、統治、戦争、商業活動などいずれも他者より有利な立場に立ち競

争に勝つことを目的とする場合に有効で価値があった。「ある特定の目的について、適切

な判断を下したり、行動の意思決定をするために役立っ資料や知識（大辞林）」という情

報の定義では情報を利用するためには達成する目的の存在が必須となっている。戦争や

ビジネス活動においては、相手より優位に立ち競争に勝つという明確な目的を設定でき

ることから、情報を有効に活用できるともいえる。逆に、目的が不明確であれぱ判断や

意思決定が困難となるため情報を有効に活用できないことになる。

表2　目的を達成するための情報収集の目的

番号　目的

1　戦争や戦いに勝利する

2　競争に勝つ
3　具体的な目的や目標を達成する

4　個人の意志を実現する

　目的を達成するための情報収集の目的を表2に示す。最も明確な目的は戦いに勝つこ

とである。戦争でなくても他人や他の組織との競争に勝っことや、具体的な目的を達成

することも明確な目的となる。企業は、市場を分析して市場拡大を試みたり、他杜より

新しい商晶を開発したり、特許権を確立し他杜の追従を防いだりして、競合他杜との競

争に勝つために情報を使っている。いずれも、他者に対する働きかけを伴った行動を通

して情報を使用している5’15）。最近は企業の杜会的責任が問われるようになり、内部統

制やコンプライアンスなど］定の制約の下での情報利用が求められるようになっている。

個人でも知識を深めるだけでなく意志を実現するために情報を利用することが容易にな

りつつある。

1－3情報収集の意義

　人が情報を活用する段階は、一般に情報の流れに沿って、目的・目標の確認、情報収

集、情報の加工、情報の分析、目的や目標達成のための意思決定、行動となる41〕。情報

収集の段階では目的や目標を確認して情報収集に着手することが重要である。情報の加

工・分析段階では、収集した情報を整理し、情報をもとに目的を実現するための実行手

段や実行方法を考えたりする。この段階で目的や目標は、収集した情報の評価基準とな

るので、目的や目標が明確であれぱあるほど情報の取捨選択が容易になる。意思決定の

段階では、収集した情報をもとに実行する手段を決定する。



　　情報検索は情報収集の段階において非常に有効な手段となる。図1に情報検索によ

るスタートレベル向上の概念を示す。学問を学んだり研究を行ったりする場合に、情報

が無けれぱ過去に先人が検討したの同じ努カと時間が必要になる。しかし、既にある先

行事例などの情報を活用すれぱ、過去の最終検討結果レベルから自分で検討を開始すれ

ばよい。情報検索により入手できる過去の事例や知見により、自己の知識を深めるだけ

でなく目標達成のためのスタートレベノレを引き上げることができる。また、先行事例な

どをなるべく多く収集することにより、より良い目的達成手段を選択して、より正確な

判断を行うことが可能となる。また新しい情報を入手し自己の知識に組み入れることは、

目的や目標の達成に当面関係なくても将来一般的に使われるものとして体系づけられ、

意思決定の際に有用になる8〕。

情報のレベル

研究開発情報レベノレ

専門家の知識レベノレ

（過去の検討結果レベノレ）

通常の知識レベル

スタートレベルの向上

常識のレベル

スタート 情報検索　　　目標　　　目的

図1　情報検索によるスタートレベル向上の概念

1－4情報と情報検索

　Web情報の検索エンジンは英語でsearch　e㎎ineであり、検索エンジンを使った情報

検索は英語でinformation　searchである。一方、データベースを使用した情報検索は

Web情報が登場する以前から存在しておりinformation　retrieva1と表現されていた。

表3にinfomation　re廿ieva1とinformation　searchの意味を示す。retrieva1には回

収する、回復する、取り戻すという意味が含まれており、information　retrieva1は、

情報を回収する、回復する、取り戻すという意味が含まれている。情報検索により情報

を特定し、さらに情報を利用するために特定した図書などの原文を、多くの場合原文が

保管されている図書館から情報検索者が入手すること（原文を回収すること）を意味す

る。information　retrieva1としての情報検索は情報収集の前段で情報を特定する役割

を担っており、収集する情報は原文を意味する。原文は、オリジナル情報、一次情報、



原著とも呼ばれる7・41，47〕。

表3　infomationretrieva1とinformationsearchの意味
情報検索の英訳 意味

　　　　　　　　　　　　情報を検索（回収）すること。原文（一次情報）
information　retrieva1　　　　　　　　　　　　の所在を明らかにし原文を入手すること。

information　search
情報がどこにあるか探し出すこと（探る、調べ
る、たどる）

　一方、検索エンジンを使用した情報検索に使用されるinformation　searchのsearch

には」庸報を探る、調べる、たどるといった意味が含まれており、infomation　searchは

必要な情報がどこにあるか探す出すという意味である。インターネット情報を検索する

場合は、検索エンジンも検索結果に含まれるWebぺ一ジも同じインターネット上に存在

する。そして、情報検索結果からハイパーリンクにより原文のWebぺ一ジに容易にアク

セスできる。つまり検索エンジンでは検索結果から原文情報へのアクセスが可能である

ことからinformation　searchで良いことになる。

　情報収集の手段としては情報検索の他にも、定期刊行物の購読、専門家や友人へのヒ

アリング、自ら行う研究やアンケート調査など多くの方法が考えられる。しかレ庸報検

索は短時問で、目的にあった多量の情報を収集できることから情報収集の有力な手段と

なる。情報検索に適している情報は、どこにあるか見当がっかない情報、全く存在を認

識できない情報、遡及情報など、身近な環境からは入手が難しい情報である。情報検索

は特に情報収集の初期段階で有効である。

1－5情報検索とデータベース

　データベースは軍事基地baseの意味で、1950年代にアメリカ軍の資材などのデータ

を管理する基地の意味で誕生したといわれている41）。例えば沖縄の米軍基地と同じ概念

であり、デ］タを集めて管理する基地を意味した。現在では、「データベースはコンピュ

ータに一定の形式で蓄積されたデータの集合体であり、様々な方法で閲覧したり使用で

きるものである（0xford現代英英辞典）」と定義されるように、コンピュータの使用が

前提となっている。情報の意味は大半が文字で表現されることから、情報検索では文章

中に含まれるキーワ］ドを使用して検索が実行される。思いつくフレーズなどを使用す

る場合でも検索システムがキーワードに分解して検索を実行している場合が多い。

　図2に情報検索における情報の流れを示す。情報は情報の発信者が作るもので、情報

は情報発信者からメディアを経由して受信者に届くというのが一般的な理解である。し

かし情報は情報発信者の意図とは無関係に情報の受信者の意図に基づいて利用されるこ

とから、情報を活用する主体は情報の受信者にある。情報検索でも情報の受信者（禾一」用

者）が検索を実行する。情報の受信者が情報発信者と全く関係なく、①キーワードによ



りデータベースを使って検索を行い、②検索結果から必要な情報を特定し、③0PACを使

って最寄りの図書館で特定した情報の存在を確認し、④図書館に出向いて原文を入手す

る。情報検索において図書館は原文入手先として機能する。

①キーワード検索

データベース　②塵茎露

情報源

原文情報　③塵董璽

（図書雑誌）

情報利用者

④厘亙西

図2　情報検索における情報の流れ

　新聞や雑誌など紙媒体の情報を収集する場合は利用者が情報を受け取り、その中から

必要な情報を選別する。・情報発信の主導権は情報発信者にあるため、受動的な性格の強

い情報収集となる。それに対して情報検索の場合は、情報受信者の意志でキ］ワードを

使用して情報を探すことから能動的な性格を持った情報収集である。

　情報活用リテラシー向上のために、このテキストでは全て現実に流通している情報源

を対象とする。無料のデータベ」スだけでは情報の質と量に限界があることから有料の

商用データベースも対象とする。有料のデータベースを使用するには、データベース検

索サービスを提供している機関と契約を行い、接続の際はI　Dとパスワードで認証を受

けて使用する。料金は通常検索料金だけでなくコンテンツの出力件数に応じて課金され

る。

　有料のデータベースを利用する場合、契約上の注意事項を順守する必要がある。契約

者と利用者が異なる場合は、利用者が契約書に記載されている内容を知らずに使用して

いる場合が多いが、検索結果として表示される記事、データおよび表示フォーマットに

は著作権が存在する。一般的に検索者の個人的な利用は認められている。しかし複製、

蓄積、翻訳、翻案、放送、出版、販売、送信、配布及び改変など、著作権者やデータベ

］スの作成者（プロデューサ）の権利を侵害する使用は禁止されている。著作権侵害以

外にも、情報の使い方によっては第三者のプライバシ］や名誉を侵す場合があるので注

意が必要である。



1－6情報検索システム

　データベースは本来、情報検索システムに含まれる個々のデータベースファイルを意

味するが、情報検索システムそのものをデータベースと呼ぶことも多い。また、システ

ムに含まれる全てのデ］タベースをデータベースと呼ぶこともある。

　単一の情報源からなる情報検索システムには、朝目新聞記事データベース蔵聞（朝目

新聞杜）3）、雑誌記事索引（国立国会図書館）23〕、目本特許情報データベース（特許庁）

35〕、医学文献のMED　L　I　NE’（National　Library　of　Medicine）78）などがある。

　世界には100を超えるデータベースファイルを同じ環境で検索できるEBSCOhost，

ProQuest，Dialogなどの情報検索システムが存在する。これらの大きな情報検索システ

ムは基本的に英語の情報を対象としており、英語の学術文献情報、新聞記事情報、雑誌

記事情報、ビジネス情報などを利用できる。目本では個別のデータベースファイルに対

応した検索システムが多く大規模な目本語の情報検索システムは存在しない。

　情報源の種類によって情報収集の対象となる原文の扱いが異なる。新聞記事情報の場

合は原文の1件あたりの情報量が少なく著作権の権利関関係も単純なので、検索システ

ムの中にテキストの全文や原文のPDFファイノレを含んでおり、原文まで参照可能なデー

タベースが多い。図書情報の場合は1件あたりの情報量が大きくデータベースに原文デ

』タを収められないので、検索後に図書館で該当する図書の入手が必要となる。雑誌記

事データベースの中には、原文をテキストデータとした全文（fu11text）情報検索システ

ムや、情報検索の後で原文をPDFファイルで出力できるシステムも存在する。

1－7情報検索と原文情報

　原文情報（一次情報）とは、情報の発信者が創造した情報を言う。図書、学術文献、

特許などが情報の代表的な形態であり、情報の直接の発信者は著者である。著作権法で

は、著作物を、「思想又は感情を創作的に表現したものであって、文芸、学術、美術又は

音楽の範囲に属するものをいう」と定義しているように、著作物にかぎらず情報には本

来情報発信者の独創性が含まれる。英語では原文情報をオリジナル情報（original

information）というが、オリジナノレには独創性があるという意味を含んでいる。情報を

活用して新しい価値を生産するためには創造性を含んだ原文情報が必要となる。

　原文が一次情報と呼ばれるのに対し、一次情報を加工した情報は二次情報と呼ばれる。

有料のデータベースの場合はデータベースのプロデューサが原文情報から一定のフォー

マットに従って二次情報を作成している。情報検索ではデータベースに整理された二次

情報である書誌事項を使って情報を検索する。従ってデータベースで得られる検索結果

は二次情報であり原文情報でない場合が多いので、情報検索結果から原文の概要は理解

できても原文の正確な内容は把握できない。情報収集のためには原文情報を入手する必

要があることから、情報検索の後に、図書館を利用したり、文献取り寄せサービスを利

用したりして原文を入手する作業が必要である。原文を全文テキストやPDFファイルと



して入手可能なデータベ］スを利用すると比較的簡単に原文を入手できる。

　Web情報には原文情報だけでなく伝聞に基づいて作成された二次情報も多く含まれて

おり、検索エンジンによる検索結果には原文情報と二次情報が区別されずに表示される。

1－8書誌事項

　データベ］スが検索対象とする書誌事項は原文情報の所在と内容を表現する項目から

なる。雑誌記事情報の代表的な書誌事項を表4に示す。書誌事項は情報を特定するため

に必要な事項であり、書誌事項を使って原文を入手することができる。例えぱ雑誌記事

が掲載されている雑誌名と雑誌の巻・号・ぺ一ジから、雑誌が所蔵されている図書館な

どが明らかとなり、図書館で原文を入手することが可能となる。

表4 雑誌記事情報の代表的な書誌事項

書誌事項

1 著者

所属

表題

抄録

出版年月目

雑誌名

巻・号・ぺ一ジ

出版杜

分類

内容

情報発信者の氏名

著者の所属

情報や論文のタイトル

情報の概要、アブストラクツとも呼ぱれる

情報が公開された年月目

論文が掲載された雑誌名

論文が掲載された雑誌の巻・号・ぺ一ジ

雑誌や図書の出版杜

情報のデータベース内の分類

　情報の内容そのものを表示する事項は、表題と抄録（アブストラクツ）であり、両杜

はキーワード検索の対象項目として最も有効である。一部のデータベースでは全文テキ

ストがキーワード検索の対象になっているが、該当件数が多くなりすぎて通常の検索で

は使いづらい。「分類」も正確に使用すれぱ情報検索に有効であるが、使用にあたっては

分類について事前の調査が必要である。

　情報は人によって創られるという原則を考えると、表4に示す情報の作成者である「著

者」、情報が作成された時を示す「出版年月目」、情報の発信に責任を持つ「出版杜」は、

情報の付帯情報にすぎないが、情報が実態を持つことを担保している。つまり信頼性の

高い情報とは、①情報発信者である著者名、②著者の所属する団体などの固有名詞、③

情報の発信目時、④出版杜，新聞杜のような情報発信責任者が明示されている情報であ

るといえる。特に、著者が特定できるということは、情報を創造した個人が情報の内容

に責任を持っことであり、匿名に比べ情報の信頼性は高くなる。

　書誌事項から情報の持っ意味や背景を推定できる。著者や著者の所属する機関が特定

できれぱ情報が発信された目的や推定できる。情報の発信日時からは情報が作成された

時代背景を推定できる。雑誌名から情報の特性と情報の信頼性、質の高さが推定できる。
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図書の場合はその出版杜から情報の信頼性が推定できる場合がある。

　Web情報ではこれらの書誌事項が不完全であることから、情報の実態は担保されてい

ない。従って判断・意思決定などで使用する情報としては問題がある。Wikipediaも集

合知としての価値を有するが、執筆責任者を特定できないことから信頼性に、特に専門

知識が必要な専門性の高い項目の信頼性に間題が残る。Wikipediaを学習の参考情報と

して使用することに問題はないが、レポート作成の論拠に使用するのは不適当である。

書誌事項が不完全な情報を使用する場合には情報の質に問題がある可能性を認識したう

えで使用する必要がある。

　そ　きゅう
1－9遡及情報検索

　新聞の紙面には多くの記事が掲載されているが、全ての記事を読む時間的な余裕がな

いことや、興味の無い記事は読んでも役に立たないことが多いことから、自分に興味の

ある記事を選択して読んでいる。雑誌についても同様で興味のある記事を主体に情報収

集を行っている。一方、情報検索では全ての新聞記事や雑誌記事が対象となり見落とす

ことはない。さらに情報検索が新聞や雑誌の購読と異なる」のは過去の記事も検索対象と

なることである。データベースでは過去30年程度の記事が検索可能であることから、

情報検索の対象となる記事の大半は過去の記事である。

　情報検索で得られた記事を発行年月目で年代順に並べることができる。特定の話題に

関する一定期間の複数の記事を時系列で並べることにより、特定の話題が過去から現在

に至るまでにどのような変遷を経てきたかを理解することができる。その結果、検索課

題に関する現在の状況をより深く分析することが可能となる。このように過去に遡って

情報収集を行う検索を遡及情報検索と呼ぶ。新聞や雑誌を読む場合、新しい記事に価値

があり古くなった記事、例えぱ昨日の新聞記事や先月の雑誌記事に、情報としての価値

が無いと考えることが多い。しかし、遡及情報検索では過去の情報も情報としての価値

を有している。

問題1　情報収集のための情報検索

間題1－！データベースのべ一スの本来の意味に相当するものを選択しなさい。

　　①基礎　　②基地　③土台　④台座⑤っけ根

間題1－2information　retrieva1とinformation　searchの意味を説明しなさい。

問題1－3情報検索における情報が意味するものを選択しなさい（複数選択）。

　　①一次情報②引用文献③参考情報④原文情報⑤著者が作成した情報

問題1－4書誌事項に含まれないものを選択しなさい。

　　①著者　②表題　③抄録　④本文　⑤出版杜



2、キーワードと検索式34・44・47，48）

2－1文字による情報の伝達

　情報は文字、音声、画像、映像などの媒体（メディア）により表現され、多くの形態

で伝達される。伝達形態が異なっても情報の内容は文字で表現される。例えば画像や映

像情報でもタイトノレは文字で表現される。情報の内容が複雑・専門的になればなるほど

文章による表現が重要になる。つまり情報の内容や概念を表現し伝達するためには文字

による表現が不可欠で、情報は文宇によりその内容を伝達されるといっても良い。この

文字を媒体とする情報のことをテキスト情報と呼ぶ。テキストとはワープロの文章から

改行やフォントなどのフォーマットを取り除いた文字そのものである。

　情報の内容が文字で伝達されることから、情報検索も文字で行われる。Googleでは、

ウェブ検索，イメージ検索，ニュース検索，地図検索，グループ検索などの検索サービ

スが提供されているが、検索対象となる情報の形態が異なっていても検索はいずれもキ

ーワード（文字）で実行される。YouTubeのような映像や音声などの情報もタイトルの

キーワード（文字）で検索される。

2－2キーワード

　情報検索の対象となる情報の概念を表現する文字列のことをキーワードと呼ぶ。キーと

は車の車軸から車輪に動力を伝えるために打ち込まれたくさびを意味する。情報検索では

デ］タベースを通して検索者と原文情報を結びつけるくさび（キー）が概念を表す文字（ワ

ード）であることから、くさびとなる文字をキーワードと呼ぶ。良い検索結果を得るため

には検索する情報の内容を的確に示すキーワードを選択する必要がある。情報には複数の

概念が含まれるので情報検索では一般に複数のキーワードを使用する。書誌事項に含まれ

る文字情報を対象にデータベースを使って情報検索を実行する。

2－2－1キーワードと品詞

　キーワードは検索者が入手したい情報の持つ概念（アバウトネス）を表現する7）。概

念を示す品詞は基本的に名詞である。「情報」「世界」「水」など文字数が少ない名詞ほど

広い概念を意味するため、情報を特定できるキーワ」ドとなり難い。複数の名詞が連結

して一般的な意味をもっ名詞を複合名詞という。複合名詞は狭い意味概念を持つことか

らキーワードとして有効である。複合名詞の扱いはデータベースにより異なるので、情

報検索では可能性のある複合名詞の組み合わせを全て検討する必要がある。表5に複合

名詞と複合名詞を構成する単語の例を示す。世界地図を検索する場合、「世界地図」で検

索する場合と、「世界」and「地図」で検索する場合がある。「児童扶養手当」「水質悪化

懸念」なども同様である。一般に目的に合う複合名詞を使う方が好ましい結果が得られ

るが、一般的に使用されない結合形の場合は情報のもれが大きくなる。「4月18目」も

「4月」「18日」もキーワードとして有効である。新聞や雑誌の記事の場合は、見出し、

副見出し、表題、図表の説明文などもすべてキ］ワードの対象となる。



表5複合名詞と複合名詞を構成する単語の例

複合名詞

！世界地図

複合名詞を構成する単語

世界　地図

2児童扶養手当　　児童　扶養　季当　扶養手当

3水質悪化懸念　　水質　悪化　懸念

　固有名詞は名詞の中でも確実に情報を特定することができるのでキーワードとして最

も有効である。固有名詞の中でも、一般に、人名＞団体名、会杜名＞地名の順に有効な

キーワードとして機能する。情報は人によって創造され発信されることを考えれぱ人名

がキーワードとして最も有効であるのは当然である。

　形容詞は名詞の概念を限定するキーワードとして使用できる。概念を表現しない動詞

は基本的に使用しないが、「管理する」「説明する」などのように、「（名詞）と（する）」

で構成される動詞では名詞部分がキーワードとして有効である。英文の場合は全ての単

語がスペースで区切られていることから全ての単語をキーワードとして扱うことが可能

である。全ての言葉がキーワードとして使用可能でも、情報の概念は名詞で表現される

ため英語でもキーワードは名詞が基本である。英語の冠詞や前置詞などはストップ・ワ

ードとして検索対象から除かれる場合もある。

2－2－2フリーキ』ワードと統制語

　データベースで扱われるキーワードには、自由語（フリーキーワード）と統制語があ

る。フリーキーワードの場合、データベースで使用する言葉の解釈に取り決めがないの

で、情報発信者（著者）と情報受信者（情報検索者）の間にキーワードの概念の理解に

不一致が生じる。これは情報に含まれるキーワードは情報発信者が作成し、情報検索の

キーワードは情報受信者が選定するという根本的な要因による。情報発信者と情報受信

者のバックグランドが異なれば同じ概念でもキーワードが異なることがある。フリーキ

ーワードを使用する場合、検索者が原文にたどりっけない事態が頻繁に発生するので、

多様な検索を試みる必要がある。統制語の場合はデータベースの中で同義語が整理され

統一されている。事前に統制語を確認して情報検索を行えぱ、必要な概念の情報を効率

良く収集できる。統一語の中でもシソーラスは用語が統一されているだけではなく、用

語の持つ概念が体系化されているので、検索に使用すると正確な情報検索が可能になる。

2－3論理演算子

　情報検索式で使用するAND，0R，NOTを論理演算子という。情報検索式は目的とする情

報を検索するために情報概念を示すキーワードと、AND，0R，NOTの論理演算子を組み合

わせた論理式である。検索エンジンでは’㎜〕，0R，NOTを、「全てのキーワ』ドを含む」
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「いずれかのキーワードを含む」「キーワードを含めない」のように表現しているが、論

理式演算子のrかつ（AND）」rいずれか（0R）」とr除く（NOT）」の表現と同じである。

2－3－1AN1〕検索

　図3にANDの検索対象範囲を示す。「アメリカAND目本」の場合には、アメリカと目本

の両方のキーワ］ドを文章中に含む情報が検索され、両国が関係している情報が該当する。

通常絞り込み検索と呼ぱれる。キーワードの数を増やしていくと検索結果が絞り込まれ件

数が少なくなる。期待した検索結果が得られない場合は無意識のうちにキーワードを追加

してAND検索を実行する場合が多い。Web情報の場合件数が多いためキーワードを適当に

追加しても間題なく情報が絞り込まれるが、有料データベースではむやみにキーワードを

追加していくと必要な情報まで抜け落ちる可能一性が高くなる。もれのない検索を行う場合

には、キーワードを追加するよりある程度絞り込まれた検索結果を順にチェックする方が

有効な場合が多い。AND検索は内容を絞り込むための検索であり、件数を絞り込むための

AND検索は無意味である。

図3　ANDの検索の対象範囲

2－3－20R検索

　図4にOR検索の対象範囲を、図5に間違った0Rの検索対象範囲を示す。rアメリカOR

目本」の検索の場合には、アメリカか目本の少なくとも1つのキーワードを文章中に含む

情報が検索され、どちらかの国が関係している情報が該当する。

図4　0Rの検索対象範囲 図5　間違ったORの検索対象範囲
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　いずれかのキーワードを含む検索と表現される。0Rの検索対象範囲を図5のようにAND

の部分は含まれないと考える人も多いが、「アメリカOR目本」の場合、重複する部分に

はいずれかのキーワードが含まれているにもかかわらず、対象から除外されることになる

ので検索対象範囲としては図4が正解である。同じ意味を示す複数の言葉（同義語）を、

例えば「アメリカOR米国」のようにOR演算で1っの集合として、情報のもれを防ぐた

めに使用する場合もある。

2－3－3NOT検索

　図6にNOTの検索対象範囲を示す。不要な情報を排除する検索である。新型インフル

エンザに関する外国の情報を収集したい場合は、目本の情報を除くため「新型インフノレ

エンザNOT目本」とすると、目本以外の新型インフルエンザの情報を収集できる。情報

検索結果に混在する明らかに不要な多くの類似した情報を排除したい場合に有効である。

不要な情報に共通して含まれるキ』ワードをNOT検索することにより不要な情報を除く

ことができる。

図6NOTの検索対象範囲

2－3－4フレーズ検索

検索エンジンや有料データベ］スでは、AND検索、OR検索、NOT検索と並んで、一致す

る文字列を検索するフレーズ検索が可能である。フレーズ検索は「文字の並び順通り検索

する」方法で文章の一部分をキーワードのように扱うことができる。英語の場合は単語の

間にスペースが入るがスペ］スも検索対象になるので熟語のような単語の並び順を検索

できる。目本語の場合文章を構成する単語の間にスペースが入らないので、文章から切り

出したキーワードで検索を行う場合が多いが、フレーズ検索を使用すると目本語文章の中

間一致検索ができる。フレーズ検索では」庸報が限定されすぎて情報の漏れが生じやすいの

で、絞り込み検索は基本的にキーワードで行い、特定の情報を探す場合にフレーズをキー

ワードの1つとして利用すると良い。検索式に1フレーズしか使用できないシステムが多

い。
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2－4検索式

2－4－1キーワードの選定

　情報検索に使用する有効なキーワードを推定するためにはまず検索内容を明確にする

必要がある。検索内容を200～400字程度の文章で的確に表現できれぱ、検索に使用す

る主要な概念を示すキーワードはこの文章の中に含まれるはずである。抄録の利用が可

能なデータベースではキーワードを1語～2語使用して情報検索を行うと、特別な固有

名詞を使用する場合を除いて概念が広すぎ情報を絞り込むことは困難である。キーワー

ドを組み合わせて検索する場合は、最低3種類程度のキーワードが必要になるので、検

索内容を表現した200～400宇の文章から、主要な概念を示すキーワードを3～5語選

択して検索に使用する。検索内容を示す文章を作成できない状況では有効なキーワード

の選定は困難である。文章を作成できない原因は基礎知識の不足なので、検索内容をう

まく表現できない場合は基礎知識を入手して検索内容を再構成する。検索内容の整理が

不明確なまま思いつきのキーワ』ドで情報検索を実行しても情報収集は可能であるが、

収集した情報の評価は困難である。

2－4－2検索式の作成

　検索エンジンを使ったWeb情報検索では、キーワードを思いっく順に追加したり、思

いつく文章を入力したりして、検索式を意識せずに検索を実行している場合が多い。単純

な事実や簡単な意味を知りたい場合には、検索式を作らなくてもほとんどの場合必要な情

報を入手できる。しかし有料デ］タベースを使い、不要な情報を除外して、必要な情報を

漏れなく収集するためには、検索式を使った情報検索が必要となる。通常の情報検索では

主要な概念を示す複数のキーワードと論理演算子を使って検索式を作成する。論理演算子

は、NOT，AND，0Rの順で実行される。演算順位は0Rが最も低いことに注意して検

索式を作成する。0Rを優先して演算を実行させたい場合は0R演算部分を（　）で囲

む必要がある。検索式を「貿易andアメリカ0R日本」とすると、アメリカの貿易に関

する情報と、目本の情報が検索される。アメリカの貿易あるいは目本の貿易に関する情報

を収集したい場合は、検索式をr貿易and　（アメリカOR目本）」とする。

　事前に想定した検索式で良い結果を得られることは少ないので、作成した検索式による

検索結果を参考に何度も検索式を修正する必要がある。検索式を試行錯誤を繰り返しなが

ら修正することは情報検索において不可欠である。

2－5情報検索と基礎知識

業務のために情報収集を行う場合、検索課題に関する基礎知識は日常業務を通して既に

習得しており、情報検索の目的や目標、検索に使用するキーワードは明らかな場合が多

い。しかし大学などの学習の場では、新しい知識を得ること自体が目的になるため、検

索課題を設定する基礎知識が不足している。そのため、未知の知識や情報を収集する場
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合でも、検索課題を文章で表現し主要な概念を示すキーワードを選択する基礎知識が必

要となる。基礎知識はキーワードの選択以外にも、情報収集の目的と目標の設定、専門

的な情報の理解、情報の評価など情報収集の全ての段階で必要となる。経済指標のよう

な最新の数値データの評価には基礎知識だけでなく専門知識も必要となる。

　とりあえずGoog1eなどの検索エンジンで思いっく言葉を使って予備検索を行い上位

に表示されたサイトを閲覧して基礎知識を得るのが最も簡単な方法である。Yahooカテ

ゴリを使用した検索でも基礎知識を得ることができる。また百科事典や新聞記事情報も

基礎知識を得るのに有効である。しかし「地球の温暖化」「環境問題」「少子化対策」と

いった幅広い内容を対象とする基礎知識は、断片的な情報の多いWeb情報から取得する

ことは困難である。少々時間が必要でも、解説書、教科書、入門書などの図書情報から

基礎知識を得るのが理想的である。図書や雑誌記事を使ったほうが正確で偏りの少ない

基礎知識を習得できる。

2－6情報のまとめかた

　情報検索の結果、得られた情報を羅列するだけでは役にたたないので活用できるよう

にまとめる必要がある。情報をまとめるには情報の内容を個別に理解するとともに、得

られた情報を全体的に整理、要約、分析すること7〕が重要である。あくまでも収集した

情報に基づいて内容をまとめることが重要で、そのうえで既に持っている知識と併せて

評価を行う。表6にWebサイトの情報をまとめた良い文章例と悪い文章例を示す。

表6 Webサイトの情報をまとめる際の良い文章例と悪い文章例

検索課題

韓国の生活
文化

パレスチナ
間題の対応

イチローの
成績

まとめの良い例

韓国の民族衣装はチマ・チョゴリで、韓国
の代表的な食晶はキムチである。

パレスチナの問題はアメリカの影響力が強
いため、アメリカと世界各国が協カして解
決に向けて努カしていくことが大切であ
る。

イチローのプロフィールは、ポジション右
翼手、生年月日1973年王0月22目、国籍日
本、身長／体重175㎝／73kg、右投、左打で、

2001年の成績は打率、350，8本塁打、69打
点、出塁率．381、長打率．457であった。

まとめの悪い例

韓国の生活文化について記載されて
いた。

パレスチナの問題が載っていた。

イチローのオリックス時代から現在
のメジャーに至るまでの成績と写真
が載っている。メジャーリーグのオー

プン戦の成績（打席の内容まで）詳し

く載っていて、とてもよかった。

　全体をまとめる文章に「～にっいて記載されていた」という表現が良く使用されるが、

「ついて」という表現は得られた情報の内容を何も表現していないに等しい。具体的な

内容を示す、事実や、数値データなどを使用して概要を記述することが必要である。ま

た、全体をまとめる際には、情報検索を行う前に設定した情報収集の目的や目標の達成

に役立っように内容をまとめる必要がある。
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間題2　キーワードと検索式

間題2－1：左の円をA，右の円をB，A／Bの上部の円をCとした場合、論理式（AND，

　　0R，NOT）を使った①から⑥の論理式に相当する部分を塗りっぶしなさい。

①A　AND　B ②A　OR　B ③A　NOT　B

④AANDBANDC ⑤AORBORC ⑥（AORB）ANDC

問題2－2大阪あるいは東京の大学に関する情報を収集する検索式を選択しなさい。

ヒント：論理式はANDが優先する

①

②

③

④

⑤

大阪OR東京　AND大学

（大阪OR東京）AND大学

大阪AND東京　AND大学

大阪ノ㎜東京　0R大学

大阪AND大学0R東京ノ㎜大学

間題2－3

以下の新聞見出しから、問題2－2～2－5の検索式に該当する記事番号を選択しなさい。

　①検索式「目本and米国」にヒットする記事を選択しなさい。

　②検索式「日本Or米国」にヒットする記事を選択しなさい。

　③検索式「目本not米国」にヒットする記事を選択しなさい。

　④検索式「（目本or中国）and米国」にヒットする記事を選択しなさい。
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①ギャップ日本でネット通販

②r強硬」中国に韓国・米国、資源輸出制限懸念

③米国防次官補会見、中国をけん制（解説）

④米国防次官補、尖閣衝突で目本支持

⑤米国人口3億人超え10年前に比べ9．7％増

⑥「中国の知財侵害は深刻」

⑦米国石炭、日本の製鉄会杜が長期契約

⑧自動車大手、米国内販売持ち直す輸出が増加傾向

⑨ノーベル化学賞岸氏、活動拠点目本に

⑪中国ポータル「SOHU」に目本の高級贈答品サイト

問題2－4

単語の間にrAND」rOR」rNOT」r（）」などを入れて、それぞれの検索課題に対応する検

　　索式を作成しなさい。SARSは新型肺炎の略号です。

①新型肺炎もしくは（あるいは）SARS関連で，中国もしくは（あるいは）目本に関連し

　　た情報検索を行う。

　　新型肺炎　　SARS　　中国　　　目本

④新型肺炎もしくは（あるいは）SARSに関連する情報のうち，香港に関連する情報を含

　　まない情報を収集する

　　新型肺炎　　SARS　　香港

⑤新型肺炎もしくは（あるいは）SARS関連情報のうち，北京と香港に関連する情報を含

　　まない情報を収集する。

　　新型肺炎　　SARS　　北京　　香港
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3．情報源の選択

　一般知識や専門知識を得るために現実に流通している主な情報源として、Web情報、

新聞記事情報、図書情報、一般雑誌記事情報、学術文献情報がある。さらにビジネス情

報、特許情報、判例情報など特定の分野を対象とした多くの情報源が存在する。情報活

用リテラシーを向上させるためには、現実に流通しているこれらの情報を取り扱う経験

の積み重ねが重要となる。以下に学習や教育の現場で知識を得るために有用な憶報源の

特徴を示す。なお信頼性の高い情報源を扱うデータベースはコンテンツを含め維持管理

に費用がかかることからサービスは基本的に有料で提供されている。新聞記事情報、雑

誌記事情報、英語学術文献情報は有料のデータベースである。書誌事項が整備されてい

ないWeb情報や、抄録が抜けている図書情報データベ］スは無料で利用できる。有料の

データベースでも図書館で利用可能な場合がある。

3－1主な情報源の特徴

（1）Web情報

Web情報は検索エンジンにより1ぺ一ジ1件の情報として整理されている。Web情報は

検索結果からハイパーリンクにより原文のWebぺ一ジを直接閲覧できる。しかし一次情

報と二次情報が混在しており、著者が作成したオリジナルでない情報が多い。Web情報

には表題、著者、出版者、出版年など情報の信頼性を担保する書誌事項がない。1ぺ一

ジあたりの文字数も他の情報源と比べると少ない。現時点のデータを得るために有効で

あるが過去の情報は利用が困難である。多くの特性を持った情報が混在していることか

らWeb情報以外の情報と組み合わせて使用することが好ましい。

（2）新聞記事情報

　「新聞記事情報」は毎目発行される新聞の個別記事が1件の情報として整理されてい

る。・記者が作成した原稿は編集段階でチェックされて記事になり、新聞杜が発行者とし

て記事の内容に責任を持っていることから、インターネット情報より信頼性が高い。ま

た幅広い分野の情報を収集できることから論拠としての事例を集めるのに適している。

表題、著者、出版者、発行年月日などの書誌事項が完備している。新聞記事情報の発行

年月目は目の単位で整理されていることから、遡及検索により検索課題の正確な時系列

変化を調査することができる。なお海外の英語の新聞記事情報検索も利用可能である。

（3）図書情報

　図書情報は1冊の図書が1件の情報として整理されている。図書は独立して刊行され、

特定の分野や話題に関する情報を体系的にまとめたもので、未知の分野や経験の少ない

分野で基礎知識を得たり専門知識を深めたりする場合に有用である。大学における学習

においては参考になる図書を1冊でも探すことができればかなり知識を深めることがで

きる。図書情報データベースは、図書館の蔵書管理や書店での受発注管理で使用するこ

とを目的に作成されていることから、書誌事項は完備しているが図書の内容を示す抄録

は含まれていない。図書情報検索の後に、図書館から原文である図書を探し出す必要が

17



ある。

（4）一一一般雑誌記事情報

　雑誌記事情報は雑誌の1記事を！件の情報として整理したデータベースである。雑誌

記事はそれぞれの内容が独立しているので、雑誌の対象分野において個別の記事が取り

上げている話題に関する新しくまとまった情報を得ることができる。既に基礎知識を有

したうえで、さらに知識を深めるために「雑誌記事情報」を利用すると効果的である。

複数の図書から偏りの無い基礎知識を得て、その後に雑誌記事情報から新しい情報を補

足すると効率的に知識を得ることができる。雑誌記事情報を入手するためには情報検索

後に図書館等で原文が掲載されている雑誌を捜し出す必要がある。

（5）学術文献情報（専門雑誌記事情報）

　学術文献情報は、学会論文誌や専門誌に採録された投稿論文や専門誌の記事などを1

記事毎に1件の情報として整理したデータベースである。学術文献は通常複数の専門家

による審査をクリアした新規な知見を含む論文等である。先行文献を十分調べた上で構

成されていること、文章が論理的に記述されていること、新しい発見や考え方が述べら

れていることなど、多くの情報の中で最も質の高い情報である。専門知識や専門用語を

理解していないと情報収集した情報の理解や活用が困難である。学術文献情報は、目本

語情報より英語情報のほうが質量ともに圧倒的に勝っており、情報収集のためには目本

語学術文献情報検索とともに英語の学術文献情報検索が不可欠である。

3－2情報の種類

　一般に使用される情報という言葉には、評価されていない数値や事実を羅列したデー

タ、データを特定の目的について評価した情報、情報を体系化した知識という3種類の

概念が含まれる。3種類の概念の定義と具体例を表7に情報の概念的分類として示す。

情報収集を効果的に行うためには情報検索に適した情報源を選択することが必要となる

が、必要な情報を知識、情報、データに分けて考えると情報源を見極め易くなる。以下、

情報を概念的に3種類に分類した場合の情報を「情報（狭義）」と記述する。

表7情報の概念的分類

情報の種類　　定義 情報の具体例

　　　　　　　数値などの断片的情報、特定の　事実・事例を記述したWeb情報、実験
デ』タ（狭義）
　　　　　　　目的に対し評価できない情報　　結果、調査結果、統計値、データ集

　　　　　　　特定の目的に対し評価されたデ　雑誌記事情報、学術文献情報、多数の
情報（狭義）
　　　　　　　一タ、価値が判断できる情報　　関連する新聞記事の集合、時系列情報

　　　　　　　将来一般的に使用できるもの
知識（狭義）
　　　　　　　情報が体系化されたもの

教科書や図書情報
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3－3情報源の種類と特徴

　基礎的あるいは専門的な知識を得るためには、体系的に内容が整理されている図書情

報が情報源として適している。逆に個別化されたWeb情報は文字数が少なく断片的な情

報が多いが新しいデータや情報を得るためには適している。既に知識を有していてさら

に専門的な新しい知識を得るためには、情報発信期間が図書より短い雑誌記事情報や学

術文献情報が情報源として適している。一般杜会で情報検索を頻繁に使用する技術開発

部門や特許部門などでは、学会誌や専門誌などが情報の主体であることから、新しい価

値を創造するための情報は情報（狭義）から得られると考えられる。新聞記事情報は報

道の自由に基づいて事実を表現しているため本来データに該当するが、記事には事実だ

けでなく評価も含まれることから情報（狭義）に該当する内容も含まれる。

　知識をさらに深めるにはデータも情報源となる。最新の統計値や、Webぺ一ジの事例

や、事実を扱うファクトデータベースからデータを入手し自分で評価して情報（狭義）

として使用する。さらに、本当に欲しいデータや情報（狭義）が存在しない場合は実験

や調査を自分で行って、自らデータや情報を作り出す必要がある。

表8情報の種類と情報源の特性

情報の
種類
知識
（狭義）

情報
（狭義）

データ
（狭義）

情報源

図書情報

一般雑誌記事情
報

学術文献情報
新聞記事情報

Web情報
実験／調査結果

体系化 情報発信

年

　　　　　　　　　週
体系化　　遅い
　　　　　　　　　月
　↑　　　↓
　↑　　　↓　　旬
　↑　　　↓
　　　　　　　　　秒　↑　　　↓
個別化　　早い　　分

　　　　　　　　時間

　　　　　　　　　目

経済的　　資産的
イ面イ直　　　　価イ直

小

↓

↓

↓

↓

大

大

↑

↑

↑

↑

小

　表8に情報源の種類と情報源の特性を示す。情報の体系化が最も進んだのが知識であ

るが、体系化には時間が必要で、情報発信は遅くなる。データは評価ができていない事

実そのものなので情報発信は早くなる。情報発信に必要な時間は、図書は年の単位、雑

誌は月／週の単位、新聞は目の単位、Web情報は分／時間の単位が目安となる。知識は将

来一般的に使用できるものであり個人や人類にとっての資産的価値は情報の中で最も高

い。しかし知識は誰でも入手可能な情報であることから、杜会全体にとって資産的価値

は高いが経済的価値は低い。例えぱ図書の購入代金程度である。だれもが入手できない

新しい情報やデータに高い対価が支払われている。情報の種類と情報源の特性を概念的
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に理解することにより、検索課題に適する情報源を選択する能力の向上が期待できる。

3－4情報源の選択

　情報収集のためには目的に合った情報源を推定してデータベースを利用する必要があ

る。図7は情報の体系化と速報性の軸で情報源の位置を概念的に示したものである。「デ

ータ（狭義）→情報（狭義）→知識（狭義）」で示される情報の体系性の軸と、「年→月→目→

時間→分／秒」で示される速報性の軸に、Web情報、新聞記事情報、図書情報、一般雑

誌記事情報、学術文献情報の各情報源を細分化して示したものである。必要とする情報

はどの程度体系化された情報か（知識かデータか）という視点と、目的と目標を達成す

るためどの程度の速報性が必要かという視点で情報源を推定する。情報源が選択できれ

ぱ情報源の特性や収録期間や英語情報の必要性などを考慮してデータベースを選択する。

原文をデータベ」スから入手できるか否かによっても選択するデータベースが異なる。

体
系
†

知識　矢
（狭義）　系

　　　　化

情報
（狭義）

雑誌記事

遡及情報

新聞記事　　　　専門雑誌
遡及情報

専門図書

一般図書

一般雑誌記事

データ　個
（狭義）　別

　　　　化

（速）

分／秒　　　　週・目

統計データ

　　　（遅）
　　　　　　　　速報性

月　　　　　　年

図7　情報源の体系性と速報性

表9にデータ（狭義）、情報（狭義）、知識（狭義）の概念に近いと思われる情報検索課題例

を示す。課題設定の参考となるように実際にこれまでの情報検索課題としてとりあげら

れた事例を示す。

20



表9 データ（狭義）、情報（狭義）、知識（狭義）に該当する検索課題例

情報源の
　種類
　知識

（狭義）

一般的な
知識を得

　る
　情報

（狭義）

最新の専
門情報や
情時系列
変化を把
握する

データ
（狭義）

最新のデ
ータや事
例を得る

検索課題

大気汚染、地球温暖化やダイオキシン問題など現在の環境汚染が地球や人体に
与える影響およびこれ以上に環境汚染が進行しないためになにができるかとい
う情報を収集する

多くのダイエット食晶やダイエット方法が本やテレビで紹介されているが、本
当に効果が出るのかあるいは本当に健康な状態できれいに痩せることができる
のか情報を収集する。

血管増殖抑制機構を応用した制がん剤開発に関する情報を収集する。

携帯電話が目本市場に登場してしてから規制の緩和と市場の拡大に関する情報
を収集する。

キューピ』の商標侵害の訴えに対して対抗できるような目本における使用実績
に関する情報を探す。

ゴールデンウイーク期間中の東京ディズニーランドのアトラクションの詳細な
スケジュール情報を得る。

居住地域に於ける中古車販売店で100万円で購入できる中古のスポーツカー
にどのようなものがあるか、また複数の店で同程度の車がある場合にはどの店
を選択すれば良いか情報を得る。

1998年のFIFAワールドカップフランス大会の国別の試合予定日と対戦時
問などのスケジュールに関する情報を得る。
現在コンビニエンスストアーで売り上げが伸びているアルミ缶入りの清涼飲料
水の上位銘柄名と販売数量に関するデータを得る。

こどもたちによる凶悪犯罪が増え杜会間題になっているが、その原因の1つと
して他人とのコミュニケーションがうまくとれないことが考えられる。そこで
コミュニケーションがうまくとれずに内にこもっているこどもたちがどうすれ
ぱ他人とコミュニケーションをとれるようになるか実例を集める。

　知識（狭義）にはある程度の情報の集積が必要なので断片的な情報の多いWeb情報は情

報源に向いていない。情報（狭義）はある程度の知識がないと理解が困難な内容が多い。

専門用語を理解できることが情報を活用できる重要な要素となる。データ（狭義）は最新

の数値／事例／事実を検索する課題である。求める内容に整理された情報が存在する確率

は低いので、収集した複数の情報を整理／加工／分析して必要な情報を作りだす必要があ

る。

間題3　情報源の選択

問題3－1以下の情報源を情報発信時間の速い順に並べなさい。

　　①新聞記事情報　②図書情報　③Web情報　④雑誌記事情報

間題3－2以下の情報源を情報が体系化されている順に並べなさい。

　　①新聞記事情報　②図書情報　③Web情報　④一般雑誌情報

⑤特許情報

⑤専門雑誌記事情報
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4．情報検索の準備

　情報検索を効果的に実行するためには検索を実行する前に検索内容や情報収集の目的

や目標をできる限り明確にすることが必要である。情報検索の前に整理が必要な項目を

図8に情報検索課題の設定用紙として示す。図8の内容をできるかぎり明確にする努カ

が良い検索結果にっながる。

4－1情報検索課題（題名）

　情報検索課題のタイトルは情報収集する内容を20－30字程度で簡潔に表現したも

のである。図書の題名や、新聞の見出しに相当するもので主たるキーワードを含むよう

に作成する。情報検索は収集した複数の情報から目的や目標の達成に役立つ新たな情報

を得るための手段であることから、一般的な基礎知識を得るような課題は広範囲にわた

る情報収集が必要になるため適当でない。体系的にまとめられている図書を読む方が効

率的で信頼性の高い情報を入手できる。容易に理解可能な情報も得られた内容に発展性

が少ないので知識を得るための情報検索課題としては不適当である。

4－2情報検索対象分野

　情報検索課題の候補が存在する場合はその内容に近い分野を選択する。演習として情

報検索を行なう場合は、情報収集の目的や意欲が希薄な場合が多いので、まず情報検索

対象分野を明らかにすることで情報検索の内容を具体化するヒントになる。

4－3情報検索内容

　情報検索の内容を200字～400字の文書で表現する。抽象的な表現や一般的な表現を

避けなるべく具体的に内容を説明する文章を作成する。具体的な文章作成を心がけるこ

とにより作成した文章中に有効なキーワードが含まれるはずである。具体的な表現には

ある程度の基礎知識が必要となる。100字程度の文章すら作成できない場合は基礎知識

を得るための事前調査などが必要である。

4－4情報検索の目的と目標

　情報検索を効果的に行うには、情報検索内容を明らかにするとともに、情報収集の目

的と目標を明確にする必要がある。情報検索内容からキーワードや検索式を確定できる

が、必要な情報の対象を決めることはできない。目的と目標の設定により、「どの程度の

専門的な情報が必要か」「どの程度の期間の情報が必要か」「どの地域の情報が必要か」

「情報をどのように利用できるか」が明らかになり、情報収集の対象が明確になる。目

的と目標が不明確だと、情報収集の対象となる情報の分野や期間などの範囲が絞り込め

ず可能性のある全ての情報を収集することになる。さらに、目的と目標があいまいなま

ま情報収集に着手すると、情報収集の過程で疑間が生じ、情報検索をやり直すことにな

る。目標が達成できれば次の到達レベルが次の目標となり、最終目標が目的となる。
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情報検索課題の設定用紙

　　1．情報検索対象分野：次の分野から興味のある1分野を選択する。
　　　哲学、歴史、杜会科学、白然科学、技術、工学、工業、産業、ビジネス、経済、
　　　政治、芸術、言語、文学、コンピューター、教育、娯楽、旅行、スポーツ、健
　　　康、ニュース、地域、環境、ファッション、大学、企業の動向、ビジネス
　　2．情報検索課題（題名）：検索内容を20－30字程度で表現する。

3．情報検索内容

　情報収集したい情報の内容を200～400字程度の文章で表現する。内容を良く表
現できていれぱ検索に使用するキーワードはこの文章の中から選択できる。自己
の知識が不十分で文章を作成できない場合は事前調査を行ってから作成する。

4．情報検索（情報収集）の目的と目標
　情報検索で対象とする情報を収集する理由を200～400字程度の文章で表現する
できる限り目的と目標に区別して記入すること。
目的（最終目標）：何をするために情報収集をするか、収集した情報を使って最終
的に何を実現したいのかを記述する。

目標（実現可能性のある具体的な目標）：実現可能な到達レベルを数値などで具体
化したもの。収集する情報の利用方法を記述しても良い。

5．目本語のキーワードと、6．英語のキーワード
　設定した情報検索課題の検索内容から3～5の侯補キーワードを選択し、重要
と思われる順に、3語～5語記入する。最低3語は必ず記入する。情報検索内容
の文章中に適切なキーワードがない場合は、事前調査などで基礎知識を得てから
情報検索内容を示す文章を作り直す。

日本語

1
英語

2
3
4
5

7．検索式

　重要と思われるキーワードを3～5語使用して、論理式（AND　OR　NOT）を使っ

た検索式を作る。

図8　情報検索課題の設定用紙
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　目的には「何をするために情報収集を行なうのか」を記述する。目的は個人や組織な

どの行為主体の意志に基づいて形成される。意志は行為を行うための発動根拠であり、

目的は意志を実現する最終ゴールである5）。

　目標には目的をより具体化したもので実現する可能性のある達成目標を記述する。目

的に対する到達レベノレを数値などで具体化した内容である。目標には収集する情報の利

用方法を記述しても良い。

　目的と目標は収集した情報を必要な情報と不要な情報に分類する判断基準となる。例

えば、「ダイオキシンの魚類に対するホルモン撹乱作用」に関する情報収集を行う場合、、

！）河川の魚類の保護、2）ホノレモン撹乱作用のメカニズムの解明、3）人類への女性

ホルモン様活性を持つ化合物の除去が目的としてが想定される。同じ情報検索課題でも

必要な情報は目的により異なる。1）の場合であれば汚染源を断ち切るため原因物質が

どこで使用されているかという情報が、2）の場合であれば生化学的あるいは化合物の

代謝に関する情報が、3）であれぱ可能性のある類似物質の特定と動物実験のデータな

どが必要になる。このように情報収集の目的は、情報検索の結果から必要な情報を選択

する評価基準となる。そして目標はさらに明確な情報選択のための評価基準となる。

4－5目本語のキ］ワード

　情報検索内容として作成した200～400字の文章から、重要な概念を表現すると思

われる名詞を5ワード切り出す。情報検索に重要な概念を示す順に5ワ］ドを記述す

る。キーワードは基本的に名詞であるが、複数の名詞が連結して一般的な意味を持っ

ている複合名詞のほうがキーワードして有効である。5ワードを選択できない場合や、

選択したキーワードが検索内容の文章中に無い場合は、情報検索内容の文章が不完全

なので修正する。なお、目本語で情報検索を実施する場合、「目本」は絞り込み検索に

有効なキーワードとならないなど、キーワードとしての適性を推定することも重要で

ある。

4－6英語のキーワード

　　選択した目本語キ」ワードに相当する英語キーワードを記述する。和英辞書で目本語

に相当する英単語を調べると複数の英語表現が記載されているので、キーワードとして適

切な語を選択する必要がある。最初に記述されている単語を選択することが多いが、適切

な英語キーワードを選択するためには、複数の意味を丁寧に把握したうえで選択する。そ

れでも微妙な意味の違いを把握するのは難しい。

　検索エンジンを使った予備検索は適正な英語キーワードを選択する有力な手段になる。

検索エンジンで候補となる英語キーワードで絞り込み検索を実行し、上位に求める情報が
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表示されれぱ英語キーワードが適切である。必要な情報が表示されない場合は1語ずつキ

ーワードを入れ替えて適切なキーワードや検索式を見つける。日本語と英語を併記してい

るWebのぺ一ジが存在するので、検索キーワードに、目本語キーワ］ドと、検索とは直接

関係のない英語を同時に入力して検索すると、目本語キーワードに相当する適切な英語表

記を見つけることができる場合がある。和製英語を使用すると目本人による英語情報しか

得られないので注意が必要である。表10に日本語でしか通用しない和製英語の例を示す

が、このような例は他にもある。

表10　目本語でしか通用しない和製英語の例

目本語キーワード

食文化

環目本海

和製英語

Food　Culture

英語
Food　Habit

F00d　Manner

Japan　Sea　Rim　　　Far　East　Sea

間題4　情報検索の準備

間題4－1［二二］に入る言葉を選択しなさい。

　情報検索課題のタイトルは情報検索内容を短い文章で表現したもので主な

を含むように作成する。

　　①対象分野　②情報収集の目的　③利用方法　④キーワード　⑤実現可能な目標

間題4・2目的と目標にっいて、その違いがわかるように説明しなさい。

問題4’3情報検索に目的と目標が必要な理由として不適当なものを選択しなさい。

　　①情報が必要かどうか評価する基準になる。

　　②不要な情報であると判断する基準になる。

　　③情報を使って意思決定する際の基準になる。

　　④必要な情報を選択する評価基準になる。

　　⑤膨大な情報収集を行う基準になる。

問題4’4情報検索する内容を情報検索の前に文章で表現する意義について説明しなさい。
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5　Web情報検索

5－1Web情報と検索エンジン

5－1－1サーバ数とドメイン

　　図9にInternetSystemsConsortium，Inc．のInternetDomainSurveyによるイン

ターネットのホストサーバの数を示す。2010（2009／2008）年2月時点におけるインターネ

ットのホスト数は、全世界で732，740，444（625，226．456／541，677，360）台である72）。第

一水準のドメイン別でみると、1位が．netで253，853，098（204，683．342／190，267，719）台、

2位が．c㎝で142，526，322（123，324．475／95，448，209）台、そして3位が．jp（目本）で

52，081，808（43，461．277／　36，803，719）台である。国別ドメインは．jp（目本）が第1位

である。ホストの全てがWebサ］バではないが、．jpドメインが全ホストの中で占める

割合は7．10（6．95／6．79）％に過ぎない。アメリカの．usドメインは200万台程度である

が、．net，．com，．eduのWebサーバの多くはアメリカの情報である。日本語の情報より

はるかに多い英語情報がWθb情報として流通していることになるので、本格的な情報検

索にあたっては英語情報も対象とする必要がある73）。

lnternet　Oom日in　Su～eγHost　Count

帥O，ロロロ，OO0

7m．O口O，m口

60口、ooo．m0

500一口OO，OO0

4m，OOO，mロ

ヨm，OOO．OO0

200、ロロO，OO0

10圧OOO，OOO

　　o
o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o　　　o

　　　　5001岨1nユ6m刮助刮O皿9［0冊01ユiu皿肺＾＾．i－0．皿0工

　　図9インターネットのホストサーバの数（Jan2010）

出典　Internet　systems　consortium，Inc．（https：／／㎜．isc．org／solutions／survey）

5－1－2検索エンジン

　インターネットで公開されているWebぺ一ジを対象とした情報検索システムを検索エ

ンジンと呼ぶ。検索サイトが登場した時点からデータベースではなくSearch　E㎎ineと

呼ぱれていた87）。検索エンジンは、リンクをたどって新しいぺ一ジを探し出す機能

（spiders）、探し出したぺ一ジを読み込み検索に必要なインデックスを作成する機能

（index）、検索を実行しウエート付けを行い結果を表示する機能（search）を含んでいる87）。

Spiders，index，searchという3種類の機能を含んだシステムが検索エンジンである。
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新しいぺ一ジを探し出す機能（spiders）を実現するためにロボットとよぱれるWeb情報

収集ソフトがWebサイトを巡回して情報を収集している。人の代わりに作業を行う機

械的ロボットと同じ概念であるが、区別するためコンピュータロボットはbotとも呼ば

れる。この新しいぺ一ジを探し出す機能（spiders）を含んでいる点がデータベースの概念

と異なる。

　収集するデータはテキスト、画像、映像など多様であるが、一般のデータベース同様

にキーワード（テキスト）で検索を行う。書誌事項が存在しないためHTMLタグを利用し

titleやbodyなどの内容を書誌事項とみなしインデックスを作成する（index機能）。

Googleの場合、検索結果から推定すると（20！0／4／23現在）、見出しにはwebぺ一ジの

＜TITLE〉部分や＜meta　name；”Description”content・〉部分が使用される。抄録は＜body〉

部分の検索キーワードが含まれる前後約130字（目本語，スペースを含む）が表示され

る。出典部分に相当するのがWebぺ一ジのURLとなっている。著者に相当するインデッ

クスは無い。検索結果にウエ］ト付けを行い利用価値の高いと思われる順にWebぺ一ジ

を表示している。検索エンジンは多言語に対応していることから、同じ検索エンジンで

英語情報検索も可能である。

　Webぺ一ジはGoogleの場合2008年に1，000，000，000，000ぺ一ジを集めたと報告されて

いる53）が、その後総ぺ一ジ数の表示は中止された。2010／4／20現在，検索エンジンの中

で最も多くの総ぺ一ジ数を表示していたのはcui1で検索可能なぺ一ジ数は1，270億web

pagesであったが91）、cui1は2010年9月にサービスを終了した。検索エンジンを使用

しても利用者に費用負担は生じないが、主に広告収入により商業べ一スで運営されてい

るため、情報の扱いに偏りが出る可能性や、窓意的な検索結果となる可能性が存在する。

検索エンジンを使用する場合には完全に公正な結果が表示されているわけではないこと

を意識して利用する必要がある。複数の検索エンジンを使用することは個々の検索エン

ジンの偏りを正すためにも有効である。

　Web情報の検索には、検索エンジンを使用するキーワ］ド方式の他に、予め提示され

たカテゴリと呼ばれる項目リストから必要な情報を順に選択するカテゴリ方式がある。

初期のキーワード方式の検索エンジンは検索結果のウエート付け機能が不十分で使いづ

らかったことからカテゴリ方式が有力な検索手段であった。現在も一般的な課題で信頼

性のあるサイトを探すのに有用である。

5－2Web情報の特徴

　目常生活に関係のある情報（Web情報，Wikipedia，YouTube、ブログなど）はWebぺ

一ジから簡単に得られることから、杜会に流通している情報の主体はWeb情報だと感じ

ても不思議ではない状況にある。YahcoやGoogleなどの検索エンジンを使用して必要な

情報を既に入手している人は、改めて情報検索を学ぶ必要を感じないであろう。しかし

Web情報は、情報量が多すぎて容易に目的とする情報にアクセスできない、関係のない
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情報が多く混在レ晴報収集の妨げになる、収集した情報の信頼性に疑問があるといった

経験を有する人は多いはずである。

　一方、Web情報とは別に、雑誌記事情報、新聞記事情報、学術文献情報などを有料の

データベ］スで検索できる。これらはWeb情報が出現する以前から印刷物の形態で流通

していた対象分野が明確で信頼性が高い情報である。従って、Wθb情報は杜会に流通し

ている情報の主体ではなく、利用可能な情報源の1っであることを理解し、Web情報の

特質を理解したうえで他の情報と併せて利用することが望まれる。例えばWeb情報と

Wikipediaを使ってレポートを作成すると信頼性に疑問がある内容になるだけでなく、

同じ論拠を使った内容の類似したレポートが多く提出され情報の多様性が失われる。Web

情報を有料のデータベースが対象とする情報と比べた場合の特徴を以下に示す。

　（1）ハイパーリンクによる原文情報へのアクセス

　Web情報の最も大きな特徴は、YahooやGoogleなどの検索エンジンと原文のWebぺ一

ジが同じネット上に存在するため、検索結果からハイパーリンクにより直接原文を確認

できることである。ハイパーリンクにより確認できるWebぺ一ジは、検索エンジンが扱

った原文情報そのものである。多くの有料データベースでは原文が印刷物のため、情報

検索の結果をもとに、再度図書館などで原文を探し出す必要があり原文へのアクセスに

多くの労カを必要とすることから、検索エンジンの利便性は非常に高い。

（2）一次情報と二次情報の混在

　Web情報は情報発信が容易であることから伝聞情報や不正確な情報の割合は高くなる。

その結果、Web情報は著者が作成した一次情報と、伝聞情報である二次情報が混在した

情報となる。検索を実行して原文であるWebぺ一ジを閲覧できても、著者が自ら創作し

た一次情報とは限らないので、web情報の活用にあたっては慎重な扱いが求められる。

これに対し有料のデータベースの原文は雑誌記事などの一次情報である。

（3）匿名の情報発信

　情報は人により創造される。従って著者が明示されていることは」晴報の内容について

の責任の所在が明らかにされていることになる。Web情報では著者名が記述されない場

合が多いことから、情報の内容に責任をもつ人を特定できない情報が多くなる。著者に

関する記載があっても現実杜会における実態と一致しない場合も多い。匿名情報がWeb

情報の信頼性低下にっながるので、Web情報の活用にあたって著者や所属に関する情報

が記載されているか確認する必要がある。有料データベースでは書誌事項の一部として

著者や所属は必ず明示されている。

（4）書誌事項の欠如

　検索エンジンには、表題、著者、出版者、出版年、分類といった一般の有料データベ

ースの検索項目である書誌事項がない。特に著者と出版年が確認できない情報が多いこ

とを認識したうえでWeb情報を活用する必要がある。一般のデータベースでは検索デ』

タとして書誌事項が整備されているのは必須の要件である。
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（5）断片的な内容

　　Web情報はサイト毎ではなく1ぺ一ジ単位で構成されている。Webぺ一ジではイメー

ジが扱えることから文宇数は少なくても容易に情報を伝達できるため、1ぺ］ジに1000

文字以上の文章が記述され画面をスクロールしないと全体を読めないようなぺ一ジは少

ない。1つの話題について例えば2000字から20000字程度の文章からなる雑誌記事情報

や数万宇からなる図書情報に比べるとWeb情報の内容は断片的にならざるを得ない。Web

ぺ］ジから簡単な情報やデータを得るには問題ないが、まとまりのある知識や情報をWeb

ぺ一ジから得ることは困難な場合が多い。

（6）審査を受けない情報発信

　有料のデータベースが扱う情報は出版杜や査読者による事前審査をうけて発信される。

対してWeb情報はブログに代表されるように著者自身の判断に従って発信される情報が

多い。他人によるチェックが無いため、Web情報に信頼性の低い情報や二次情報が混在

する可能性が高い。Web情報の信頼性を見極めるためには、ぺ一ジ作成者、サイト管理

者などが特定できることや、ドメインの信頼性が重要な判断材料になる。比較的信頼性

の高いドメインとしてgo．jp，ac．jp，co．jpドメイン、gov，eduドメインなどがある76）。

（7）　「現時点」の情報

　Web情報の出版年月目は基本的に現時点における最新情報となっている。「現時点」

の情報が基準となっているので遡及検索に対応できない。

（8）全分野の情報

　Webのぺ一ジに記述されている情報は全ての分野の情報であり、検索エンジンの検索

結果にはあらゆる分野の情報が表示される。有料のデータベースではデータベース毎に

扱う情報の分野は限定されている。

5－3主なWeb情報検索サイト

5－3－1キーワード方式の検索

　表11に、データベースとしての基本機能である、論理式を使った検索機能と、検索

結果の件数表示機能を備えた、キーワード方式の検索エンジンリスト（2010年度版）を

示す。他の検索エンジンについてはWeb上にある検索エンジンリストが参考になる。検

索エンジンリストとしてThe　Search　Engine　List89〕などが存在する。

　キーワードによる検索は特定の情報、同一概念の情報を探し出すのに適している。絞

り込み検索（AND検索）を行う場合が多いが、多くの検索エンジンでAND，0R，NOT検索

とフレーズ検索が可能である。検索結果はそれぞれの検索エンジンが定めるアルゴリズ

ムに従って算出されるスコアの高い順にWebぺ一ジが表示される。検索エンジンのキー

ワード検索機能を有効に使うために最も重要なのは、的確なキーワードを選択し的確な

検索式を作成することである。
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表11キーワード方式の検索エンジンリスト（2010年度版）

目本語検索エンジン
1　G・・gユ・69）

2　Y・h・・！Jap・・g4〕

3　　　al　ltheweb55〕

4　　　AltaVista56）

英語検索エンジン
G・・gユ・56）

Yahoo！92）

alltheweb55〕

AltaVista56）

5　9o・67）

6　ASK58） ASK58）

　検索エンジンの情報を探し出す機能（spiders）、インデックスを作成する機能（index）、

結果を表示する機能（search）は、それぞれ検索エンジン毎に特徴を有している。同じ検

索式を使っても検索結果が異なるので、使用する検索エンジンを一っに絞るのではなく

複数の検索エンジンを使用すると、それぞれの検索エンジンの特徴を利用した情報収集

が可能になり多様な情報を集めることができる。実際に通常使用している検索エンジン

とその他の検索エンジンを併用して検索すると、通常使用している検索エンジンでは捜

し出せなかった情報を検索できる場合がある。

5－3－2カテゴリ方式の検索79〕

　カテゴリ検索は、情報の内容を大項目、中項目、小項目のように階層的に分類したリ

ストを順にたどることによりWebサイトを見出す検索である。カテゴリ項目は情報量に

応じて構成され階層の数は固定されていない。キーワード方式と基本的に異なるのは対

象とするサイトをロボットではなく人が選定している点である。代表的なサービスに

Yahoo！カテゴリがある。対象となっているサイトはキーワード方式と比較すると少ない

が、政府や大学などのサイトに属する信頼性の高い情報、商用のサイトで一般的に関心

の高い情報など、多くの人に利用価値がある情報を含むサイトが対象となっている。カ

テゴリ検索は検索のための的確なキーワードを知らなくても、リストを順に選択するこ

とにより目的のWeb情報を検索することができる。単純な概念だけで検索できる場合に

は便利で有用な検索手段となる。反面、概念を組み合わせる必要のある課題の検索には

不向きである。

　表12にカテゴリ方式の検索エンジンリスト（2010年度版）を示す。Yahoo！カテゴリ

は検索エンジンの先駆けとなった実績を持ち現在でも内容が充実している。Yahooの検

索機能はこのカテゴリ方式が主体であったが、Googleをはじめとするキーワード方式の

検索エンジンの機能の向上により利用頻度は減少した。

表12カテゴリ方式の検索エンジンリスト（2010年度版）

目本語
Yahoo！カテゴリ95〕
9・・8。）

bi91・b・79）

英語
Yahoo！Directory93）

EZILON　SEARCH66）

BEST　OF　THE　WEB59）

＊0CNカテゴリはgooと類似内容のため除外した
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5－4　Googleによる情報検索

【目本語】Google69〕㎜．google．co．jp（2010／04／23現在）

　1996年から活動を開始したが日本では目．本語サービスが充実してきた2002年ごろか

ら認知されるようになった。「多くの良質なぺ一ジからリンクされているぺ一ジは、やは

り良質なぺ一ジである」というPageRankTMのコンセプトに基づき、リンクが多く張られ

ているWebぺ」ジを検索結果の上位に出カした。その結果、Google登場以前の検索エン

ジンと比べると、Googleの検索結果は検索者の求める順序と良く一致するようになった。

さらに他の検索エンジンが達成できなかった10億ぺ一ジを越す収集件数を初めて実現

した。

　サービス開始当時、検索結果は、①リンクが張られている数（バックリンクの数，1ink

juice）、②リンクが張られているときの説明文（アンカーテキスト）、③Webぺ一ジ内の

キーワード、④ドメインの信頼性の順でWebぺ一ジがウエート付けされ出力されていた。

しかし、現在は④のウエートを高くし、④、②、③、①の順でWebぺ一ジがウエート付

けされている。当初重視された①バックリンクのウエートは低くなり、逆に、ドメイン

の信頼性が最も重要視されるようになっている84）。

　初期画面の入力欄に複数のキーワードをスペースで区切って入れるとAND検索となる。

トップページの検索オプションをクリックすると図10に示すように検索オプション画

面が表示される。検索オプション画面ではブール演算子によるAND検索、フレーズ検索、

0R検索、NOT検索が可能となる。

すべてのキーワードを含む　AND検索

フレーズを含む　　　　　　フレーズ検索

いずれかのキーワードを含　0R検索

キーワードを含めない　　　NOT検索

1大学大学
1就職率の変化

1情報産業

図10Googleの検索オプション

【英語】Google68〕㎜．google．com　（2010／04／23現在）

　英語で検索する場合は、㎜．google．c㎝で英語のキーワードを使って目本語と同様に

検索する。㎜．google．comと㎜Igoogle．co．jpの検索結果は異なる。検索対象となる

もとの情報の集合は同じであるが、結果を表示するアルゴリズムが異なると推定される。

最も多くの件数が該当するra」の検索件数はそれぞれAbout25，310，000，000resultsと

約25，310，000，000件で一致する（2011／1／30現在）。これまで、国内からgoogle．com

の検索ができなくなる、情報が検索対象からはずされる（CensorshipbyGoogle）など、

故意でなくても結果として情報が公正に扱われない場合があった。2009／05／04時点で
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http：／／㎜．google．comに接続すると、自動的にhttp：／／㎜．google．co．jpに切り替わ

り、㎜．google．comは表示できなかった。Google．c㎝in　Englishも表示されなくなっ

ていたが、2010／04／24時点で再び表示されようになった。単なるシステムの不都合とも

考えられるが、いずれにしろ提供された環境を単に利用しているすぎないこと、情報が

常に公平に扱われている訳ではないことを認識する必要がある。

5－5Yahooによる情報検索

【目本語】Yahoo！Japan　g4）㎜．yahoo，co．jp　（2010／04／22現在）

　　1994年にアメリカでYahooが設立されさた。設立当初はキーワード方式よりカテゴ

　リ方式が主体であった。その後1996年にYahoo　Japnanが設立され日本語サービスが

　開始された。国別に現地化されたサイトからサービスが提供されている。現在に至る

　まで日本国内において最も利用頻度の高いポータルサイトとなっており検索エンジン

　としても最も良く利用されている52〕。初期画面の入力欄に複数のキーワードをスペー

　スで区切って入れるとAND検索となる。検索を実行すると1回目の検索結果が表示さ

　れるとともに、検索ボタンの隣に「条件を指定して検索」が表示される。「条件を指定

　して検索」をクリックすると、図！1のYahooの「条件を指定して検索」画面となる。

　上から順にAND検索，フレーズ検索、0R検索，NOT検索に対応する。なお、カテゴリ

　検索は別のサイトからサービスが提供されている。目本においてグーグルとの提携が

　発表された（2010／7／27現在）ことを受け目本の検索サイトはgoogoleの検索結果と類

　似の結果を表示するようになった（2010／12／26現在）が、その後修正が行われている。

すべて含む　　　　　AND検索

順番も含め完全に一致フレーズ検索

少なくとも一っを含む　0R検索

含めない　　　　　　NOT検索

図11Yahooの条件を指定して検索

　【英語】Yahoo！92）㎜．yahoo．com（2010／04／22現在）

　目本語同様に1回目の検索を実行すると検索結果が表示され、検索ボタンの隣に

「options」が表示される。「options」をクリックし「Advanced　Search」を選択すると

論理式を使った検索が可能な検索画面が表示される。

5－6　Yahoo！カテゴリとYahoo！Directoryによる情報検索

【目本語】Yahoo！カテゴリ95）http：／／dir．yahoo．co．jp／　（2010／04／24現在）

　Yahoo！カテゴリ（目本）とYahoo！Directory（アメリカ）はエンターテインメントか
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ら始まる14のカテゴリから順に下位のカテゴリが並べられている。サービス開始時点か

ら同一の14分類から構成されている。表13にYahooカテゴリとYahoo！Directoryの

14分類を示す（2010／04／24現在）。この14のカテゴリを順に選択（クリック）すると、

最後にYahooの登録サイトが表示される。必要な登録サイトをクリックすると登録サイ

トが表示される。登録サイトは多くの人にとって利用価値があるとYahooの担当者が半11

断したサイトであり、一般的で信頼性のある情報を探す場合に有効である。「Yahoo！カテ

ゴリ全体」を指定してキーワード検索を実行すると、目的とする情報が含まれるカテゴ

リを探すことができる。情報の漏れを防ぐためいにカテゴリを探すための検索は基本的

に1キーワードで実行する。

表13YahooカテゴリとYahoo！Directoryの14分類

1

10

11

12

13

14

Yahoo！カテゴリ（目本）

エンターテインメント

趣味とスポーツ

芸術と人文

生活と文化

教育

健康と医学

杜会科学

メディアとニュース

ビジネスと経済

各種資料と情報源

コンピュータとインターネット

政治

自然科学と技術

地域情報

Yahoo！Directory（アメリカ）
Art　s　＆Humani　t　i　e　s

Business　＆　Economy

Computers　＆　Internet

Education

Entertainment

Government

Health

News　＆Media
Recreation　＆　Sports

Reference

Regiona1

Science

Social　Science

Society　＆　Culture

News　Additional

The　Spark　Blog

【英語】Yahoo！Directory93）http：／／dir．yahoo．com／　（2010／04／24現在）

　　使用方法は目本のYahoolカテゴリと同じであるが、Yahoo！Directoryの登録サイト

はYahoo！カテゴリと全く異なる。Yahoo！Directoryの大分類は表13に示すようにYahoo！

カテゴリと同じ14分類であるが、大分類以下のカテゴリリストは大きく異なっている。

14分類以外にYahoo！Directoryに、News　Additiona1とThe　Spark　Blogが2010年より

追加された。目本とアメリカのリストを比較することにより、目本とアメリカで興味を

持たれている情報の違いを比較することができる。

5－7その他の検索エンジン

（1）Altavista56）http：／／㎜．altavista．com／

【目本語・英語】

（2010／04／24現在）
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　図12にAltaVistaのAd・anced　Searchの検索機能を示す。トップページのFINDの横

にあるAdvancedSearchをクリックするとAND検索，OR検索，NOT検索、およびフレー

ズ検索が可能なAdvanced　Searchの画面が表示される。該当する窓に、キ］ワードを入

力し、Findをクリックすると検索が実行される。英語も全く同じ環境で実行できる。

al1　of　the　se　words：

this　exact　phrase：

any　of　these　words：

and　none　of　thesθ　words

AND検索

連続した文章検索

0R検索

NOT検索

図12AltaVistaのAdvancedSearch

（2）　alltheweb55）http：／／㎜w．aユ1theweb．c㎝／　　（2010／04／24現在）

　【目本語・英語】図13にAllthewebのAdvanced　Searchを示す。トシプページのsearch

の右に表示されるadvanced　searchによりAND，NOTを使った検索が可能となる。must

includeはAND検索、must　not　includeはNOT検索に対応する。OR検索には対応して

いない。検索対象範囲を、タイトル（in　the　title）と本文（in　the　text）に分けて検

索することが可能である。英語情報の場合はLanguageのfind　results　written　inの後

のリストからE㎎1ishを指定する。フレーズ検索は　””でフレーズを囲う。

図13AllthewebのAdvancedSearch

（3）goo67）http：／／w㎜．goo．ne．jp／　　（2010／04／24現在）

　【目本語】NTTレゾナントが運営するポータルサイトである。図14にgooの検索オプ

ションを示す。

キーワード

　　　　　　　　ダ　文章で検索する（自然文検索機能）

　　　　　　　　河　文字の並び順通り検索する（フレーズ検索）

追加キーワード　いずれかの語を含む（0R検索）

　　　　　　　　すべての語を含む（AND検索）

　　　　　　　　除外する語（NOT検索）

図14gooの検索オプション
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　トップページの検索ボタンの右上にある検索オプションをクリックすると論理演算子

による検索が可能な検索オプションのぺ一ジが表示される。OR検索，AND検索，NOT検

索，フレーズ検索に対応している。文章で検索する（自然文検索機能）は文章からキー

ワードを切り出して検索する機能である。カテゴリ検索機能も有する。

（4）　AsK58）http：／／㎜．ask．com／　（2010／04／24現在）

　【目本語・英語】図15にAskのAdvancedSearchを示す。トップページの検索窓の下

のAdvancedをクリックすると論理演算子による検索が可能なAdvanced　Searchのぺ一

ジが表示される。Advanced　SearchではAND検索、フレーズ検索、0R検索、NOT検索に

対応している。Location　of　wordsでは、ぺ一ジ全体（Anywhθre　on　the　page）、タイト

ノレ（in　page　title）とURL（in　URL）を検索対象範囲に指定して検索することが可能で

ある。目本語も英語も同様に実行できる。

Find　results　with

　all　of　the　words　　　　AND検索

　the　exact　phrase　　　　フレーズ検索

　at　least　one　of　the　words　OR検索

　none　of　the　words　　　　NOT検索

図15AskのAdvancedSearch

（5）cui191）http：／／㎜．cui1．com／（2010／04／24現在）

　2008年7月に立ち上げられた世界最大のぺ一ジ数を検索対象とした検索エンジンであ

った。論理演算子を使った検索に対応していなかったが、1200億ぺ一ジを超えるWebぺ

一ジを検索対象としていた。2010年9月にサービスを終了した。

（6）MSN　Japan　http：／／jp．msn．c㎝／（20！0／04／24現在）

　　Google，Yahoo！、Ask，MSN　Searchの4大検索エンジンの1つであるが、MSNのみ演

　算子による検索に対応していない。

（7）Dogpile　http：／／㎜．dogpile．com／（2010／04／24現在）

　　4大検索エンジンと言われているGoogle，Yahoo！、Ask，MSN　Searchを同時に検索

　できるメタサーチエンジンである。
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問題5　Web情報検索

間題5－1図16に示すGoogleの検索条件を、論理演算子を使った検索式に変換し、何を

　　検索しているか答えなさい。

検索条件 すべてのキーワードを含む

フレーズを含む

いずれかのキーワードを含

キーワードを含めない

図16Googleの検索例

問題5－2以下にGoogleの情報検索結果を示します。回答件数が異なる理由を推定して

　　ください。自分の出身高校名の場合も試しなさい。

　①「巻高校」と入力して検索すると、約12，000，000件の回答があります。

　②「巻高校」と入力して検索すると、約4，970，000件の回答があります。

　③「”巻高校’’」と入力して検索すると、約12，700件の回答になります。

間題5－3以下の検索式をGoogleに入力し検索を実行しなさい。

　①”コンピュータウイルス”AND（感染　OR予防）AND”アンチウイルスソフト”

　②環境and（破壊or汚染）and（世界遺産OR自然遺産）

間題5－4以下の検索エンジンを使って、検索式、「地球温暖化and環境ホルモンand人」

　　を実行した結果を比較しなさい。

　①Google　　http：／／㎜w．google．co．jp／

②Bing　　http：／／㎜．bing．co㎜／

　③Yahoo　　　http：／／search．yahoo．co．jp／

　④goo　　　　http：／／ww．goo．ne．jp／

間題5－5Yahoo！カテゴリを使用して、検索エンジンサイトの大分類rコンピュータとイ

　　ンターネット」を使って、Yahooがリストアップした代表的な検索エンジンを探し

　　なさい。

間題5－6Yahoo！カテゴリの「趣味とスポーツ」とYahoo！Directoryの「Recreation＆

　　Sports」の大分類以下のカテゴリを比較し、目本とアメリカにおいて、趣味の対象

　　がどのように異なるか考察しなさい。
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6．新聞記事情報検索

6－1新聞記事情報の特徴

新聞記事情報は、毎目発行される朝刊と夕刊の新聞記事から成立している。朝刊の記事

は前目に発生した出来事を伝えるニュースが主体であるが、杜説、特集・解説記事など

も含まれる。読者は新聞記事から得られる新しい情報を入手することに価値を見出して

いる場合が多く、発行目から1目以上経過した新聞記事や古い新聞を読むことはほとん

どない。新しい情報を得ることができる半面、新聞記事の文字数は400字から800宇程度

の短い文章で記事の内容が独立している。断片的な情報になりがちで記事に関する背景

や前後関係を把握できていないと記事の意味を十分理解できない場合もある。

　新聞記事は従来からスクラップブックにして活用されていた。特定の個人や企業、あ

るいは特定の話題について記事を切り抜き、発行目順にノートに張り付けた切り抜き帳

である。新聞紙では記事が独立しているがスクラップブックでは発行目順に整理されて

いることから記事の前後関係や相互関係が明らかになり、注目した話題の推移や全容を

理解することができる。新聞記事情報検索ではキーワード検索で特定の話題に関する記

事を収集できることから、必要に応じてスクラップブックに相当する内容を出カできる。

さらに新聞記事情報はWeb情報と異なり情報の発信日（新聞の発行目）が明記されている

ので検索した情報を時系列的に出力できる。新聞記事情報データベースを使えぱ、話題

に関するキーワード検索を行い、該当する記事を時間軸で並べ変えることにより、毎目

新聞の切り抜きをしなくてもスクラップブックに相当する出力が可能になる。発行目を

過ぎ価値がないと思われていた古い新聞記事も再び価値を有することになる。このよう

に過去に遡って情報検索することを遡及検索と呼ぶ。

　新聞記事情報は、杜内外情報のチェック（他杜情報、杜内他部署情報）、商品の売り

上げ状況、新商晶の発売や開発情報、競合企業や関連業界の動向チェック、関連企業の

人事やおくやみ情報などに利用されている。

6－2目本の主な新聞記事データベース

　目本新聞協会によると目刊紙の合計は121誌であり、発行部数は1999年以降減少を続け

ており2009年10月現在5035万部である43〕。目本の新聞は発行地域の広さにより、全国紙、

ブロック紙、地方紙に分けられる。全国紙は、朝目新聞、読売新聞、毎目新聞、産経新

聞、および記事の内容が経済に特化した目本経済新聞の5紙である。表14に目経テレコ

ン2142〕から利用可能な主な日本の新聞データベースを示す。目経テレコン21の料金

表によると、新聞記事検索が可能な目本の新聞は全国紙5、ブロック紙6、地方紙35

の合計46紙である（2011／1／30現在）。その他に専門紙73紙、スポーツ紙5紙もデー

タベースから検索可能である

　　新聞記事データベースは全て有料のデータベースで利用には基本料金と記事の出カ

料金（50～150円／件）が必要となる。対象期間の長い日本経済新聞では1981年からの新
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聞記事を検索できる。目本経済新聞、毎目新聞、産経新聞などはインターネットから無

料で検索できるが、いずれも1年以内の期間に限定されており、数年以上に亘る遡及検

索は不可能である。地域毎に配達時間が異なることから新聞には版数の記述があり、

10，11，12，13，14版と番号が大いほど本杜に近く新しい記事が含まれる。新聞記事データ

ベースは最終版の記事を対象としているが、通常の購読では読めない全国の地方版の記

事も対象となっている。

表14 目経テレコン21から利用可能な目本の新聞のデータベース

種類

全国紙

ブロツク

紙

地方紙

新聞数

35

新聞名

朝目新聞、毎目新聞、読売新聞、目本経済新聞、産経新聞

北海道新聞、東京新聞、中目新聞、河北新報、中国新聞、

西目本新聞

東奥目報、岩手目報、秋田魁新報、山形新聞、福島民報、

茨城新聞、下野新聞、上毛新聞、新潟目報、北目本新聞、

北國新聞・富山新聞、福井新聞、信濃毎目新聞、岐阜新聞、

静岡新聞、伊豆新聞、伊勢新聞、京都新聞、大阪目目新聞、

神戸新聞、紀伊民報、目本海新聞、山陽新聞、徳島新聞、

四国新聞、愛媛新聞、高知新聞、佐賀新聞、長崎新聞、熊

本目目新聞、大分合同新聞、宮崎目目新聞、南目本新聞、

琉球新報、沖縄タイムス

　有料のデータベースなので図書館で利用する場合であれば、図書館とデータベースサ

ービスの提供者との間で使用契約が結ばれているので、利用者は著作権に関する契約条

項を順守する必要がある。多くの場合、検索の結果入手したテキストデ］タや記事のPDF

ファイルは、個人的な使用目的に限定されており、複製などは一切できない。

　目本では全国紙が大きなウエートを占めているが、アメリカでは地方紙が主体で、USA

TODAYと一部の地方紙が全国紙の役割を担っている。アメリカの地方紙の殆どがデータベ

ースで検索可能となっているが、無料のインターネットニュース配信サービスが増える

に伴い新聞の発行部数が減少し、小規模地方紙は淘汰される方向に向かっている。なお、

新聞記事データベース以外に新聞杜へ配信される共同通信やロイターなどの配信記事デ

ータベースも利用できる。
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6－3朝目新聞記事データベース3・4〕http：／／database．asahi．c㎝／（2010／4／1現在）

6－3－1概要

　Digital　News　Archives　for　Libraries3）（DNA）は朝目新聞杜の大学・学校・公共図書

館向けの有料サービスである。1984年からの記事が対象で、2003年4月時点の記事収録

件数は390万件、2010年10月時点では642万件であった。東京本杜発行の最終版（14版）

の記事が使用されている。朝干■」に掲載された記事が当目の検索対象になる。地域面の記

事は当日の午後7時頃に収録される。地域面は都道府県庁所在地の記事が対象であった

が、2010年2月1目以降は北海道を除く全ての地域面の記事が検索対象となった。本文と

見出しを区別した検索が簡単に行えるので、対象記事が多い場合、重要なキーワードを

見出しに使用して記事を絞り込むと有効な検索結果が得られる。著作権の関係で検索は

できても本文を表示できない記事がある。

　サービス開始時は記事から予め切り出したキーワードを使用する「キーワード登録方

式」で、文字列の検索は不可能であった。現在はフレーズ検索に相当する「全文検索方

式」の採用により、記事中すべての文字列を探すことが可能になっている。キーワード

登録方式ではキ］ワ］ドの品詞は概念を表現する名詞であったが、現在は「珍しい」「お

もしろい」といった形容詞や、　「初めて聞く」などの用語でも検索が可能である。しか

し、情報検索のキーワードは検索概念を表現する名詞が基本であることに変わりはない。

6－3－2検索方法3■4）

　朝目新聞記事データベース（聞蔵IIビジュアル）のログイン画面を図17に示す

（https：／／database．asahi．com／1ibrary2／1ogin／login．Php）　。

図17朝目新聞記事データベ］ス

　　　ログイン画面

図18朝目新聞記事データベース

　　　ログイン中画面

　ログイン画面にユーザI　Dとパスワードを入力しログインを開始する。ログインを開

始するとデータベース接続までログイン中の画面が表示される（図18）。図書館などで

利用する場合は、通常ユーザI　Dとパスワードは公開されておらず、ログインの操作は

それぞれの図書館で異なるので係員の指示に従う必要がある。ログインが完了するとシ

ンプル検索画面が表示され、キーワード、発行日（期間指定）、リスト表示（表示条件）
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の項目が表示される。シンプル検索画面では新聞記事の見出しの検索ができないので、

「詳細検索」をクリックし検索モードを詳細検索に切り替える。詳細検索画面を図19に

示す。シンプル検索の項目に、検索オプションが追加され、検索対象、分類、朝夕刊、

面名、本紙／地域面、発行杜の条件で検索が可能となる。

　通常の新聞記事検索は「見出しと本文」および「全期間」を選択し、キーワード検索

を実行する。キ』ワードをスペースで区切るとAND検索となる。論理式による検索も可

能で、＆（AND）、十（OR）、＃（NOT）を使用する。

図19朝目新聞記事データベースの詳細検索画面

　例えぱ、キーワードをr2010＆（大学十高校）＆就職率」とし、対象紙誌名をr朝目新聞」、

期間を2010年1月1目～2010年12月31目、検索対象を「見出しと本文」に指定し、

　匿茎1≡≡l1ヨをクリックすると、検索結果は16件となる（2011／01／14）。検索結果画面を図

20に示す。図20の全選択をクリックし、本文表示をクリックすると本文が表示される。

図21に朝目新聞記事データベースの本文表示画面を示す。本文表示画面の右上にPDFファ

イノレの縮小版が表示されている場合は画面をクリックすると原文が参照できる。検索が

終了したらどの画面でも良いので右上にある「ログアウト」をクリックし、ログアウト

画面が表示されることを確認する。ログアウトの操作をしないと使用継続中と見なされ

約10分間次の使用者が使えない状態となる。
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票」㍗、漂、雫野雌鋤’

　　　　　　　鐙

図20検索結果画面

1・舳日螂〕岳榊榊＾日⑭リH畑～閉　　　　　　　　　・勤　鍛

　闘議轡蟻綴　　　　　　働ザ」囲㍗1苓

　灘繊坤鰯甲搬繍苧㍗躍蝿塊．
　幽　　　　　　　　　　棚酬胴■跳アル．．
　総件薮15件
　柵．　　　毘時目　　　　咽虫刊　　　　面名　　　　ぺLリ　　文字曲
　oooo1　呈ol口珪o；月盟目　　ウ刊　　　　皇刊由　　　　010　　凸o目日日文宇

　㍉’・ドカツ就織1－1卯f川〕〕1舳大マ・、

　ゴ．柑撤1f！l1君

図21本文表示画面

6－4目本経済新聞データベース（目経テレコン21）42）http：／／t21．nikkθi．co．jp／

（2010／04／2現在）

6－4－1概要42）

　目経テレコン21の「新聞記事検索」を使用すると、日経四紙をはじめとして全国紙、

一般紙、業界紙など100以上の新聞を検索できる（表14）。目本経済新聞は1981年以降の

記事が対象となっている。他に、日経BP杜などが発行する雑誌やニュースレタ］、企

業情報データベースも利用可能である。キーワード検索以外に、検索範囲、検索期間指

定、同義語展開、シソーラス展開機能を備えている。また、目経四紙の新聞記事や目経

BP杜の雑誌記事などの原文をPDFで出力することが可能である。

6－4－2検索方法6■39）

　目経テレコン21のトップページ（http：／／t21．nikkei．co．jp／）に接続するとぺ一ジの

右にログイン欄が表示される。目経テレコン21のログイン画面部分を図22に示す。ログ

イン画面にユーザI　Dとパスワードを入力しログインをクリックするとトップ画面が表

示される。ぺ一ジの上部のメニュータブから記事検索をクリックすると記事検索画面に

ジャンプする。

41



図22目経テレコン21のログイン画面　　図23目経テレコン21の「詳細検索」画面

　最初に表示される記事検索画面は簡易検索画面なので、ぺ一ジのメニュータグの下の

「簡易検索」の隣にある「詳細検索」をクリックして、図23に示す詳細検索画面に切り

替える。詳細検索画面ではキーワード以外に、検索期間、同義語展開、シソ］ラス展開

の入力窓が表示され詳細な検索が可能になる。表15に詳細検索画面で表示される検索項

目を示す。検索期間の年月目指定にカレンダーを参照することも可能である。

表15詳細検索画面で表示される検索項目

検索項目

検索範囲

検索期間

同義語展開

検索条件の選択項周

見出し、本文、、キーワ］ド、分類語

半年、1年、3年、全期間、年月目指定

する、しない

シソーラス展開　する、しない

　新聞記事で使用される用語は新聞毎にある程度統一されているので、キーワードには

新聞記事で使用される用語を使用すると情報の漏れが少なくなり効率良く情報を収集で

きる。目経テレコン21では新聞記事検索のための用語集として1982年から作成されて

いる「目経シソーラス」がある。詳細検索の場合はシソーラス分野一覧から用語を選択

しキーワードとして使用する。さらに、キーワード検索はデフォルトでは任意一致にな

っているが、完全一致のほうが詳細な検索が可能になる。また、詳細検索のシソーラス

展開機能により、下位概念を含めた包括検索が可能になる。同義語展開では同じ意味の

キーワードを使用して0R検索したのと同様の効果が期待できる。

　キーワードはスペースで区切るとAND検索になるが、AND，OR，NOTの論理式を使った

コマンド検索も可能である。論理演算子は、NOT，㎜，0Rの順で実行されるので、特に
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ORの使用に注意が必要になる。例えぱ、詳細検索で検索式を「2010AND（大学OR高校）

㎜就職率」で、期間を20！0年1月1目～2010年12月31日に指定し、見出し・本文・キー

ワード・分類語を選択して、塵茎…≡召をクリックすると、目本経済新聞朝刊4件、夕刊1

件となる。

図24件数確認画面 図25見出し一覧画面

　検索実行の後の件数確認画面を図24に示す。件数確認画面で該当件数が1，000件を超え

ると結果が表示されないので、検索結果が1，000件を超える場合は件数確認画面で情報を

絞り込む。情報を絞り込むには、キーワードを追加する、検索範囲を見出しに限定する、

完全一致検索を選択する、検索期間を限定する方法がある。主要なキーワードの検索範

囲を見出しに限定すると良い結果が得られる場合が多い。有効な絞り込み方法を思いつ

かない場合は検索期間を最近の短い期間に限定して、記事内容を見ながら絞り込み方法

を検討する。逆に、該当する記事が非常に少ない場合は、キーワードが不適当な場合が

多いので、シソーラスから別のキーワードを探すか、同義語展開を利用して再検索を行

う。

　ある程度の絞り込みを確認できたらE重……≡…ヨをクリックして見出し一覧画面で記事内

容を確認する。図25に見出し一覧画面を示す。見出しの前にアクロバットのアイコン表

示がある場合は新闘記事の原文がPDFファイルで入手可能なことを示している。本文（原

文）を参照する場合は、必要な記事をチェックするか見出し部分をクリックすると本文

が表示される。検索に使用したキーワードが本文中で青く表示される。本文ぺ一ジの右

上にある記事のイメージをクリックすると原文のPDFファイルが新しいブラウザ画面上

に表示される。情報検索が終了したらぺ一ジ右上のログアウトをクリックする。ログア

ウトしないで終了するとログイン状態が継続し次の利用者が使用できなくなる。

6－4－3企業情報

　目経四紙を使用して企業名で情報検索を行うと過去の企業活動が把握できる。例えぱ

就職活動で利用すると企業のWebぺ一ジから得られる現在の情報とは異なり、人事の担
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当者も把握していないような幅広い企業の情報を入手できることから面接の事前準備な

どに有効に活用できる。利用料金が高額であるが「日経会杜プロフィル」　「東京商エリ

サーチ企業情報」「帝国データバンク企業情報」から企業の信用情報を入手できる。3つ

のデ』タベースを一括した検索も可能である。企業名の他に本杜所在地、業種、資本金、

売上高などきめ細かい検索も可能である。

6－5ELNetデータベ］スlo〕http：／／㎜r．eユnet．co．jp／mθmber／index．htmユ　（20ユ0／12／7

現在）

6－5－1概要

　ELNETは新聞97紙、雑誌約150誌を横断的に一括で検索できるデータベースサ］ビスで

ある。同一新聞紙で発行形態が異なるファイルが存在しているため同一新聞紙は1紙と

数えると、全国紙5紙、ブロック紙6紙、地方紙43紙、スポーツ・夕刊紙5紙、専門紙

33紙の計92紙が収録されている。1988年から採録を開始しており、2011／02／01現在、新

聞記事を含め1，920万件の情報が利用できる。毎目約5，000の記事が追加されている。写

真や図表も含めて新聞記事の原文イメージデータを入手できる。1記事あたり20から40

のキ』ワードが付与されているので、情報検索は付与されたキ］ワードを使用して実行

する。使用できるキーワードは新聞記事から直接切り出された言葉ではないので、記事

中の語を使用してもヒットしない場合がある。これはテキスト情報の提供が基本のデー

タベースと異なり、新聞記事のクリッピングサービスがべ一スになっていることによる。

新聞記事の内容を比較するのに適したデータベースである。2011年6月のシステム更改

でキーワードは40から60に増加することになっている。

6－5－2検索方法

ELNETのTOPぺ一ジからELDBヘログインのぺ一ジを開き、ユーザI　Dとパスワードを入力

すると、ELDBメインメニュー画面が表示され。メニュー選択画面が表示される（図26）。

記事検索を選択すると、ELDB記事検索画面が表示される（図27）。

図26メニュー選択画面 図27ELDB記事検索画面
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　キ」ワード検索は、「キーワードで検索」か、「記事見出しの文字列で検索」を選択す

る。複数行に検索式を記述できるが、各行におけるキーワードは0R検索となる。「キーワ

ード辞書の参照」を利用すると記事に付与されて、検索に使用できるキーワ］ドを確認

することができる。記事が発行された期間、記事媒体の種類、新聞紙の種類などで、情

報検索条件を限定することができる。検索開始をクリックするとELDB記事データの画面

が表示される（図28）。

記事データの一覧から必要な記事を選択し、表示をクリックするとELDB記事データの詳

細画面が表示される（図29）。記事データの詳細画面は、記事見出しの文字列と、新聞名、

発行年月目、朝夕刊の別、ぺ一ジ、図表情報と、付与されたキーワードが表示される。

新聞名の前にあるPDFファイノレのアイコンをクリックすると記事のイメージデータが表

示される。検索が終了したらログアウトをクリックして終了する。
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　　　　　　　　　　岬目捕　・麟1

姥1ラ■」派仙‡仙鯨．魁1」伽服胴騎剛己亭■；．！吊一砂欄舳が用］。

　　’⊥　　　　。、・・　≡　　⊥＾　　　■1’　　一≒　j一　　　　　　’自　　　土　　莉　．
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図28ELDB記事デ］タの画面
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∵

図29ELDB記事データの詳細画面
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間題6　新聞記事情報検索

間題6－1朝目新聞記事データベースを使用して以下の検索を実行しなさい。

　　携帯電話が目本国内で普及した経緯について遡及検索を行いなさい。調査の結果か

　ら現在のように携帯電話が普及した要因を考察しなさい。必要な遡及検索の期間は調

　査結果から推定する。文字数は400字程度以上とする。

問題6－2朝目新聞記事データベースを使用して以下の検索を実行しなさい。

　　「情報」という言葉が日本国内で認知されるようになった時期とその背景について、

　朝目新聞記事縮刷版データベースと新聞記事データベース（1985～）の検索結果から

　考察しなさい。文宇数は400宇程度以上とする。

問題6－3朝目新聞記事データベースを使用して以下の検索を実行しなさい。

　　目本における禁止薬物に関する事件について調査し、時代により事件の内容がどの

　ように変化してきたか整理しなさい。さらに事件の内容が変化した杜会的背景につい

　て考察しなさい。

間題6－4目経テレコン21データベースを使用して以下の検索を実行しなさい。

　　興味を持っている企業名あるいは商晶名を主たるキーワードにして、目本経済新聞

　の記事情報検索を実行しなさい。とりあげた企業あるいは商品名について検索結果か

　ら新たに理解できたことをまとめなさい。さらに、企業あるいは商晶に対して情報検

　索前に持っていたイメージと情報検索により得られたイメージの違いを記述しなさ

　い。

問題6－5目経テレコン21データベースを使用して以下の検索を実行しなさい。

　　就職したい候補企業の名称をキーワードにして目経テレコン21で新聞記事検索

　を行いなさい。検索結果から、対象企業の20年間の事業内容の変化についてまとめ

　なさい。多くの事業を行っている場合は特定の事業分野に限定してまとめなさい。

間題6－6朝目新聞のWebぺ一ジとデータベースと新聞に掲載された記事を以下の指示に従

　って入手し、3記事の相違点と一致点を整理し、それぞれの情報の特徴を明らかにし

　なさい。

　（1）Web記事の入手

　　朝日新聞杜のWebぺ一ジ（㎜s．asahi．com）のトップ記事の下にある「前記事一覧」

　をクリックすると3ヶ月前の記事まで参照できる。ニュースリストアーカイブから前

　目のニュースー覧を表示し、その中から興味のある1記事を選択する。

　（2）データベースに収録された記事の入手

　　Web記事と同じ記事を、朝目DNAデータベースを使って入手する。

　（3）朝目新聞記事の入手

　　図書室で朝日新聞の記事を入手する。

46



7．図書情報検索

7－1．図書情報の特徴

　図書は独立して刊行され、特定の分野や話題に関する情報を、体系的にまとめたもの

である。文字数の目安は5－10万字程度で、最新週とか最新月といった直近の情報は

含まれていない。義務教育における教科書のように基礎知識を得るのに適している。ま

た、大学教育における専門書のように特定の学問分野における専門的な知識を得るため

にも適している。知識を得るには少々手数がかかっても図書を利用したほうが、web情

報を利用するよりまとまった知識を入手できる可能性が高い。

　偏りのない基礎知識を得るためには同一の話題について3件以上の図書情報を入手す

ることが望まれる。基本知識や専門知識を図書情報から得て、その後で図書情報に不足

している新しい情報を雑誌記事から入手すると、知識を効率的に習得できる。

表16一般的な図書分類

分類番号
000

1OO

200

300

400

500

600

700

800

900

対象分野

総記

哲学

歴史

杜会科学

自然科学

技術、工学、工業

産業

芸術

言語

文学

　表16に一般的な図書分類を示す。図書分類の特徴は10進分類で、各階層における分

類は10以下になるように構成されている5】）。図書館の書架は一般にこの分類表に準じ

て並んでいるので、大分類を覚えておくと便利である。インターネットから図書館の0PAC

を利用して蔵書を確認する場合も、図書分類番号を控えておくと実際に図書館で図書を

入手するのに役立っ。

7－2図書情報データベース

　図書情報データベースは図書を1冊毎に整理したデータベースである。図書データベ

］スは図書館の蔵書管理や書店での受発注管理で使用することを目的に作成されている

ことから、雑誌記事データベースと異なり、情報検索対象が表題、著者、発行所、発行

年などの書誌事項に限定されている。図書の内容を紹介する抄録データは含まれていな

いため情報検索の対象となるキーワードが非常に少ない。複数のキーワードで絞り込み

検索を行うと必要な図書が検索結果から漏れる可能性が高いので、図書情報検索では1

キーワードによる情報検索を基本とし、少ないキーワードによる検索を心がける必要が

ある。
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　1キーワード検索の結果では件数が多いためキーワードを追加して絞り込み検索が必

要な場合は、1キーワードでヒットした50件程度の表題を確認してキーワードや分類の

追加を検討すると良い。キーワードの数を増やして絞り込むより、なるべく少ないキ」

ワ］ドで検索結果を表示し、表示された図書の表題を自分の目で確認しながら選択する

ほうが良い結果が得られる。500件程度なら検索条件を考えるより表題を自分の目で確

認したほうが確実である。

　図書情報検索は書誌事項により情報の所在が明らかになるにすぎず、データベースか

ら原文情報を収集することはできない。情報収集のためには図書館に出向いて原文であ

る図書を入手する必要があることから時間と労カが必要となる。それぞれの図書館の蔵

書目録0PAC（オパック）を利用すればインターネットから蔵書検索が可能である。OPAC

で図書の存在を確認して図書館に出向くことで確実に図書を入手できる。必要な図書が

近くの図書館にある確率は低く、蔵書があることを確認しても貸出中の可能一性があるの

で、情報検索結果から使えそうな図書を全てリストアップして蔵書検索を行うのが望ま

しい。

　目本の主な図書データベースを表17に示す。rB00KS」60）とrAmazaon．com」57）は現在

入手できる図書のデータベースである。「NDL－OPAC」22）は国立国会図書館の目本で発行

された図書を対象としたデータベースである。「Webcat　Plus」25）は全国の大学の図書館が

所蔵する図書を検索できる。その他に、都道府県立図書館、市町村立図書館のOPACを使

用すれぱ各図書館の蔵書をWebから検索可能である。

表17 目本の主な図書データベース

データベース

BOOKS60）

NDL－OPAC22）

Webcat　P1us25）

Amazaon．com57）

都道府県立図書

館の0PAC

市町村立図書館

のOPAC

検索対象

現在入手可能な図書

目本で発行された図

（国立国会図書館蔵書）

全国の大学等の図書館

が所蔵する図書・他

現在入手できる図書（中

古を含む）

各図書館の蔵書

各図書館の蔵書

作成者

目本書籍出版協会

国立国会図書館

国立情報学研究所
（NII）

Amazaon．com

都道府県立図書館

市町村立図書館

URL

http＝／／www．books．or」p／

http：／／opac．ndl．9oJP／

http：／／webcatplus．nii．acJP／

http：／／www．amazon．coJp／

各図書館のURL参照
http：／／・・i・…t．・dl．goJP／24）

各図書館のURL参照

7－3国立国会図書館NDL－0PAC（和図書）データベース22〕

　　http：／／opac，nd1．go，jp／index，htmユ（2010／5／22現在）

　NDL－0PACとは国立国会図書館のオンライン蔵書目録を意味する。0PACとは図書館の

オンライン蔵書目録（0nline　Public　A㏄ess　Catalog）の略称である。国立国会図書館
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が所蔵する資料のうち、2010／4／1現在、明治以降の日本語の和図書の約398万件及び、

外国語の図書、国際機関資料などの洋図書の約117万件を検索することができる。

　図30に国立国会図書館NDL－0PACのトップページを示す。「一般資料の検索／申込み」

の下にある【簡易検索窓】に、タイトルと、著者・編者を入力して和図書の検索を行う。

「一般資料の検索／申込み」をクリックすると、図31のNDL－OPAC書誌拡張検索画面が

表示される。論理式を使ってタイトル検索する場合、キーワードをスペースで区切って

入力し、プルダウンメニューからANDあるいは0Rを選択する。「AND」の場合はすべての

条件を満たす資料を、rOR」の場合はいずれかの条件を満たす資料を検索できる。選択肢

から「演算子」を選択すると論理式を使った検索ができる。雑誌記事の場合と同様にAND，

0R，AND　NOT演算子に相当する、＆，十，！の3種類の記号を使用して検索式を作成する。

タイトノレは通常、入力語が書誌データのどこかと一致すればヒットする全文検索方式で

あるが、詳細設定でワード検索を指定すると、データを単語単位で検索し単語が入力語

と一致した場合にのみヒットする。

図30NDL－OPACのトップページ画面　　　図31NDL－OPACの書誌拡張検索画面
　　（http1／／opac．nd1．go．jp／index．html）　　　　（http：／／opac．ndl．go．jp／Pr㏄ess）

　「書誌一般（拡張）検索」を使った実際の情報検索では、キ」ワード検索の対象がタ

イトノレなどの書誌事項に使用されている言葉のみであることから、検索はまずタイトノレ

の欄に候補キーワードを1語入力し検索を行う。検索結果から必要と思われる数件の文

献をクリックし内容を確認し、絞り込みができていない場合には、2番目の侯補キーワ

ードを慎重に選択し絞り込み検索を実行する（AND検索）。3キ」ワードを使用した場合

には必要な図書情報まで漏れる可能性があるので3番目のキーワードを使用するか否か

は2キーワードによる検索結果を見て決めるのが好ましい。少々時間はかかっても1～

49



2キ』ワ』ドによる検索結果を自分の目で確かめて、必要な図書の選択を試みると良い

結果が得られる場合が多い。あるいは検索期間を数年に限定して結果を検討したうえで

3番目のキーワードを追加するか決める。目的に合った一覧表示画面が表示されたら保

存またはプリントアウトし原文図書の収集に利用する（2010／05／21現在）。

7－4webcat　Plusデータベース25）http：／／webcatplus．nii．ac．jp／　（2010／10／22現在）

　国立情報学研究所（NII）が提供する国内最大規模の図書データベースで国内の図書を

漏れなく検索したい場合に適している。国立情報学研究所（NII）では、学術コンテンツ

の統合を進め国内外の有用な学術情報資源との連携を目標としたプラットフォーム

“GeNii”　（ジーニイ：http：／／ge．nii，ac．jp／genii／jsp／index．jsp）の構築を行ってい

るが、Webcat　Plusは、その機能の一つとして提供されている。Webcat　Plusは、全国の

大学等の図書館が所蔵する図書・雑誌を全て収録した総合目録NACSIS－CAT（図書：

9，584，858件　雑誌：318，622件）、国立国会図書館の目本全由書誌JAPAN／岨RC（図書：

約450万件、雑誌：約14万件）、rB00K」データベースなどを統合したデータベースで、

17，095，939件の図書の情報が収録されている（2010／05現在）。

　連想検索と一致検索の機能があるが、連想検索では不要な情報が多く出力される場合

が多いため、基本的に一致検索を使用し、一致検索で適切な図書が見つからないときに

連想検索を使用する。一致検索をクリックするとWebcat　Plusの一致検索画面が表示さ

れる。「詳細条件を設定」をクリックし詳細検索画面を表示させる（図32）。

図32Webcat　Plusの一致検索画面 図33Booksの詳細検索画面

　NDL－OPACと同様に、キーワード検索の対象は主にタイトルと目次に使用されている言

葉のみであることから、検索の基本はタイトルの欄に候補キーワードを1語入力し検索

結果を見る。1キーワードでは回答件数が多く絞り込みができていない場合には、2番

目の候補キーワードによる絞り込み検索を実行する。タイトルに2キーワード以上を使

用する場合には必要な図書情報まで漏れる可能性が高くなるので、2番目以降のキ」ワ
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一ドはフリーキーワード欄を使用する。必要に応じて検索期間（出版年）を限定する。

少々時間はかかってもタイトル欄の1～2キーワードによる検索結果を自分の目で確か

めて、必要な図書の選択を試みると良い結果が得られる。目的に合った一覧表示画面が

表示されたら保存またはプリントアウトし原文図書の収集に利用する。

　なお、原文入手には再度、Webcat　Plusを構成する個別のデータベース検索が必要に

なるため、原文入手を考えると図書館など図書を所蔵する機関のデータベースを最初か

ら使用した方が良い場合もある。例えば、全国の大学図書館の蔵書を検索したい場合に

はWebcatサービス（http：／／webcat，nii．ac．jp／）を利用するほうが簡単である。あるい

は現在流通している図書を購入したい場合は、Booksを直接利用したほうが良い。なお、

318，622件の雑誌情報は雑誌を所蔵する図書館を探すために使用する。

7－5Booksデータベース　http：／／㎜、books，or．jp／60）（2010／05／21現在）

　Booksには、国内で1986年以降に発行され現在入手可能な図書データが2011／01

（2008／06）現在88（80）万点収録されている。Booksは目本書籍出版協会の「データベー

ス日本書籍総目録」に蓄積された図書情報のうち、現在入手可能な図書情報を対象にし

たデータベースである。

　Booksのサイトに接続すると簡単検索画面が表示される。検索欄の右上にある「もっ

と詳しく検索する」をクリックすると図33に示すBooksの詳細検索画面が表示される。

キーワ］ドによるAND検索を行なう場合はタイトノレ欄にキーワ］ドをスペースで区切っ

て入力する。NDL－OPACと同様に、検索の対象がタイトルなどの書誌事項に使用されてい

る言葉のみであることから、検索はまずタイトルの欄に侯補キ］ワ」ドを1語入力し検

索結果を見る。1キーワードでは回答件数が多く絞り込みができていない場合に、2番

目の侯補キーワードを選択し絞り込み検索を実行する。少々時間はかかっても1～2キ

ーワードによる検索結果を自分の目で確かめて、必要な図書情報の収集を試みると良い。

7－6A㎜azaon．c㎝57）　http：／／ww．amazon．co．jp／（2010／5／22現在）

B00KSと同様に現在入手できる図書のデータベースであるが、中古の図書情報も含んで

いる。和書で検索すると3，295，195件が検索結果として表示される（2010／5／22現在）。

詳細な検索はぺ］ジ上部のメニュータブにある詳細検索を選択する。収録対象件数は多

いので中古を含め特定の図書を入手したい場合に便利である。図書の基本データは登録

制のためデータベースの基本である収録対象となる図書情報の範囲が明示されない。あ

くまでも図書の流通販売を目的としたシステムである。

7－7都道府県立図書館の0PAC

　都道府県立図書館は各地域で利用できる最大の図書館である。どの図書館もWebから

0PACで蔵書を検索することが可能になっている。図書館の蔵書が対象となっているため
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Webcat　PlusやAmazaon．c㎝などに比べると検索対象件数は少ないが、図書の原文を探

すためには適している。国立国会図書館の提供する総合目録ネットワークゆにねっと24〕

により、全国の都道府県立図書館・政令市立中央図書館・国立国会図書館の所蔵する和

図書を検索できる。都道府県立図書館は蔵書整理のため毎年2週間程度の休館目が設定

されているため開館目のカレンダーを確認して利用する。

問題7　図書情報検索

間題7－1図書情報検索データベースであるBooks，NDL－OPAC，Webcat　Plusのそれぞれ

　　の特徴を記述しなさい。

問題7－2Booksでr環境間題」をキーワードとしてタイトルを検索すると332件の回

　　答があった。同様にNDL－0PAC和図書では1299件、WebcatPユusの一致検索では6003

　　件の回答があった（2010／12／26現在）。webcat　Plusの収録件数はNDL－oPAC和図書の

　　約1．2倍であるが、Webcat　Plusの検索件数はNDL－0PAC和図書の約5倍になる理由

　　を推定しなさい。ヒント：タイトル検索の部分一致圧倒的に多いが、

間題7－3NDL・0PACを使って、2007年と2008年に出版された、タイトル中に「情報

　　システム」を含む図書を検索し件数を確認しなさい。

問題7・4　「情報システム」を含む図書の上位200件のうち最寄りの図書館（都道府県

　　立図書館／市町村立図書館）にある図書をさがしなさい。ヒント：各図書館0PACを

　　利用する

問題7－5　NDL－0PACを使って、2007年と2008年に出版された、タイトル中にr情

　　報システム」を含む図書を検索した。検索結果のタイトルに「情報システムを」含

　　まない回答が存在する。その原因を明らかにしなさい。ヒントニ詳細説明をチェッ

　　クする。
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8．雑誌記事情報検索

8－1雑誌記事情報の特徴

　　雑誌は週刊や月刊など、通常年2回以上週1回以下で定期的に同一の雑誌名で刊行

され巻号が付与されている。雑誌には各雑誌が対象とする分野の複数の記事が掲載され

ており、それぞれの記事は独立した内容となっている。雑誌記事は個別の話題に関する

新しい内容を取り上げているので、雑誌記事は特定の分野や話題に関してある程度のま

とまりを持った比較的新しい情報と言うことができる。

　基本知識を既に有している専門分野において知識をさらに深めたい場合や、自已の知

識に最近の情報を加えたい場合の情報源として適している。未知の知識を新たに得たい

場合には、まず複数の図書で体系的な偏りの無い基礎知識を得て、その後に、図書情報

に含まれない最新の情報を雑誌記事情報で補足すると効率的に基礎知識を得ることが可

能となる。図書情報と併用すると卒業論文やレポートの作成に非常に有効である。雑誌

の中でも学会誌や専門誌から最新の技術開発や商晶開発などに関する専門情報を収集す

ることができる。また雑誌記事情報の遡及検索により、過去に検討された結果や事実を

知ることができ、過去の知見を直面する間題解決に役立てることができる。

　雑誌記事情報検索の結果は、雑誌名、巻、号、ぺ一ジ、タイトル、著者といった書誌

事項から成り、雑誌記事の所在を示している。抄録は含まないデータベースも存在する。

情報収集のため実際に原文を入手するためには、まず図書館に出向いて雑誌記事の掲載

された雑誌を捜し出し、そしてその雑誌から目的の記事を入手する必要がある。原文を

掲載する雑誌が近くの図書館にある確率は非常に低いので、雑誌記事の原文を入手する

ことが困難な場合が多い。雑誌が入手できない場合は有料であるが雑誌記事の取り寄せ

サ」ビスを利用できる。大学の図書館であれぱ郵送料金とコピ］料金の実費のみで雑誌

記事の取り寄せサービスを利用できる。データベースによっては雑誌記事の原文を新聞

記事のようにPDFの形態でデータベースから直接入手できる。

　雑誌記事情報の中でも専門的な内容を扱うものを学術文献という。学術文献には、学

会論文誌の記事（投稿論文）、学術的な専門誌の記事などがある。ほとんどは月刊誌の形

態であるが最近では電子ジャーナルの形態も増加している。研究者等により作成された

論文は学会誌等に投稿される。投稿された論文は、学会が選定した投稿内容に近い専門

家2～3人により個別に審査される。新規性などにっいて論文としての水準を満たして

いるかが審査される。新規性の他にも信頼性や有用性が審査される。信頼性は先行文献

を十分調べた上で論文を構成していることや文章が論理的に記述されていることなどを

意味する。審査基準を満たしていることが認められると採録となり学会誌等に掲載され

る。論文としての水準を満たさない場合は掲載を拒否される。このように、学術文献は

複数の専門家により審査されていることから多くの情報の中で最も質の高い情報といえ

る。専門用語を理解する必要はあるが学術文献情報から最新の専門知識を入手すること

ができる。
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8－2雑誌記事データベース

　雑誌記事デ］タベ』スは雑誌に掲載されている記事を1記事毎に検索できるようにし

たデ］タベースである。一般雑誌記事データベースと専門雑誌記事データベースに大別

されるが、データベースとしては学術文献情報を含む専門雑誌記事データベースが重要

である。医学、薬学、工学、農学、ビジネス、杜会科学、教育など、専門分野別に多く

のデータベースが存在し、基礎研究、応用研究、技術開発などに利用されている。専門

雑誌記事情報は、情報を使って新しい価値を創造する情報杜会あるいは知識べ」ス杜会

における情報の概念に最も近い情報といえる。主要な論文は英語で発表されており、目

本人でも英語のデータベースを利用せざるを得ない状況にある。目本語で検索可能な雑

誌記事データベ］スは英語の雑誌記事データベースに比べると非常に少ない。

　英語の雑誌記事データベースは検索項目に抄録（Abstract）を含むが、目本の雑誌記事

データベースは抄録を含むデータベースと含まないデータベースがある。抄録が利用で

きるデータベースで情報検索を行う場合は、論理式を使った3キーワード以上の絞り込

み検索が効果的に実行できる。抄録やキーワードは著者が作成したものをそのまま検索

データとして使用する場合もあるが、専門性の高いデータベ］スでは専門の担当者が抄

録やキーワードを付与している。

表18　目本の主な雑誌記事データベース

データベース名　検索対象
作成機関　　　　　検索サービス
（プロバイダー）　　（ディストリビュータ）

雑誌記事索引・・〕　国立国会図書館が　国立国会図書館
　　　　　　　　保有する5600誌

国立国会図書，NACSIS，
ICHIGAI／WEBサービス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立情報学研究所，国立
CiNii論文情報　学協会誌約18，000ナビゲータ26）　　誌、1，200万件　　　国立情報学研究所　国会図書館・各大学の機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関リポジトリ，JST

JDrθ・mII74） 世界の科学技術雑　　　　　　　　　科学技術振興機構　JDream　II
誌！3000誌

W，b　OYA－b、、k．14）大屋壮一文　　　　大屋壮一文庫
　　　　　　　　　138誌51万件対象
目経BP記事検索　目経BP社が発行す　　　　　　　　　　　　　　　　　　目経BP杜サービス40）　　る雑誌記事
EL－NET1o） 一般雑誌150誌 EL－NET

大宅壮一文庫

EL－NET

抄録

なし

あり

あり

なし

あり

なし

目経BP記事検索サービスは目経BP杜が発行する雑誌のバックナンバー記事をPDF形式

で入手できる40）。EL－NETは新聞記事検索と同一である10〕。

　日本の主な雑誌記事デ］タベースを表18に示す。「雑誌記事索引」は国立国会図書

館が作成しているデータベースで、目本語で検索ができる雑誌記事データベースの中で

最も多くの雑誌を対象としている23〕。CiNiiは学会誌などの学術文献情報を主体とした

データベースである。最大の特徴は無料で一部の記事の原文を参照できることである。

2010／1／19現在、学協会誌18，000誌が対象雑誌一覧に表示されている26）。JDream　IIは
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世界の科学技術論文を目本語で検索できる唯一の科学技術雑誌記事データベ］スである

74）。大屋壮一文庫雑誌記事索引は日本の一般的な週刊誌や月刊誌の記事を対象にしたデ

ータベ」スである14）。

8－3　MAGAzINEPLUsデータベース38〕http：／／㎜．nichigai．co．jp／　（2010／05／07現在）

8－3－1概要

　NIcHIGAI／wEBサービスのMAGAzINEPLUsは国立国会図書館の雑誌記事索引のデータに年

報類・論文集（14，000点・61万論文）や、一般誌などを追加した雑誌記事データベース

である。MAGAzINEPLUs合計で、約30，000誌、11，000，143件（2010／01／22現在）を収録し

ている。専門誌、一般誌、大学紀要などの他に、シンポジウム、講演会、研究発表会、

公開講座、セミナーなど口頭発表や討議に基づいて国内で刊行された人文・杜会系の論

文集なども含まれる。1945年以降の雑誌記事や学術論文情報を検索できるが収録開始年

は雑誌により異なる。目本の専門的な雑誌記事を対象としたデータベースであり大学に

おける学習や研究のための情報を得るのに適している38〕。NIcHIGAI／wEBサービスにはこ

の他に、図書検索のBOOKPLUSと人物検索のWHOPLUSファイルが含まれる。

図34NICHIGAI／WEBサービスヘの接続　図35MAGAZINEPLUSファイルの検索画面

8－3－2検索方法27・38〕

図34にNIcHIGAI／wEBサービスヘの接続のぺ一ジを示す。接続のぺ一ジに、ユーザID

とパスワードを入力しログインボタンをクリックする。複数回クリックするとログオン

状態になり使用できなくなる場合があるので返答があるまで無用な操作を行わない。

NICHIGAI／WEBサービスのぺ一ジが表示されたらMAGAZINEPLUSファイをクリックする．
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　図35にMAGAZINEPLUSファイノレの検索画面を示す。検索はキーワード欄に侯補キーワ

ードを1語入力し、検索実行をクリックする。件数が多い場合は、次の窓をキーワード

に指定して2つめのキ］ワ］ドを入力し、再検索をクリックすると、2キーワードによ

る絞り込み検索が実行される。検索期間は3年程度とする。キーワードを2語使った絞

り込み検索でも該当件数が200件以上の場合は、雑誌発行年を最近1年分にするか、雑

誌分野を限定するとよい。検索が終了したらLOG　OUTを必ず実行する。この操作を忘れ

るとログオンの状態となり次の利用者が使えなくなる。

8－4国立国会図書館NDL－OPAC雑誌記事索引検索データベース23）

http：／／ww．nd1，go．jp／jp／data／opac．htm1　（2010／05／08現在）

8－4－1概要23）

「雑誌記事索引」は国内で刊行され、国立国会図書館が収集した雑誌のうち、採録対象

雑誌に掲載された記事を収録したデータベースである。これまでに採録された雑誌総数

は19，514誌で、その内10，163誌が現在も採録中である。2週間ごとに最新情報が追加・

更新され、毎年17万件ほど追加されている。1948年以降に国立国会図書館でデータベ

ース化した雑誌記事索引を検索でき、1975年より現在までの9，617，606件にのぼる雑

誌記事情報が利用できる（2009／12末現在）。学術誌，大学紀要，専門誌を中心として、

人文・杜会／科学・技術／医学・薬学と全学間分野をカバーしている。

表19 雑誌記事索引データベースの検索項目23）

検索項目

論題名

著者

雑誌名

出版者・編者

刊行年月

巻号

請求記号

ISSN

分類

各種コード

キーワード

内容

著者が作成した表題が検索対象となる。一部の記事では、その記事の内容を表すキ
ーワードも検索する。英語の表題が併記されていていれば検索対象となる。

全ての著者が記載されるが特定されない場合はデータがない

記事が記載されている雑誌名。雑誌名から原文を探すことになるので重要な情報で
ある。中問一致検索が可能。

記事が掲載されている雑誌の出版者、編者が検索できる。

年月目は雑誌の発行年月目である。

雑誌の巻／号／ぺ一ジ／発行年月。原文を探すには、雑誌名と雑誌の巻／号／ぺ一ジ／

発行年月目が必要になる。巻数は1年にユ巻増加し、月刊誌なら1巻に1～12号が
発行される。ぺ一ジは記事の記載されている開始ぺ一ジと終了ぺ一ジを示してい
る。

記事が掲載されている雑誌の請求記号

記事が掲載されている雑誌のISSN（国際標準逐次刊行物番号）を検索できる。

記事が掲載されている雑誌に付与された分類記号で、分類は㎜LC分類（「国立国
会図書館分類表」に従った分類）になる。

選択リストから検索したい項目を選択してコード情報、雑誌記事ID、レポート番
号を検索する。します。rリストから選択」をクリックすることで、選択したコー
ド情報のコード値一覧を見ることができる。

著者が作成したキーワードが検索対象となる。論題名検索の対象データに含まれ
る。該当するデータがない場合、論題名検索は表題のみで検索が実行される。

記事採録の範囲は、論文、研究報告、資料等の学術雑誌が対象となっていることから、

専門知識を目本語で得たい場合や、大学の研究／学習資料として有用である。原則として、

2ぺ一ジ以下の記事、広報記事、資格試験問題、判例、漫筆、症例報告などは除外され
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ている。

　雑誌記事索引検索データベースは国立国会図書館のNDL－OPAC22）の中の「雑誌記事索引

の検索／申込み」から利用できる。同じデータを使用している有料のNIcHIGAI／wEBサー

ビスのMAGAZINEPLUSデータベースを利用するとより詳細な検索が可能である。CiNii論

文情報ナビゲータデ」タベースにも含まれている。表19に雑誌記事索引デ］タベース

の検索項目を示す。検索項目に抄録がないためキーワードを使って情報検索を行う場合

重要な検索項目は論題名とキーワ］ドである。しかし、論題名は記事の表題（タイトル）

であり文字数は20から100字程度で、30文字前後が多いと思われることから、図書情

報検索と同様に情報検索に有効なキーワードは少ない。キーワード項目も情報検索に利

用できるがデ」タがない記事が多い。そのため検索に利用できるキーワード数は多くて

も1記事あたり10語程度と推定され、Web情報検索のように3キーワード以上を使って

情報検索を実行するとヒットする情報が極端に少なくなることが多い。キーワード検索

では慎重にキーワードを追加して情報検索を行う必要がある。

8－4－2検索方法23〕

図書検索で使用した図30の国立国会図書館NDL－OPACの画面から「雑誌記事索引の検索

／申込み」をクリックすると、雑誌記事索引検索画面が表示される。図36にNDL－0PAC雑

誌記事索引検索画面を示す。期間は「2005年～」にチェックが入っている。実際の情報

検索では、まず論題名の欄に侯補キーワードを1語入力し検索結果を見る。

・舳　・」’竺・．．．．．」」　　．㍑．．．．二響

図36NDL－0PACの雑誌記事索引検索画面

　　　（http1／／opac．ndl．go．」p／PrOcess）

　1キーワードで回答件数が多い場合には、2番目の侯補キーワードをスペースで区切

って入力し絞り込み検索（A㎜検索）を実行する。3語目のキーワードを使用するか否か

は2キーワードによる検索結果を見て決める。必要に応じて期間を拡大して同様の検索

を実行する。複数の期間あるいは全期間を検索対象にするには該当する期間のチェック
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ボックスをクリックする。論題名の欄を論理式を使って検索する場合、キーワードをス

ペースで区切って入力し、プルダウンメニュ］からANDあるいは0Rを選択する。一覧表

示画面が表示されたら必要と思われる文献をクリックすると詳細が表示される。原文入

手のため目的に合った一覧表示画面を保存またはプリントアウトしておく。

　なお、選択肢から「演算子」を選択すると論理式を使った検索ができる。㎜〕、OR，／㎜〕

NOT演算子に相当する、＆，十，！の3種類の記号を使用して検索式を作成する。例えぱ、

アメリカのBSEの発生件数に関する情報を検索する場合、検索式は「アメリカAND　BSE

AND発生件数」になるが、雑誌記事索引データベースの場合は「アメリカ＆BSE＆発生

件数」となる。論題名は通常、入力語が書誌データのどこかと一致すればヒットする全

文検索方式であるが、詳細設定でワード検索を指定すると入カキーワードが論題中の単

語と一致した記事のみヒットする。「論題名」以上に「著者」で検索できると有効であ

る。

8－5ciNii論文情報ナビゲータデータベース26）http：／／ci．nii．ac．jp／（2011／1／31現在）

8－5－1概要26）

　国立情報学研究所（NII）が作成している学術論文データベース・サービスである。CiNii

は図書情報検索のWebcat　Plusと同様に“GeNii”の機能の一っとして提供されている。

国内の学協会刊行物、大学研究紀要、国立国会図書館の雑誌記事索引データベースなど、

学術論文情報を対象としたデータベースである。CiNii全体では約18，000誌が対象とな

っている。収録件数は12，904，785件（2010／05／09現在）で、利用登録なしで検索ができ

る。一般公開されている一部の論文の原文は情報検索結果から利用登録なしに無料で利

用できる。直近の学会誌の論文は有料公開となっているが、料金を支払えば利用可能で

ある。

図37CiNiiの簡易検索画面 図38CiNiiの詳細検索画面

58



　これまで学術論文の情報検索において原文入手が大きな障壁となっていたがCiNiiに

より容易に原文を入手できる環境が実現した。

8－5－2検索方法26）

　CiNii論文情報ナビゲータに接続すると簡易検索画面が表示される。簡易検索画面や

詳細検索画面の検索欄に複数のキーワードをスペース（半角・全角空白）で区切って入

力すると絞り込み（AND）検索が実行される。検索に抄録が利用できるので事前に侯補キ

ーワードを3語以上準備し簡易検索によるキーワード検索を実行する。AND，OR，NOTを

使った論理式も利用できる。情報をうまく絞り込めない場合は論文検索の下の段にある

詳細検索をクリックし詳細検索を実行する。図37にCiNiiの簡易検索画面を、図38に

CiNiiの詳細検索画面を示す。

8－6その他の雑誌記事データベース

1）JDream　II74）http：／／pr．jst．go．jp／jdream2／database．htm1　（2010／05／08現在）

　国の特殊法人であった目本科学情報センター（1957年設立）で科学技術文献の目本語

データベースの開発が、法人の略称と同じJICSTの名称で開始された。独立行政法人化

に伴い2003年に主体が科学技術振興機構となり、データベース名もJSTに変更された。

2010／05／08現在JSTP！usには1981年以降の科学技術全分野（医学を含む）に関する文

献が約2，170万件収録され、年間約70万件が追加されている。世界50数カ国の科学技

術情報が含まれている。JST7580ファイルには1975－1980年の約220万件の科学技術文

献が集録されている。最新の技術情報の検索は英語データベースによる検索が一般的で

あるが、外国の科学技術文献を目本語で検索できる唯一のデータベースとなっている。

科学技術振興機構が独自で有料の情報検索サービスをJDreamIIとして提供している。

2）web　OYA－bunko14）http：／／㎜π．oya－bunko．or．jp／　（2010／05／08現在）

大屋壮一文庫雑誌記事索引は目本の明治時代から現在までの一般的な週刊誌や月刊誌

の記事を対象にした、索引総数517万件（2010／03現在）のデータベースである。年

間約23万件ずつ増加している。約14万人の人名索引も利用できる。2010年4月から

「大宅壮一文庫雑誌記事索引Web版（Web　OYA－bunko）」のサービスを行っている。

問題8　雑誌記事情報検索

間題8－1NDL・0PACの雑誌記事検索を使用して2009年10月～2010年9月の期間を

　　対象に「地球温暖化」に関する雑誌記事検索を行い、該当する件数を確認しなさい。

問題8－2上の問8－1の該当記事を、雑誌名順に一覧表示し（200件以上の場合は上位200

　　件となる）、検索結果が2件以上の雑誌名を選択しなさい。

間題8－3上の間8－2で選択した雑誌の中で、大学の図書館（あるいは県立図書館または

　　都道府区立図書館）にある雑誌を見つけなさい。
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9．英語文献情報検索

　9－1英語文献情報の特徴

　　私たちの使用する情報はほとんどが目本語情報である。国内において通常の生活をす

　る中では目本語情報を利用すれぱ十分である。しかしインターネットサーバのjpドメイ

　ンは7．10％であり72〕、インターネットのユーザが使用している言語は，英語27．3％，中国

　語22．6％に対し目本語は5．9％にすぎない73）。また、世界で使用されている言語も1999

　年の時点で、上位3言語は中国語8．85億人、スペイン語3．32億人、英語3．22億人であ

　り、目本語は8位で1．25億人である61〕。英語は第二外国語として英語を話す人まで含

　めると5．08億人となるが、日本語は1．26億人77）で変化がない。目本語は他国への影響

　力を持っていない。

　　さらにグローバル化に伴い、英語は世界の標準語としての性格が一層強くなり、英語

　を使用しないとグローバルな活動はできない状況にある。文献情報においても英語への

　集中度は増しており、質の高いあるいは影響力の大きい情報のほとんどは英語で公開さ

　れている。目本人でも最先端の研究成果などは英語の専門誌で発表するのが普通である。

　高い評価を得ているNature，Scienceといった最先端の研究成果が発表される科学雑誌

　も英語である。科学文献に限らず、ビジネス、経済関連分野でも、グローバルな経済活

　動はアメリカを中心に成立している。英文で発表される専門雑誌記事情報があらゆる分

　野で大きな影響カを持っている。このように英語情報は目本語情報と比べると質量とも

　に充実していることから、本格的な情報収集を行うためには目本語だけでなく英語情報

　の検索も必須となる。

9－2英語文献情報データベース

9－2－1概要

英語は文章を構成する単語と単語の間にスペースが存在するためデータベースで使用

するキーワードの切り出しが容易でデータベースに適した言語であった。またP　Cが普

及する以前からタイプライターを使用していたことから、キーボード入力を使った文書

作成も普及していた。また！960年代に第三世代コンピュータと呼ぱれたIBMのtheIBM

360seriesの技術を元に対話型のデータベースシステムの開発が始まった85〕。当時アメ

リカとソビエトの間で宇宙開発競争が行われており、飛行機製造メ］カーであった

lLockheed　Missi1es　ana　Space　Company（ロッキード杜）は人工衛星の開発のため膨大な

科学技術情報を効果的に利用できるシステムが必要であった。ロッキード杜は1965年に

最初の対話型の情報検索システムを開発し、さらに1968年にNASAはアポロ計画後の宇

宙開発を促進するために、大きなデータファイルを管理できるデータベースシステムの

開発をロッキード杜に委託した。その結果Dialogシステムが開発され、1972年にDialog

システムを使った世界で最初のオンライン商用データベースサービスが開始された。

　このように、アメリカでデータベースが開発され、さらに商用データベースサービス
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もアメリカで開始されたことから、文献情報、新聞情報、雑誌記事情報、企業情報、マ

ーケット情報、特許情報、判例情報、官報情報など多くの英語の情報源がデータベース

化された。だれでも有料で情報の利用が可能となっている。

　統一した環境で100を超える英語文献情報データベースを検索できる大規模な情報

検索システムが存在する。検索機能には基本的な論理演算子による検索機能以外に、前

方一致検索、ワイルドカード文字検索、隣接演算子検索などの詳細な検索要求に対応し

ている。原文の入手が困難であるという情報検索における最大の障壁を解消するために、

学会誌や専門雑誌記事の原文をPDFファイルやフノレテキストでデータベースに蓄積し、

情報検索結果から必要な原文情報を提供するシステムも登場している。原文提供の障害

となる著作権に関する権利関係を調整したうえでサービスを提供している。システムだ

けでなくデータベースの運用に関するノウハウも進んでいる。

　英語文献情報検索では使用する英語キーワードの選択が重要になる。深く考えずに目

本語を英語に直訳しただけでは良い結果が得られないので、辞書の該当する項目全てに

目を通してから可能性のあるキーワードを選択する。英語キーワードと論理演算子で検

索式を組み立て検索結果を確認しながら試行錯誤を繰り返す必要がある。キーとなる専

門用語を選定することができれぱ良い検索結果を得ることができる。

9－2－2商用データベース

　英語文献情報データベースの大半は有料である。情報源としては目本語と同様、新聞

記事情報、雑誌記事情報、図書情報が存在する。中でも学術文献情報を扱う専門雑誌、

学会誌などの雑誌記事情報は利用価値が高い。

表20英語文献を検索できる主な有料データベース

名称

ProQuest82〕

EBSCOhost64〕

Dia1og62〕

トムソン・ロイタ
ー90）

OCLC
FirstSearch冨I）

リンク先

http：／／Proquest．u

mi．com／pqdweb／
http：／／search．ebsc

ohost．com／

http：／／www　dia1og

web．com／

http：／／science．tho

msonreuters．jp／

http：／／丘rstsearch．o

c1c．org／

概要
新聞をはじめ、500年以上をカバーする9，000タイ
トル以上の定期刊行物DBで原文の入手が可能
主に英語学術文献情報を対象とし170を超えるD
Bで原文の入手が可能

400を超える分野のDB1が利用可能。同一検索
式で全DBの検索が可能。
金融・法律・税務会計・科学・医療・メディアの60を

超える分野のDBを提供
80以上のDBを提供。Wor1dCatは西暦1000年の
前からの書誌情報を収録。世界の図書館が参加。

注）DBはデータベースの意味で使用している。

　利用には高額な使用料が必要となるが英語文献の原文をPDFで提供するデ］タベース

が増えつつある。しかしデータベースで原文を提供すると原文を掲載している雑誌の販

売に与える影響が大きいことからPDFサービスを利用できる雑誌は限定されている。表

20に英語文献情報を検索できる主な有料データベースを示す。
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9－2－3無料データベース

　データベースには学問分野別に特化した、英語の学術雑誌や専門雑誌に掲載された論

文を対象とする英語文献情報データベースが存在する。政府関連機関で作成した一部の

デ』タベ」スはインターネットを通して無料で利用できる。デ］タベースは抄録を含ん

でおりキ］ワード検索を効果的に実施できることから、専門用語をある程度理解できる

基礎知識が要求される。表21に英語文献情報を検索できる主な無料データベースを示す。

表21英語文献情報を検索できる主な無料データベース

分野

教育

医学

農業

学術

電子ジ

ヤーナ
ノレ

数学

科学
（日本）

環境

名称

Eric65）

PubMed83）

AGRICOLA54）

Google
Scholar70）

DOAJ63）

ZMATHg6）

Science
Links呂6〕

Green
FILE71）

リンク先

http：／／www．eric，ed，gov

／

http：／／www．ncbi．nlm．ni

h．gov／PubMed／

http：／／agricola．na1．us

da．9ov／

http：／／scho！ar．9oog1e．

co．jp／

http：／／www．〔1oaj．org／

http：／／www．zentralblat

t－math．or9／zmath／en／

http：／／sciencelinks，jp

／j－east／

http：／／search．ebscohos

t．com／l　ogin．aspx？autht

ype＝ip＆profi　le＝ehost＆d

efaultdb＝8gh

概要

1996～現在に至る110万件が収録された

教育分野の学術文献DB
アメリカ国立衛生研究所・の提供する

1900万件の生物医学分野の学術文献DB
NAL（Nat　i　ona1　Agr　i　cul　tural　Library）

Catalog，！5世紀以降の農業に関する学
術文献。

分野や発行元を間わず学術団体の専門誌、

論文、書籍、要約、記事を検索できる。

1＝he　Directory　of　OPen　Access　Journals

フリーで使える電子ジャーナルサイト

1868年以降290万件の数学文献

日本で刊行されている科学技術及び医学
の文献情報を英文化して提供　対象：約
3，000誌の学会誌、議事録、技術報告書

138万件以上のデータ。毎月更新

EBSCOHostの中の無料DB

9－3EBscOhostデータベース64〕http：／／search，ebscohost．com／

　EBSCOhostは主に英語学術文献憶報を対象とした有料のオンライン・データベースで、

170を超えるデータベースから専門雑誌記事や新聞記事を検索できる。最近の雑誌記事

論文は原文をPDFでデータベースから直接入手できる。検索の対象は、農業、芸術、生

化学、図書、ビジネス、化学、メディア、コンピュータ、判例、文化、経済、教育、ス

ペイン、工学、環境、ジェンダー、一般、地理学、歴史、人文、法律、情報リテラシー、

数学、医学、複合領域、音楽、新聞、看護、舞台、物理、政治、心理、哲学、科学技術、

雑誌、杜会学、杜会政治、スポーツなどの分野で、専門性の高い情報を収集するのに適

している。目本語の情報は対象外なので検索キーワードは英語を使用する。各記事は「書

誌索引／抄録」、文字情報のみの「フルテキスト」、フルテキストにJPEG画像が加わった

「フルテキスト十画像」、雑誌掲載時と体裁が同じ。「PDFフォーマット」の4種類の中
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からいずれかの形で入手できる。「PDFフォーマット」で入手できれぱ雑誌記事原文と同

じ情報を入手できる。（2010／05／07）

　EBSCOhost（Academic　Search　Premier）に接続するとデ］タベース選択のぺ一ジが表示

される。英語学術文献情報を検索する場合は、Academic　Search　Prθmierにチェックを

する。新聞記事の場合はNewspaper　SourceP1usにもチェックを入れる。続行をクリッ

クすると、図39の詳細検索の検索画面が表示される。画面の表示は目本語になってい

るが検索は英語で行う。

図39詳細方式の選択画面 図40結果の表示画面

入力窓の中にキ」ワードをスペースで区切って入カすとand検索となる。入カ窓ごとに

表題、抄録や著者の検索フィールドを指定できる。検索欄が不足の場合は、「列を追加」

をクリックする。検索オプションでフレーズ検索を選択すると、入力窓の中は／㎜）検索

でなくフレ」ズ検索になる。　「検索」をクリックすると結果が表示される（図40）。検索

結果の見直しで「全文のみ検索結果に表示」にチェックを入れて、　「検索結果の更新」

を実行すると原文の入手可能な情報のみが表示される。HTML全文あるいはPDF全文をク

リックすると全文あるいは原文が表示される。

以下にEBSCOhostにおける代表的な詳細検索に使用する記号の使用方法を示す。

●前方一致検索：＊

「eCOnom＊」のように検索すると、＊以下にどのような文字列がきても検索対象となる。

「econ㎝y」　「economics」　「economica1」などを含む記事が検索される。

●ワイルドカード文字検索：？

語の途中または終わりにある任意の1文字を表すことができる。　「t？re」の検索では

「tire」　「tyre」　「tOre」などが検索される。

●論理演算子検索

例：Internet州D　NOT　h加1前の語を含むが後の語は含まない記事を検索する。

●隣接演算子検索（Prcximity　Searches）

例：c㎝puter　N3careers前後関係を間わず3ワ］ド以内にある記事を検索する。
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例：computerW3careers前後関係を保ったまま3ワード以内にある文書を検索する。

9■4ProQuestデータベース82）http：／／proquest．umi．com／pqdweb／

　ProQuestのデータベースは、ビジネス系から自然科学系までの専門雑誌記事や新聞記

事を検索できる、世界最大の全文データベースである。検索の対象は、①ニュースや最

新の雑誌、②ビジネスと経営、③科学とテクノロジー、④医学と健康のなどの分野で、

専門’性の高い情報を収集するのに適している。目本語の情報は対象外なので検索キーワ

ードは英語を使用する。ビジネスや経営分野のデータベースであるABI／INFORMや、医学

分野においては全文を閲覧可能なMedline　with　Full　Textや、19世紀以降の新聞記事

を提供するHistorical　Newspapersなどが含まれている。主要なビジネス誌の記事は、

20世紀初頭の創刊号から提供されている。Academic　ResearchLibraryは人文杜会科学、

教育、芸術、宗教、ビジネス、金融、政治、法律、医学、科学技術、保健医療など、様々

な分野の学術雑誌が対象となっている。雑誌記事のほか、New　York　Timesの全文（1980

年一現在）やUSA　TODAY，Wall　Street　Jouma1等の新聞記事の抄録も検索可能である。

ProQuest　centra！では8000誌以上が全文で提供されている。（2011／2／5現在）

　ProQuestに接続し（http：／／proquest．umi．c㎝／pqdweb／）A㏄ount　NameとPassword

を入力してComectをクリックする。目本語を選択すると表示は目本語になるが検索方

法は英語と同じである。検索方式が「基本」になっているので「詳細」をクリックする（図

41）。

図41詳細方式の選択画面

　検索キ］ワードを入力し索引と抄録で検索を実行する。キーワ］ドを入力する欄が不

足の場合は「行の追加」をクリックする。information！iteracy　のように入力すると

フレーズ検索になる。㎜，OR，NOTを選択し、全文参照できる文書にチェックを入れて

検索を実行すると結果が表示される。（図42）。情報源を学術誌に限定したい場合は学術

誌をクリックする。他に、　一般誌、業界誌、新聞が選択できる。必要な記事の全文を

クリックすると記事が表示される。全文一PDFがあれぱ雑誌と同じ記事が表示される。
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以下にProQuestにおける代表的な詳細検索に使用する記号の使用方法を示す。

●前方・中間・後方一致検索：＊

「nurse＊」を使用するとnurse，nurses，nursedなどが検索される。「colo＊r」を使用

するとcolour，colorなどが検索される。r＊taxa」を使用するとtaxa，supertaxaが検

索される。＊　は0文字以上に対応している。

●ワイルドカード文字：　？

＊と同様に使用するが？は任意の1文字に対応し語の先頭に使用することはできない。

●論理演算子　AND，0R，NOT：他のデ］タベースに同じ。

●隣接演算子near，前方隣接演算子pre

「nursing　near／3education」　を使用すると、educationの前後を間わず3語（words）

以内にnurSingがある記事が検索される。

rnursi㎎pre／3education」を使用するとeducationの前3語（words）以内にnursing

がある記事が検索される。

●レンジ検索　一

「YR（2005－2008）」を使用すると、発行年YRが2005～2008の範囲の文献が検索される。

9－5その他のデータベース

1）Di・1・g62）

企業情報・マーケット情報・製品情報などのビジネス、米国の官報などの連邦政府、US

特許などの知的財産権、医学と薬学、ニュース、書籍・参考調査、科学と技術、および

杜会科学と人文科学に関する、学術文献を含む幅広い分野の情報を400を超えるデ」

タベースから検索することが可能である。それぞれのデータベースは3桁のファイノレ番

号で整理されており、全てのデータベースを同一の検索システムで検索できる。検索式

に適したデータベースを探すため、同一の検索式で全てのデータベースを検索し該当件

数を表示するデータベースも存在する。DialogWebの利用料金は時間当たりの接続料金

と、出力料金とから構成されている。アカデミック料金がサービス開始時より設定され

ている。ProQuestにより2008年に買収されたことに伴いProQuest　Dialogのサービス

が開始されている。

2）トムソン・ロイター90〕

　金融・法律・税務会計・科学・医療・メディア分野の情報が60を超えるデータベー

スから利用可能である。Web　of　Scienceは学術雑誌約11，000誌（2009／08現在）を対象と

した、学術文献データベースで1900年からの情報を収録する。（2010／05／07）

3）　　FirstSearch81〕

　WorldCatなど自杜で作成するデータベースを含め、芸術・人文科学、人物、ビジネス・

経済、会議様、教育、工学、医学、科学分野の情報を80以上のデータベースから検索

可能である。書誌データベースWorldCatは、西暦1000年以前から現在に至るまで、先
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端技術レポート、CDやビデオ、DVDといった様々な資料の書誌情報を幅広く収録してい

る。（2010／05／07）

問題9　英語文献情報検索

問題9－1環境保全に役立っごみのリサイクルに関する海外（英語）の情報を検索する。

ヒント：ごみの中味により内容が異なるので、対象とするごみの概念を明確とするとと

もに、情報の利用目的を確認することが重要になる。特に目本語では概念があいまいな

ことが多いのでなるべく具体的に考える。例えぱ、リサイクルの対象になるごみは、

garbage（家庭用ごみ）、plastic（プラスチックごみ）、waste（産業廃棄物）などに分

けられる。

問題9－2学術文献情報検索

1）電気自動車の開発状況に関する情報を収集し結果をまとめなさい。

2）電気自動車に使用されるバッテリーの開発に重要となる技術を検索し、原文を入手し

てその内容をまとめなさい。

3）ガソリンエンジン自動車とディーゼルエンジン自動車はどちらが環境に対する負荷

が少ないか、学術文献をもとに比較しなさい。
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10情報検索の留意点

10－1情報検索と情報収集

　情報検索は情報収集の有効な手段であるが情報収集の1つの手段である。専門家に尋

ねる、図書館で書架から図書を探す、アンケートや実験を行うなど、情報検索以外にも

情報収集の手段は存在する。情報収集のためには課題に適した情報収集方法を検討する

ことが必要である。情報検索ではデータベースに登録されていない情報や、目本語と英

語以外の情報や、将来の情報を得ることはできないので、課題によっては情報検索だけ

でなく他の情報収集方法も必要になる。

10－2基礎知識の必要性

　情報検索を実行する前に事前調査を行いある程度の基礎知識を得ることが必要である。

基礎知識が無いと的確に情報検索内容を文章で表現できず、的確なキーワードを選定す

ることができない。事前調査は、入門書（図書）を読む、Web情報を検索する、知識の

ある人や専門家に聞く、目経BPなどの一般雑誌の記事や特集を読むなどの方法が考えら

れる。予備検索も基礎知識を補強するために有効である。基礎知識を得た後に、情報検

索課題の設定用紙を使って、検索内容、目的と目標、検索式を整理する。情報検索によ

り収集した情報を評価するためにも知識が必要となる。

10－3目的・目標の設定と再確認

　レポートの中に情報収集の目的と目標の区別がうまく書けないあるいは違いがわから

ないというコメントが毎年多い。目的は個人や組織などの行為主体の意志に基づいて形

成されるものなので、白分の意志で実行したい内容を記述する。目標には目的をより具

体化したものなので、目的達成のためとりあえず達成可能と思われる内容を記述する。

目的に対する到達レベノレを数値などで具体化した内容や情報の利用方法を記述しても良

い。

　演習で記述する目的や目標は白己完結する内容が多く相手に対する働きかけを伴う内

容は少ない。これは収集した情報を実際に利用することを想定していないことによる。

一般の杜会で目的や目標を達成するには他者への働きかけが必要になるので、演習であ

っても働きかける相手を意識して目的や目標を設定することが好ましい。

　一方、目的と目標は収集した情報の評価基準となるので、情報検索を行う前にできる

限り明確にしておくと、目的と目標により収集した情報を効果的に取捨選択できる。例

えぱ目的や目標によって、専門的な情報を求めるのかあるいは一般知識としての情報を

求めるのかなど、求める情報の量や質が変化する。新聞記事情報検索で遡及検索の結果

を20件以上の新聞記事を使ってまとめなさいという課題に、「まとめるよりも20件以上

の新聞記事を選択するのに時間がかかった」と答えた人が多かったのは、目的と目標の

設定があいまいであったことに起因すると思われる。
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10－4著者の存在

　情報検索では情報量が多くなるとともに情報の持つ内容のみに意識が集中するが、情

報を創るのは人であることから「誰が創った情報か」という意識を持っていれば、情報

の発信された背景や情報の持つ特性を理解しやすくなる。Web情報の場合は著者が明示

されていないことが多いので意識的に著者の存在を意識すると情報の理解に役立つ。著

者に関連する、出版年月目、所属、雑誌名、出版杜などの付帯情報も情報の理解に役立

つ。

10－5情報件検索における書誌事項の活用

　表題、著者、所属、抄録、出版年、雑誌名、出版杜、分類、ソーラス、著者キーワー

ドなどの書誌事項は情報検索に役立っ。

1）表題検索

　表題（見出し、タイトル）の中には情報の内容（概念）を的確に表現する用語が使用

されている。従って、表題中に情報検索のキーワードととして重要な単語が含まれてい

る可能性が高い。一方表題の文字数は限定されているので表題中でキ］ワードとして使

用できる語数も限定される。そこで主となる概念を表現する1キーワードの検索対象範

囲のみを表題に限定し、他のキーワ］ドは通常の範囲で検索を実行すると有効な絞り込

み検索が可能となる。特に検索回答件数が多い場合や、キーワードを追加しても効果的

に絞り込めない場合に有効である。新聞記事検索の場合にも有効である。

2）分類検索

　分類は各データベースの分類の定義に基づいて付与される。分類は大分類、中分類、

小分類といったように階層的に付与されている場合が多い。データベース全体で統一し

て付与されているので、特定の分野に関係する情報だけを検索したい場合や、関係のな

い分野の情報を排除する場合に有効である。フリーキ］ワードと分類を使って絞り込み

検索ができれば必要な情報を効率良く検索することができる。情報のもれが許されない

特許情報では分類が詳細に定義されており、特許情報検索に分類検索は必須となってい

る。分類の利用にあたっては分類表を参照して各分類の概念や定義を理解したうえで使

用する必要がある。

3）統制語・シソーラス検索

　新聞記事情報データベースのように使用する語を一定のルールに基づいて統一してい

るデータベースも多く存在する。利用にあたってはデータベースの統制語の参照機能を

使って使用できる統制語を確認し、最初に想定したキ］ワードを統制語に置き換えて検

索を実行する。目本経済新聞と朝目新聞の新聞記事データベースでは統制語の利用が可

能である。

　使用する用語を、意味する内容に従って上位概念から下位概念に分類したものをシソ
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一ラスという。統制語より正確で、分類より理解しやすい。分類と同様にフリーキーワ

ードと組み合わせると有効な検索が可能となる。シソ」ラスを使用しているデータベー

スの質は非常に高い。MEDLINE／PubMed宮3〕で使用されているMeSH（Medical　Subject

Headi㎎s）が代表的なシソーラスである。シソーラスや統一語をキーワードにすると情

報の漏れがなく不要な情報が少ない検索結果が得られる。

10－6原文の入手

　情報検索を実行した後、データベースから原文のPDFファイルを入手できる場合以外

は、自分で原文を探す必要がある。情報検索における情報とは著者が自ら作成した原文

情報であり、情報収集とは原文を入手することである。「情報検索結果に示される抄録を

読めぱ概容が理解できるので原文を入手しなくても情報収集ができる」と考えるには無

理がある。具体的な実験方法や調査結果、具体的な論理展開などを抄録から得ることは

できない。自分の知識構造を深めることのできる情報、判断に必要となる情報、論文や

レポートの論拠として使用できる情報は原文からのみ得ることができる。

　雑誌記事情報の場合は検索結果に出力される雑誌名と雑誌の巻・号・記載ぺ一ジをも

とに図書館で原文記事を探すことになる。禾1」用できる図書館の0PACを使って、記事が記

載されている雑誌名をキーワ］ドにして雑誌が所蔵されているか検索する。雑誌が蔵書

として確認できれば、記事の記載のある巻号が保管されているかを確認する。該当する

巻号の雑誌の存在が確認できれば図書館に行き記事の原文を入手する。雑誌が図書館に

ある可能性は低い。専門的な雑誌になれぱ蔵書として保管されている確率はさらに低く

なる。近くの図書館に雑誌が無い場合は利用できる図書館から遠方の図書館へ、雑誌記

事のコピーサービスを依頼することができる。大学図書館の場合相互に実費のみで取り

寄せサ」ビスを行っている。図書情報についても同様に情報検索結果を基に、0PACで図

書館の蔵書であるか確認し、蔵書であることを確認できれぱ図書館で図書を入手する。

多くの図書館で図書の取り寄せサービスを依頼することができる。

10－7データベースの選択

　情報源の特徴を理解できるようこれまでに個別の情報源に関する情報検索の実行につ

いて紹介した。しかし情報収集課題や目的／目標により必要な情報源は大きく異なる。ま

た、現実に情報収集を行うときは単一の情報源だけでなく複数の情報源が必要なことの

ほうが多い。情報検索の前に検索課題に適合した情報源およびデータベースを選択する

参考になるよう表22に情報源別目本語データベースー覧を示す。図7の情報源の体系性

と速報性と併せると検索課題に適した情報源やデータベースを体系的に選択することが

できる。
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表22情報源別目本語データベースー覧

4

情報源の

種類

図書情報

雑誌記事

情報

新聞記事

　情報

Web情報

特許など

Freeデータベース

Webで利用

Books

Webcat　Plus

NDL－0PAC

Amazaon．com

大学図書館

都道府県立図書館

市町村立図書館

NDL一雑誌記事索引

Y・h・・！Japan

Google

ASK

al　ltheweb

AltaVista

g00

cui1

特許電子図書館

有料データベー

　　　ス

図書館などで利

用

Ni　chi　ga　i－WEB

EBSCOhost

CiNi

目経BP

朝目新聞

目経新聞

情報源の特性

図書情報は特定の分野に関する情報

を体系的にまとめたものであり、大学

教育において最初に基本的な学間知

識を得たい場合や未知の分野や経験

の少ない分野で情報収集を行う場合

に適している

特定の分野や話題に関してある程度

のまとまりを持った情報で、かつ新しい

情報である。複数の図書で偏りの無い

基礎知識を得て、その後に最新の情

報を雑誌記事情報で補足すると効率

的に知識を習得できる。また既に有し

ている知識を深めることができる。

個々の新聞記事情報は断片的な情報

になりがちである。しかし遡及検索によ

り情報を時系列的に捉えることで杜会

的変化や時代背景をマクロに読み取

ることができる。

Web情報には発信年月目、著者が記

載されていない情報が多く、多様な情

報が混在している。go．jp，co．jp，ac，jp，

gOVなどのドメインの情報の信頼性が

比較的高い。

検索エンジンは商用べ一スで運営さ

れているので利用者にとって検索結

果が必ずしも公正とは言えない。
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解答例

【間題1　情報収集のための情報検索　P　g1

問題1－1回答②

問題ユー2回答

　infomation　retrieva1のretrieva1には回収するという意味で、データベースなど

を利用した情報検索で原文情報の存在場所を確認することを意味する。情報検索とは別に

原文情報入手の作業が必要となる。information　searchはWebの検索エンジンでWeb情

報を検索する場合に使用される。原文であるWebぺ一ジと検索エンジンが同じインターネ

ソト上にあり検索結果からハイパーリンクで原文であるWebぺ一ジを探すことができる。

問題1－3回答④

間題1－4回答④

【問題2

間題2－1

キーワードと検索式　P16】

　　　　①　　　　　　　　②

　　　　④，⑤，⑥　路

間題2－2②，⑤

問題2－3④，⑦

問題2－4①，②，③，④，⑤，⑦，⑧，⑨，⑪

問題2－5①，⑨，⑩

問題2－6②，③，④，⑦

間題2－7②，③，④，⑦

問題2－8　（新型肺炎or　SARS）and（中国o■目本）

間題2－9　（新型肺炎or　SARS）n〇七香港

問題2－10　（新型肺炎or　SARS）not（北京or香港）

【間題3　情報源の選択　P22】

問題3－1情報発信時間の速い順

③Web情報→①新聞記事情報→④雑誌記事情報→②図書情報→⑤特許情報

問題3－2体系化されている順

　②図書情報→⑤専門雑誌記事情報→④一般雑誌情報→①新聞記事情報→③Web情報
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【間題4　情報検索の準備　P26】

間題4・1　④

間題4・2　目的とは最終的に「何をしたいか」「何をするために情報収集を行なうのか」

を明確にした内容である。個人や組織などの行為主体の意志に基づいて形成される。目標

は最終的な目的を達成するために、実現可能性のある到達目標（とりあえずの目的）である。

間題4・3　⑤

間題4－4

情報は文字によりその内容が伝達される。そのため、文章の一部を構成するキ］ワード

（文字列）を使って情報検索を実行する。情報の主要な概念を表現するキーワードは情

報検索内容をまとめた文章の中に当然含まれることになるので適切な検索式を考えるた

め有効となる。100宇程度の文章すら作成できない場合は、基礎知識が不足している。

のが主たる原因である。

【間題5　Web情報検索　P37】

間題5－1豚インフルエンザ（swine　flu）に、メキシコあるいはアメリカで感染した情

報を収集する。

間題5－2①巻高校は一般的な固有名詞でないため、「巻」と「高校」に分かち書きが実

行され、「巻Or高校」の検索が実行されている。②「巻and高校」の検索が実行されて

いる。③”巻高校”でフレーズ検索が実行されている。

間題5－3検索オプションでは対応できないが、①は直接入カで対応できる。

　　①　感染OR予防　”アンチウイルスソフト””コンピュータウイルス”

　　②（）が2回以上必要な検索式には対応できない。

間題5－4　略

間題5－5以下のディレクトリーを参照する（2011／1／2）

　トップ〉コンピュ］タとインターネット〉インターネット〉ホームページ、ウェブサ

イト〉ホームページの検索〉

間題5－6略

【間題6

聞題6－1

間題6－2

間題6－3

間題6－4

間題6－5

間題6－6

新聞記事情報検索　P47】

ヒント：携帯電話の古い表現もキーワ］ドに使用する。

ヒント：見出と、記事内容のとどちらを対象にしたほうが良いか考える。

略

ヒント：課題毎に適切な検索期間が異なる。

ヒント：まとめた内容がどのように使用できるか考えてまとめる。

ヒント：データベースの内容が新聞杜の正規の記事であることを考慮する。
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【間題7図書情報検索P53】

間題7－1Booksは現在購入できる図書が検索できる。NDL－0PACは目本国内で出版された

図書を検索できる。Webcat　Plusは全国の大学図書館が所蔵する図書を検索できる。

間題7－2Webcat　Plusの一致検索ではタイトノレ検索の対象に目次データも含めているため。

間題7－3NDL－0PACで2007年と2008年に出版されたタイトル中に「情報システム」

を含む図書は141件。

問題7－4タイトノレの副見出しに情報システムを含む図書が含まれるが、検索結果一覧の

図書のタイトルには副見出しが含まれないため。

間題7－5ヒント：最寄りの図書館のOPACをWebで検索して確認する。

【問題8　雑誌記事情報検索　P60】

問題8－1論題名＝地球温暖化and刊行年月＝（200910～201009）雑誌記事索引

　　　　638件　（2011／02／04現在）

間題8－2土木施工3，電機3，地球環境3，生活と環境3，週刊農林4，資源環境対策10，

　　　　産業と環境3，基礎〕二3，環境技術3，Indust3，

間題8－3略（図書館の0PACをWebで検索して確認する）

【問題9　英語文献情報検索P67】

間題9－1

目本語の検索式をそのまま直訳すると検索式は不完全になることがある。産業廃棄物を

　factory　wasteとして扱うと検索式はあいまいになる。使用するのであれぱ”factory

　WaSte”のようにフレーズ検索とする必要がある。

　　　⊂）　　　factory　AND　waste　AND　recyc1e　AND　environment

　　　×　　　　factory　waste　AND　recyc　l　e　AND　env　ironment

　　　◎　　　“factory　waste”　　AND　recycle　AND　environmen

間題9－2　路
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体系的な情報収集演習

演習課題

　情報活用リテラシーの向上を図るため、演習を通して情報検索による情報収集能力の

向上を図るとともに、原文情報を収集して目的の達成や問題解決などに情報を利用しよ

うとする態度の滴養を目指す。杜会に流通している情報を扱うことにより、情報に対す

る感性を高め、経験を通して情報活用の理解を深める。情報の特性を把握できるように

情報源別に演習課題を設定した。そして最後の課題は複数の情報源から体系的に情報を

収集するグループワーク演習課題である。グループよる共同作業も情報活用リテラシー

の重要な要素である。

演習1

演習2

演習3

演習4

演習5

演習6

演習7

キーワードの概念一新聞記事からキーワードの抽出一

情報源：新聞記事情報

課題の目的：新闇記事からキーワードを切り出すことによりキーワードの概念

を理解する。

Web情報検索による検索エンジンとWeb情報特性の理解

情報源：Web情報

課題の目的：検索式を使い複数の検索エンジンから英語情報を含むWeb情報の

収集と分析を行う。

遡及情報検索による新聞記事情報のマクロ的把握

情報源：新聞記事情報

課題の目的：情報をマクロに把握し検索課題の時系劾的な変化を分析する。

図書情報検索による知識の取得と図書館の活用

情報源：図書情報

課題の目的：検索課題に関する偏りのない基礎知識や専門知識を得る。

雑誌記事情報検索による新らしい専門的な情報の収集

情報源：雑誌記事情報

課題の目的：最新の専門性の高い情報を入手し自己の知識を深める。

学術文献情報検索による文献情報の収集と英語情報の重要性の理解

情報源：学術文献情報

課題の目的：学術的な論文の情報としての価値を理解する。

複合情報検索による体系的な情報収集

情報源：複数の情報源

課題の目的：話題に適合した複数の情報源を見出し、目的や目標達成のために

収集した情報を総合的に選択・整理・加工・分析する。
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演習1　キーワード概念の理解一新聞記事からキーワードの切り出し一

演習1－1学習到達目標

　新聞記事をテキスト情報として整理し、キーワードを切り出しすことによりキーワー

ドの概念を理解する。学習到達目標は、①資源としての情報はテキストの形で流通して

いること、②情報検索のために必要なキーワードはテキスト情報の中に含まれること、

③概念を表現するキーワードは名詞であること、④情報検索で重要な概念を示すキーワ

ードは見出しや最初の段落に含まれることを理解する。

演習1－2課題の概要

　興味のある最近の新聞記事選択し記事をテキスト情報として整理する。整理したテキ

ストから全てのキ」ワ］ドを切り出し、Exce1を使って全キーワードを出現順に並べる。

続いてあいうえお順に並べ替え重複するキーワードを除いてリストを完成させる。キー

ワードリストから情報検索で重要な概念を示すキーワードを重要と思われる順に5ワー

ド選択する。100文字あたりに含まれる平均キーワード数を計算する。

演習1－3レポニトの作成

1）最近の新聞から文字数500字以上の興味のある記事を選択する。

2）該当記事を表題と本文と図表の説明に分けてテキスト化する（wordで入力をする）。

　本文が長文の場合は500～800字程度までテキスト化する。インタ］ネット上の新聞

　記事は新聞記事そのものではないので使用しない。

3）作成した新聞記事のテキスト文を印刷し、キーワードになると思われる全ての語に

　　「網かけ」をする。キーワードが連続している場合は1語毎に区切を示す「／」を入

　れる。重複して用いられているキーワードにはrアンダーライン」を引く。

4）選択したキーワードのリストを出現順にExce1で整理する。入力が終了したら、新し

　いシートにリストをコピーして全キーワードをA→Z順に並べ替える（ソ］トする）。

　キーワ］ドの重複を除いて、並び替え順キーワードリストを完成させる。

5）選択した新聞記事の、新聞名、発行年月目、超夕刊の別、記載ぺ一ジ数、版数を記述

　する。

6）100字あたりキ］ワード数Cを求める。表題を含めた全文字数をA，重複を除いた

　キーワード数をBとすると、100字あたりキーワード数C＝B÷A×100となる。

7）情報検索に重要なキーワードを、重要と思われる順に5ワード選択する。

6）記事を選んだ理由と、キーワードの概念にっいて理解できた内容を記述する。

7）Exce1で整理した記事内容順キーワードリストと、重複を除いた並び替え順キーワー

　　ドリストをプリントアウトする。

8）網かけをしたテキスト文とスキャンした新聞記事をプリントアウトする。
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演習2　Web情報検索による検索エンジンとWeb情報特性の理解

演習2－1学習到達目標

　検索式を使い複数の検索エンジンから英語情報を含むWeb情報収集を行うことにより、

検索エンジンの機能とWeb情報特性を理解する。この課題による学習到達目標は、①㎜，

OR，NOTの論理式を使ったキーワード検索が可能であること、②Web情報収集には複数の

検索エンジンが利用可能で、複数の検索エンジンを利用することにより幅広い情報収集

ができること、③英語のWeb情報にも有用な情報が存在することを体験を通して理解す

ることである。

演習2－2課題の概要

　同一の課題について、キーワード方式の目本語と英語の検索エンジン、およびカテゴ

リ方式の日本語と英語の検索サイトの計4種類の検索方法でWeb情報検索を行う。表23

にWeb情報検索に使用する4種類の検索方法を示す。検索方法毎に5サイト（ぺ一ジでは

ない）以上の情報を収集するので、計20サイト以上の情報収集を行う。5サイトは検

索結果の上位5件を選択するのではなく、上位100件程度から設定した課題の目的や

目標に役立っと思われるサイトを自分で選択する。個別サイトから得られた内容をまと

めるとともに、それぞれの検索エンジンを使用して収集できる情報の特徴をまとめる。

表23Web情報検索に使用する4種類の検索方法

検索方式　言語

　　　　　目本語
キーワー
　ド方式
　　　　　英語

③　　　　　　目本語
　　カテゴリ
　　　　方式
④　　　　　　英語

検索エンジン
表11からキーワード方式目本語検索エン
ジン1つを選択し情報検索実行する。

表11からキーワード方式英語語検索エン
ジン2つを選択し情報検索実行する。

表12のYahoo！カテゴリを使用し情報検索
実行する。

表12のYahoo！Directoryを使用し情報検
索実行する。

演習2－3レポートの作成

【Web情報検索課題の設定】

　情報検索課題の設定用紙（図8）と情報検索の準備（4章）を参考にして、Web情報の検索

課題を設定する。授業や体験を通して疑問や興味を持っていた、出来事、紛争・事件、

会議・イベント、問題、発見・発明、技術開発、商晶などで、これまでに調べたいと思

っていて本格的に調べていない話題や，気になっているが十分理解できていない話題を

情報検索課題として設定する。日本語でも英語でも検索可能で、地域や目本に限定され

ない世界共通と思われる課題を設定する。基礎知識がない場合は事前調査を実施する。
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商業べ一スのプロスポーツやエンターテイメントに関する記録やスケジュールなどの単

純な情報は対象から除外する。

1）情報検索課題：具体的な内容を示すキーワードを含んだ20－30字の簡潔な文章で記述

　　する。

2）情報検索対象分野：以下の分野から1分野を選択する。

　　哲学、歴史、杜会科学、自然科学、技術、工学、工業、産業、ビジネス、経済、政

　　治、芸術、言語、文学、コンピュータ、教育、娯楽、旅行、スポーツ、健康、ニュ

　　ース、地域、環境、ファッション、大学、企業の動向、ビジネス

3）情報検索内容：200－400字程度の文章で具体的に記述する。

4）情報収集の目的：収集した情報を使って最終的に何を実現したいのかを記述する。

5）情報収集の目標：実現可能な到達レベルや情報の利用方法を記述する。

6）目本語のキーワード：情報検索内容から5ワードを重要な順に切り出す。

7）英語のキーワード：辞書で確認しながら英語の5ワードを選定する。

8）想定される検索式

　・目本語のキーワードとAND，OR，NOTを使って想定される検索式を作成する。

　・英語のキーワードとAND，OR，NOTを使って想定される検索式を作成する。

　・表13のYahoo！カテゴリとYahoo！Directoryの中で想定されるカテゴリを決める。

【Web情報の検索結果】

　　英語の情報検索結果には、目本のサイトおよび目本語の検索で使用したサイトを含

　　めないこと。英語情報は内容がわかる程度の目本語でまとめる。

9）目本語カテゴリ方式の結果：Yahoo！カテゴリから検索内容が含まれるカテゴリを探

　　す。14の大分類から順に探し出したカテゴリ、あるいはキーワードを使って捜し

　　たカテゴリを記述する（複数可）。

10）英語カテゴリ方式の結果：Yahoo！Directoryから検索内容が含まれるカテゴリを探

　　す。14の大分類から順に探し出したカテゴリ、あるいはキーワードを使って見出

　　したカテゴリを記述する（複数可）。Yahoo！カテゴリの目本語検索で使用したサイ

　　トやjpドメインのサイトは除く。

11）目本語キーワード方式の結果

　　・使用した日本語検索エンジンを記述する。

　　・使用した目本語キーワードを記述する。

　　・目本語キーワ」ドの絞り込み件数：選択したキーワードを重要と思われる順に入力

　　し、1語，2語，3語，4語，5語の場合の絞り込み件数を記述する。キーワード検索

　　による絞り込が正常であれば検索件数は1頃に減少する。

　　・実際に使用した日本語の検索式と検索件数：実際に検索に使用した検索式と検索結

　　果の件数を記入する。最初に想定したキーワードを全て使用する必要はない。最初
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　　に想定したキーワードより適切なキーワードが見つかれば変更しても構わない。試

　　行錯誤を繰り返し最適の結果を得られたキーワードと検索式を記述する。件数を5

　　件に絞るためにキーワードの数を増やすのは意味がないので、数百件程度に絞り込

　　みそこから自分で選択するように心がける。4キ］ワード以上を使っても、多すぎ

　　る件数が表示される場合は、無理に絞り込まずに上位200件の中から、目的や目

　　標に合う5件を選択する。

12）英語キーワード方式の結果

　・使用した英語検索エンジンを記述する。

　・使用した英語キーワードを記述する。

　　・英語キーワードの絞り込み件数：選択したキ］ワードを重要と思われる順に入力し

　　1語，2語，3語，4語，5語の場合の絞り込み件数を記述する。

　・実際に検索に使用した英語の検索式と検索件数：実際に検索に使用した検索式と検

　　索結果の件数を記入する。

【収集した情報のまとめ（選択／整理／加工／分析）】

13）目本語カテゴリ方式のまとめ

　　合計5サイト以上を見っける。個別のサイトの情報を100から400字程度で要

　　約し、その後に全体をまとめる。情報を得たカテゴリとサイトのURLを忘れないよ

　　うに記入する。

14）目本語キーワード方式のまとめ

　　個別のサイトの情報を100から400字程度で要約し、その後に全体をまとめる。

　　情報を得たカテゴリとサイトのURLを忘れないように記入する。

15）英語カテゴリ方式のまとめ

　　個別のサイトの情報を100から400宇程度で要約し、その後に全体をまとめる。

16）英語キーワード方式のまとめ

　　個別のサイトの椿報を100から400字程度で要約し、その後に全体をまとめる。

17）分析

・課題の設定で作成した目的と目標に対して必要な情報収集ができたかを4回の検索毎

　に総括する。期待した結果が得られなかった場合はその要因を分析する。さらに良い

　結果を得るための視点も記入する。

・4回の検索結果を比較し、それぞれの特徴を100～400字で記述する。

・検索エンジンを有効に利用するために理解できたこと、重要だと実感したことをまと

　める。

18）まとめ

　・Web情報検索を行って理解できた内容を記述する。箇条書きでかまわない。
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演習3　遡及情報検索による新聞記事情報のマクロ的把握

演習3－1学習到達目標

　新聞記事検索により、過去から現在に至る検索課題に関する時系列変化をマクロな視

点で把握する。さらに、その時系列的変化を分析し将来の変化を予測する。この課題に

よる学習到達目標は、①新聞記事には情報の発信目が明示されていること、②記事情報

の集合から個々の記事からは理解できないマクロな状況把握が可能になること、③遡及

検索により時系列的な推移を分析できること、④古い情報にも価値があること、⑤収集

した記事から必要な情報を選択するには目的と目標が選択基準になることを体験を通し

て理解することである。

演習3－2課題の概要

　新聞記検索により、過去から現在に至る歴史的、国際的、杜会的な出来事に関する時

系列変化を把握する。長期間にわたる変化や過去から現在までの経緯を把握するため10

～20年以上の遡及情報検索を行う。朝目新聞の1984年8月以降の新聞記事データベー

スを対象に遡及検索を行い、20件以上の新聞記事を参照して10年以上の杜会的あるい

は歴史的変化をまとめる。同様の検索を、縮刷版1945－1984年についても検索を実行し

20件以上の新聞記事を参照した結果をまとめる。さらに、全ての検索結果から将来の変

化を予測する。

演習3－3レポートの作成

新聞記事情報検索課題の設定】

　情報検索課題の設定用紙（図8）と情報検索の準備（4章）を参考にして、検索課題を設定す

る。これまで新聞記事やニュースや授業や体験を通して、言葉は知っているが意味を良く理

解できていない話題や、疑間や興味を持っているが断片的な情報しか持っていない内容を情

報検索課題として設定する。基礎知識がない場合は事前調査を実施する。スポーツ面や芸能

面で扱われることの多い、記事の理解に知識を必要としない単純な話題は除外する。

1）情報検索課題：具体的な内容を示すキーワードを含んだ20－30字の簡潔な文章で記述する。

2）情報検索対象分野：以下の新聞紙面から1分野を選択する。

　　総合面、国際面、経済面、家庭面、科学面、特集面、杜会面、スポーツ面

3）情報検索内容：遡及検索を行うので10年以上継続性のあると思われる内容を、

　　200－400字程度の文章でできる限り具体的に記述する。

4）情報収集の目的：収集した情報を使って最終的に何を実現したいのかを記述する。

5）情報収集の目標：実現可能な到達レベルや膚報の利用方法を記述する。

6）目本語のキーワードの選定：情報検索内容の中から候補となる5ワードを重要な順に

　　切り出す。
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7）検索式の作成：キーワードとAND，0R，NOTを使って想定される論理式を作成する。

【新聞記事情報の検索結果】

8）データベースと検索方法

　　使用した朝日新聞記事データベースの検索方法を記述する。簡易検索と詳細検索か

　　ら選択するが、通常は詳細検索で実施する。

9）　目本語キーワ］ドの絞り込み件数：選択したキーワードを重要と思われる順に入カ

　　し、1語，2語，3語，4語，5語の場合の絞り込み件数を記述する。キーワード検索

　　による絞り込が正常であれぱ検索件数は」頃に減少する。

10）実際に検索に使用した検索式と検索件数（1984年8月以降の記事データベース）：

　　検索に実際に使用した検索式と検索結果の件数を記入する。キーワードの数は最初

　　に想定したキーワードを全て使用する必要はなく、最初に想定したキーワ］ドより

　　適切なキーワードが見つかれぱ変更しても構わない。試行錯誤を繰り返し最適の結

　　果を得られたキーワードと検索式を記述する。件数を20件に絞りこむためにキーワ

　　ードの数を増やすのは意味がないので、数百件程度に絞り込めればキ］ワードを増

　　やすより自分の目で選択するよう心がける。

収集した情報のまとめ（選択／整理／加工／分析）】

11）新聞記事遡及検索の結果1（1984年8月以降の記事データベース）

　　数百件程度に絞り込めれぱ上位200件程度の中から、目的や目標に合致する20

　　件以上を自分で選択する。どの記事を選択するかは準備の段階で設定した目標と目

　　的が判断基準となる。まとめは使用した記事の一覧を示し、その後に収集した新聞

　　記事の要約を個別に紹介する。個別の内容には必ず書誌事項を記入する。さらに収

　　集した記事全体から理解できた内容および、自分で把握できた時系列的な変化をマ

　　クロな視点で記述する。個別の記事は50－100字程度、記事全体のまとめ200－400字

　　程度を目安とする。

12）新聞記事遡及検索の結果2（縮刷版1945年～1984年）

　　同様の検索を、縮刷版1945－！984年について実行し、実際に検索に使用した検索式

　　と検索件数、および新聞記事遡及検索の結果を1984年以降の検索と同様に記述する。

　　！984以降と同じキーワードで検索結果が0件になる場合は、キーワードを古い表現

　　に変更するか類似のキーワードを用いる。字数の目安は400字程度以上とする。

13）時系列的な内容の変化からみた将来の予測とその理由

　　可能な限り論拠を示して将来予測を試みる。

14）まとめ

　　新聞記事情報検索を行って理解できた内容を記述する。箇条書きでかまわない。
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演習4　図書情報検索による知識の取得と図書館の活用

演習4－1学習到達目標

　基礎知識や専門知識を得るには図書が適していることを図書情報検索により再確認す

る。学習到達目標は、①図書情報は基礎知識を得るために適していること、②図書情報

検索に使用するキーワードは極力少なくする必要があること、③原文入手のため図書館

の利用が必要になること、④図書館の0PACを利用すればインターネットで蔵書検索がで

きることを体験を通して理解することである。

演習4－2図書情報検索課題の概要

　基礎知識や専門的な知識を得るため図書情報検索を行い、検索課題に適合する3冊以

上の図書を図書館から入手する。個別の図書の内容を要約するとともに、複数の図書か

ら得られた内容を全体としてまとめる。同一課題に関する複数の図書を読んで得られた

内容をまとめることにより偏りの少ない体系的な基礎知識を得る。

演習4－3レポートの作成

【図書情報検索課題の設定】

　情報検索課題の設定用紙（図8）と情報検索の準備（4章）を参考にして、図書情報の検索

課題を設定する。図書情報は基礎知識を得るために適していることから、現在知識をほ

とんど持っていないが以前から知りたいと思っていた内容や、既にある程度の知識は持

っていてさらに知識を深めたい内容などを検索課題に設定する。例えば、「～間題」「～

入門」「～の基礎知識」といった内容が検索課題設定のヒントになる。

1）情報検索課題：具体的な内容を示すキーワードを含んだ20－30字の簡潔な文章で記述

する。

2）情報検索対象分野：学術的な分野を対象とするため、検索課題の設定分野は、表24

に示す図書／雑誌記事情報検索の対象学間分野から1分野を選択する。

3）情報検索内容：200－400程度の文章でできる限り具体的に内容を記述する。

4）情報収集の目的：収集した情報を使って最終的に何を実現したいのかを記述する。

5）情報収集の目標：実現可能な到達レベルや情報の利用方法を記述する。

6）目本語のキーワードの選定：情報検索内容の中から5ワードを重要な順に切り出す。

表24　図書／雑誌記事情報検索の対象学問分野

分類

自然科学・工学

人文杜会科学

学問分野

数学、物理学、科学、天文学、地球・地学、生物科学、植物
学、動物学、医学、薬学、技術・工学・工業、産業、他

哲学、歴史、杜会科学、政治、法律、経済、財政、杜会、教育、
民族学、芸術、言語、文学、統計、他
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7）検索式の作成：キーワードとAND，0R，NOTを使って想定される論理式を作成する。

【図書情報の検索結果】

　図書情報検索からは基本的に図書の存在が明らかになるにすぎない。書誌事項を使っ

　て図書が所蔵されている図書館を確認し、図書館で図書を入手する必要がある。

8）実際に使用したデータベース：Webに公開されている①国立国会図書館NDL－OPAC、②

　Webcat　Plus、③BOOKSのデータベースから、実際に図書情報検索に使用した2種類の

　データベースを記述する。

9）実際に検索に使用した検索式と検索件数：（1語の場合は1語のみを記入）：使用した

　2種類のデータベースに分けて、実際に検索に使用した少ないキーワードによる検索

　式と検索期間を記述する。

10）適合率：検索結果の中で検索課題に適合すると思われる図書の割合を求める。検索

　結果の全タイトルを確認し検索課題に適合すると思われる図書件数を求め、適合率

　［＝検索結果の中で検索課題に適合する図書件数÷検索結果の全図書件数］を求める。

11）発見率：検索結果の中で実際に入手できた図書の割合を求める。適合率で件数を確

　認した検索課題に適合する図書のリストを作成し、作成した図書リストに基づき図書

　館の蔵書．を確認する。蔵書であることを確認できた図書件数と、調査した図書リスト

　の件数から、発見率［＝蔵書であることを確認できた図書件数÷調査した図書リスト

　の件数×適合率］を求める。

12）調査した図書館：調査した全ての図書館を記述する。作成した図書の一覧に含まれ

　る図書を大学の図書館や、学外の図書館、都道府県立図書館や市町村立図書館で探す。

　各図書館の0PACや複数の図書館の蔵書を一括して検索できる横断検索システムを使

　用すれぱWebから蔵書を確認できる。

13）入手した文献の書誌事項：入手した図書の書誌事項と入手した図書館を記述する。

　0PACで蔵書が確認できた3冊以上の図書を図書館で入手する。

【収集した情報のまとめ（選択／整理／加工／分析）】

14）入羊した3件以上の図書を読んで得られた結果：図書の内容を1件ごとに要約する。

　必ず要約毎に書誌事項を記入する。

15）入手した複数の図書情報から得られた知識：自己の知識となった内容を記述する。

　目安は400～800宇程度以上とする。

16）検索課題に関する分析：現状理解、問題点、将来展望など課題に関して理解できた

　内容を記述する。

17）まとめ：目的や目標に対して必要な情報収集ができたか総括する。期待した結果が

　得られなかった場合はその要因を分析する。その他図書情報検索で理解できた内容を

　記述する。
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演習5　雑誌記事情報検索による新しい専門的な情報の収集

演習5－1学習到達目標

　雑誌記事情報から特定の分野において比較的新しくまとまりがあり専門性が高い情報

を入手できることを理解する。学習到達目標は、①雑誌記事情報は専門的な情報を得る

のに適していること、②原文入手のためには図書館で雑誌を探して原文を入手をする必

要があること、④原文をPDFファイルで直接入手できるデ］タベースがあること、⑤過

去の雑誌記事情報は現状を正確に把握し問題解決に役立つことを演習を通して理解する

ことである。

演習5－2雑誌記事情報検索課題の概要

図書情報検索課題と共通の課題で雑誌記事検索を行う。図書館から2件以上の雑誌記事

入手し、データベースから1件以上をPDFファイルで入手する。3件以上の雑誌記事情

報から得られた内容を、自己の知識に組み込み知識を深める。雑誌が図書館に所蔵され

ている確率は低く原文入手に時間が必要なので、時間的な余裕を持って課題を実行する。

演習5－3レポ］トの作成

【雑誌記事情報検索課題の設定】

　図書情報検索課題と同じ課題を設定する。従って以下の1）～7）項の内容は基本的に

図書情報検索と同じ内容であるが変更してもかまわない。

1）情報検索課題：具体的な内容を示すキーワードを含んだ20－30宇の簡潔な文章で記述

する。

2）情報検索対象分野：学術的な分野を対象とするため、検索課題の設定分野は、表24

に示す図書／雑誌記事情報検索の対象学間分野から1分野を選択する。

3）情報検索内容：200－400程度の文章でできる限り具体的に内容を記述する。

4）情報収集の目的：収集した情報を使って最終的に何を実現したいのかを記述する。

5）情報収集の目標：実現可能な到達レベノレや情報の利用方法を記述する。

6）日本語のキーワードの選定：情報検索内容の中から5ワードを重要な順に切り出す。

7）検索式の作成：キーワードとAND，OR，NOTを使って想定される論理式を作成する。

【雑誌記事情報の検索結果】

　雑誌記事情報検索からは基本的に記事が記載されている雑誌名が明らかになるにすぎ

ないので、検索結果からなるべく多くの侯補となる記事一覧を作成し、記事一覧を基に

図書館の雑誌の所蔵を確認する。

8）実際に使用したデータベース：①NICHIGAI／WEBサービス（MAGAZINEPLUS）、②国立国

　会図書館NDL－0PAC雑誌記事索引、③CiNii論文情報ナビゲータ、④目経B　Pから使
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　用するデータベースを2種類選択し、選択した2種類のデータベースを記述する。

9）実際に検索に使用した検索式と検索件数：使用した2種類のデータベースに分けて、

　実際に検索に使用した検索式と検索期間を記述する。データベースに抄録が含まれて

　いるか否かで検索式が異なる。抄録がない場合は雑誌発行年から最近3年分程度の検

　索期間を選択し、1～2キーワードを入カし情報検索を実行する。絞込み結果が200

　件以上の場合は雑誌発行年を最近1年分にするかキーワードを追加する。できる限り

　少ないキーワードで検索を行う。

10）適合率：検索結果の中で検索課題に適合すると思われる雑誌記事の割合を求める。

　検索結果の全タイトルを確認し検索課題に適合すると思われる雑誌記事数を求め、適

　合率［＝検索結果の中で検索課題に適合する雑誌記事件数÷検索結果の全雑誌記事件

　数1を乗める。

11）発見率：検索結果の中で実際に入手できた雑誌記事の割合を求める。適合率で件数

　を確認した検索課題に適合する雑誌記事のリストを作成し、作成した雑誌記事リスト

　に基づき図書館の蔵書を確認する。蔵書であることを確認できた雑誌記事件数と、調

　査した雑誌記事リストの件数から、発見率［＝蔵書であることを確認できた雑誌記事

　件数÷調査した雑誌記事リストの件数×適合率］を求める。

12）調査した図書館：調査した全ての図書館を記述する。作成した雑誌記事の一覧に含

　まれる雑誌を大学の図書館や、学外の図書館、都道府県立図書館や市町村立図書館で

　探す。各図書館の0PACや複数の図書館の蔵書を一括して検索できる横断検索システ

　ムを使用すれぱWebから雑誌の所蔵を確認できる。

13）入手した文献の書誌事項：入手した2件以上の雑誌記事の書誌事項と入手した図書

　館を記述する。雑誌記事は0PACで雑誌の所蔵が確認できた図書館で確認した雑誌の

　中から入手する。またCiNii、日経B　PからPDFファイルで入手した1件以上の雑誌

　記事の書誌事項と入手したデータベース名を記入する。

【収集した情報のまとめ（選択／整理／加工／分析）】

14）収集した3件以上の雑誌記事を読んで得られた内容：情報を1件ごとに要約する。

　必ず要約毎に書誌事項（タイトル、著者、刊行年等）を記入する。

15）収集した3件の雑誌記事情報全体から理解できた内容：自分で理解できた内容を記

　述する。目安は400～800宇程度以上とする。

16）検索課題に関する分析：検索前の知識や図書情報から得られた知識に、雑誌記事情

　報を取り込むことにより自己の知識が深くなったと考えられる内容を記述する。ある

　いは検索課題に関する現状の理解、課題をとりまく間題点、将来展望などを記述する。

17）まとめ：目的や目標に対して必要な情報収集ができたか総括する。期待した結果が

　得られなかった場合はその要因を分析する。その他雑誌記事情報検索で理解できた内

　容を記述する。
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演習6　学術文献情報検索による文献情報の収集と英語晴報の重要性の理解

演習6－1学習到達目標

　英語情報を含む学術文献情報検索を行い、収集した学術文献情報の内容の理解を試み

ることにより、学術文献から信頼性が高い専門知識を得ることができることを学ぶ。学

習到達目標は、①専門性の高い情報を扱うには専門用語を含めた基礎知識が必要である

こと、②英文の学術文献情報に創造性のある優れた文献が多く存在すること、③学術文

献情報を利用して専門知識を深めることができることを体験を通して理解することであ

る。

演習6－2学術文献情報検索課題の概要

　CiNiiを使用して目本語学術文献情報検索を行い文献の原文情報収集を行う。

EBSCOhostあるいはProQuestを使って英語の学術文献情報検索を行い、英語文献の原文

情報収集を行う。有料データベースが利用できない場合は表21の英語文献情報を検索で

きる主な無料データベースを使用する。3件以上の学術文献晴報から得られた内容を個

別にまとめるとともに、新たに自己の知識に取り入れることができた内容（新たな知見）

を記述する。学術文献情報から信頼性のある専門知識を得ることができることを理解す

る。

演習6－3レポートの作成

【学術文献情報検索課題の設定】

　報検索課題の設定用紙（図8）と情報検索の準備（4章）を参考にして、学術文献情報の検

索課題を設定する。学術文献情報は専門性が高く信頼性のある情報なので、ある程度の

基礎知識がある分野で（あるいは事前に基礎知識を得た分野で）、さらに信頼性のおける

学間的／技術的知識を得るための課題を設定する。

1）情報検索課題：具体的な内容を示すキーワードを含んだ20－30字の簡潔な文章で記述

する。

2）情報検索対象分野：学術的な分野を対象とするため、表16に示す一般的な図書分類

から1分野を検索課題の設定分野として選択する。

3）情報検索内容：200－400程度の文章でできる限り具体的に内容を記述する。

4）情報収集の目的：収集した情報を使って最終的に何を実現したいのかを記述する。

5）情報収集の目標：実現可能な到達レベルや情報の利用方法を記述する。

6）キ］ワードの選定：目本語のキーワ］ドは情報検索内容の中から5ワードを重要な順

　に切り出す。英語のキーワードは辞書で確認しながら英語の5ワードを選定する。

7）検索式の作成：英語のキーワードとAND，OR，NOTを使って想定される検索式を作成

する。
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【学術文献情報の検索結果】

8）実際に使用したデータベース：学術文献英語情報をEBSCOhostやProQuestなどの有

料データベース、あるいは表21の英語学術文献を検索できる主な無料データベースの中

から、実際に学術文献情報検索に使用したデータベースを記述する。

9）実際に検索に使用した検索式と検索件数：実際に検索に使用した検索式と検索期間を

記述する。絞込み結果が200件以上の場合は雑誌発行年を最近1年分に限定するかキ」

ワードを追加する。専門的な情報が多いのでできるだけ専門用語をキーワードに使用す

る。

10）入手した文献の書誌事項：検索結果の中から3件以上の文献の原文を入手し、入手

した原文の書誌事項と入手先を文献毎に記述する。

【収集した情報のまとめ（選択／整理／加工／分析）】

11）収集した3件以上の学術文献を読んで得られた内容：学術文献情報を1件ごとに要

約する。要約文毎に書誌事項（タイトル、著者、刊行年等）を記入する。

12）収集した3件の学術文献全体から理解できた内容：全体として理解できた内容を記

述する。目安は400～800字程度以上とする。

13）検索課題に関する分析：情報検索前の知識に比べ自己の知識が深くなったと考えら

れる内容を記述する。あるいは検索課題に関する現状の理解、課題をとりまく間題点、

将来展望などを記述する。

14）まとめ：目的や目標に対して必要な情報収集ができたか総括する。期待した結果が

　得られなかった場合はその要因を分析する。その他学術文献情報検索で理解できた内

　容を記述する。
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演習7　複合情報検索による体系的情報収集

演習7－1学習到達目標

　これまでに扱った全ての情報源を効果的に組み合わせ体系的な情報収集を試みる。学

習到達目標は、①検索課題に適した情報源とデータベースが選択できること、②基礎知

識が必要なことを認識できること、③英語の情報の重要性が認識できること、④既に明

らかになった事実から現在の問題点や将来に向けた新しい取り組みを考えることができ

ること、⑤グループ作業で効果的に情報収集できることを演習を通して理解することで

ある。

演習7－2複合情報検索の概要

　これまでに使用した全ての情報源とデータベースを使って情報収集を行う。図7に示

した情報源の体系性と速報性の関係を考慮してを設定した情報検索課題ににふさわしい

情報源を推定し（複数）、推定した情報源を主体に情報検索を実行する。3～4名のグル

ープで、課題を設定し、情報源毎に分担を決め、分担して情報収集を行い、レポ』トを

共同で作成する。

演習7－3レポートの作成

　これまでに使用してきた、図書情報、雑誌記事情報、新聞記事情、Web情報を対象と

してグノレープで情報検索を実行する。表26に示すように情報収集は分担を決めて行う。

収集した情報を全員で共有するが、レポートは共有した情報を使って個人で行い個人別

にレポートを提出する。従ってグノレープで使用する情報は同じでも個人によりレポート

は異なったものとなる。

【複合情報検索課題の設定】

　報検索課題の設定用紙（図8）と情報検索の準備（4章）を参考にして、複合情報検索の検

索課題を設定する。グノレープ作業になるので課題の設定は全員で話し合って1課題を設

定する。検索課題は、世界の情報を収集するため目本国内に限定する話題は避ける。幅

広い情報源を扱うので、ある程度の基礎知識がある分野で、さらに知識を深めたいよう

な課題を設定する。収集する情報量は、表25情報収集点数表に示すように、図書10点

／冊、雑誌記事5点／記事、新聞記事1点／記事、web情報目本語0．5点／サイトとし、合

計点数が1人50点以上になるよう収集する。英文の情報は目本語の2倍の点数で，英語

雑誌記事10点／記事、英語新聞記事2点／記事、英語webサイト1点／サイトとする。

1）情報検索課題：具体的な内容を示すキーワードを含んだ20－30字の簡潔な文章で記述

する。

2）情報検索対象分野：報検索課題の設定用紙（図8）の情報検索対象分野か、表16に示

　した一般的な図書分類から1分野を選択する。
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3）情報検索内容：200－400程度の文章でできる限り具体的に内容を記述する。

4）情報収集の目的：収集した情報を使って最終的に何を実現したいのかを記述する。

5）情報収集の目標：実現可能な到達レベルや情≡報の利用方法を記述する。

6）目本語のキ］ワードの選定：情報検索内容の中から5ワードを重要な順に切り出す。

7）検索式の作成：キーワ］ドと／㎜），0R，NOTを使って想定される目本語と英語の検索

　　式を作成する。

表25情報収集点数表

A 図書情
報

雑誌記
事情報

新聞記
事情報

Web情
報

学術文
献英語
情報

該当するデ』タ

ベース
Books，　　　WebCat

PLUS，　NDL－0PAC、

および図書館の
0PACなど
Ni　chi　ga　i－WEB，

NDL一雑誌記事索
引，目経BPなど
聞蔵（朝目新聞），

目経テレコン
21（日経新聞）な
ど

論理式の使える
検索エンジン

CiNii

EBSCOhost
Dia1ogなど

点数

1冊10点
（英語20点）

1記事5点
（英語10点）

1記事！点
（英語2点）

1サイト0．5点
（英語1点）

1記事5点
（英語10点）

収集可能な情報

課題に関する基礎知識

雑誌記事検索により、図書より新し
い情報、図書より専門的な情報

過去の時系列変化を検索し、歴史的
な経緯把握したり最新情報

図書・雑誌・新聞情報の内容を補足
する現時点のデータ

人文杜会科学、教育、芸術、宗教、
ビジネス、金融、政治、法律、医学、

科学技術、保健医療などの学術文献
英語情報、および原文情報

【複合情報の検索の結果】

8）情報収集の分担：表26情報収集の分担表を完成させる。情報源の決定、情報収集の

　分担、情報収集期間の設定、情報収集のスケジュールなど共同で作業を進めるための

　計画を決める。情報源の決定には図7情報源の体系性と速報一性と、表22情報源別目

　本語データベースー覧を参考にする。合計点数が1人50点以上になるよう収集する。

　2人なら100点、3人なら150点と、グループの人数×50点となる。また、分担

　して収集した情報をお互いに交換する目時（情報共有予定日）を決める。情報収集点数

　が多いほど、詳細な情報収集が可能になるが事前の打ち合わせがより重要になる。情

　報収集の進行度合い、収集した情報のまとめかた、課題を進めるための問題点や注意

　点などの内容を確認する機会が必要になる。メールで情報共有を図るのではなく対面

　で情報共有を図る時間を、表26情報収集の分担表の情報共有目に記入する。
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表26情報収集分担表

検索エン

ジンによ

る事前調

査

A図書

B雑誌記

事検索

C新聞記
事情報

D　Webサ

イト情報

E学術文

献情報

EBSCOho　s　t

情報収集の内容

・課題の決定

・適切なキーワードの調査

・専門用語の確認

・検索式の妥当性の調

・英語のキ」ワードの確認

・課題の基礎知識を得る

・専門知識を得る

・他（

・最新のまとまった情報を得る

・専門知識を得る

・他（

・最新のニュースを得る

・解説記事で基礎知識を得る

・時系列変化を知る

・歴史的な背景を知る

・他（

・最新の事実を得る

・データ・事例を得る

・他（

・世界の情報を得る

・学術文献情報を得る

・原文を得る

収集対

象に○

収集目

標点数
担当者

情報共

有日

9）実際に使用したデータベース：情報源別に、実際に情報検索に使用したデータベスを

　記述する。英語の学術文献情報をかならず含める。

10）実際に検索に使用した検索式と検索件数：情報源別に、実際に検索に使用したキー

　ワードによる検索式と検索期間を記述する。

11）入手した文献の書誌事項：検索結果から入手できた原文の書誌事項と入手先を文献

　毎に記述する

【収集した情報のまとめ（選択／整理／加工／分析）】

12）分担して実施した情報収集結果のまとめ：得られた情報を一覧を示し、1件ごとに

　要約する。要約文1件毎に書誌事項（タイトノレ、著者、刊行年等）を記入する

13）収集した情報全体から得られた内容：グループで収集した情報を全員で共有し、収

　集した情報全体から理解できた内容を400～800字程度以上で記述する。他人の

　情報をそのまま利用しても良いが、まとめは個人レベルで行い個人別にレポートを作
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　成する。同じグループのメンバ」でもレポート内容は異なったものとなる。

14）検索課題に関する分析：検索で得られた情報を自已の知識に取り込むことにより自

　己の知識がさらに深くなったと考えられる内容を記述する。あるいは検索課題に関す

　る現状の理解、課題をとりまく間題点、将来展望などを記述する。

15）まとめ：目的や目標に対して必要な情報収集ができたか総括する。期待した結果が

　得られなかった場合はその要因を分析する。その他学術文献情報検索で理解できた内

　容を記述する。

16）グループで情報収集を行う場合重要だと実感した項目を記述する。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

以下に、参考のため2010年度に情報検索演習で提出された課題の解答例と実施例を示す。

演習課題実施例

演習1「キーワードの概念：新聞記事からキーワードの抽出」解答例

演習2r検索エンジンを使用したWeb情報の収集」の実施例

演習3r遡及情報検索による新聞記事情報の収集」の実施例

演習4r図書情報検索と図書館の活用による図書情報の収集」実施例

演習5「雑誌記事情報検索による］般記事情報の収集」実施例

演習6r雑誌記事情報検索による学術文献情報の収集」

演習7r多情報源検索による体系的な情報の収集」実施例
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演習課題実施例

演習1　rキーワードの概念：新聞記事からキーワードの抽出」実施例

　図43に新聞記事からキーワード切り出しの回答例、図44に記事内容順キーワ』ドリスト、図45に
重複を除いた並び替えキーワードリストを示す。課題実行する際に参考にすること。なお例題の文章は
見本で実際の新聞記事ではない。

1）網かけの実施例

見出し：篤報濱用における員的の藁碧陸
副見出し：
掲載日12010／04／06

新聞名：目本情報新聞朝刊ぺ一ジ：3　13版
文字数：311文字（スペース含めない）
新聞記事：
　歴史的にみてどのような壕合に樗報が鏑値を持っていたかを考えると、統治、鞍争、
商薬活勲などいずれも他春より有利な立揚に立ち麟争に勝づことを昼駒とする揚含に
最も情報の価慎が高くなる。多くある矯報の定義の中で、主にニビジネズ、／分野を圭体に

菊いたものとレて、「宿報とは特定の昼豹を簿成するためg判断稼料であるjという牽
義がある、情報の利用には達威する’貫」帥泌婁で、二冒飾がネ明確であれぱ判断や薫患決
牽が不三珂鰹であることを意味する。逆に、1自1的が閾確であれぱあるほど宿翻を有勲に活
溺できることになる。鞍争やどジネズにおいセは二最終的には禍手に勝つことで、轄翻
の利用」自的が非常に萌確であ’ることから、僑報が育効に活用されてきたといえる。

注）図表写真があればその説明文も対象になる。「歴史的」「最終的」「勝つ」はキーワードとして有効
な場合も想定されるがここでは概念を示すことのできる名詞のみを対象とした。

図43　新聞記事からキーワード切り出し網かけをした回答例

2）記事内容出現順キーワードリストと重複を除いた並び替えキーワードリスト

1　情報活用
2　　目的
3　　重要性

4　　場合
5　　情報
6　　価値
7　　統治
8　　戦争
9　商業活動
10　他者
！1　有利
12　立場
13　競争
14　勝つ
15　　目的

16　場合
17　情報
18　価値
ユ9　情報
20　定義

1　　ビジネス
2　意思決定
3　意味
4　価値
5　価値
6　　活用
7　競争
8　主体
9　　重要性

10　勝つ
11　商業活動
12　場合
13　情報
14　情報活用
15　戦争
16　相手
17　他者
18　達成
19　定義
20　統治

　　　（54語中上位20語を示す）　　　　　（34語中上位20語を示す）

図44記事内容出現順キーワードリスト　　図45重複を除いた並び替えキーワードリスト

4）100字あたりのキーワードの個数の回答
　　　　A（表題を含めた全文字数）　　　　　　：311

　　　　B（重複を除いたキーワード数）　　　　：34

　　　　C（100文字あたりキーワード数）　　　10．9
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演習2 r検索エンジンを使用したWeb情報の収集」実施例

2010年に提出のあった154課題の中の30課題を示す。健康関連32課題、環境関連26課題であった。

地球温暖化による気温の変化と地球環境への影響

　　　　地球温暖化　and問題点and海面上昇and影響and生態系
地球温暖化による急激な気温の変化　現在何が起きているのか
　　　　　地球温暖化AND環境問題AND対策AND（温室効果ガス0R異常気象）ユ57，000件
地球温暖化、目常でできる対策方法
　　　　　（地球温暖化or温室効果ガス）and（目常or原因）and対策方法約14，400件
温室効果ガス削減へ　排出権取引の可能性と課題
　　　　温室効果ガスand削減and（排出権取引or排出取引or排出量取引）and途上国　933件
猛暑や厳寒、桜の開花などが早いのは本当に地球温暖化が原因か。
　　　　　（地球温暖化0R桜）AND（猛暑OR厳寒）AND原因　857，O00件
外来種による生態系への悪影響
　　　　外来種and生態系and環境and影響and在来種（”生態系影響”）
受動喫煙を防止するための分煙化による健康の変化
　　　　　（“タバコ”OR喫煙）AND（禁煙0R分煙）AND病気
低喫煙率の国と目本における、たぱこの税制と利益の内訳の比較と分析
　　　　　たばこand喫煙率and税and（目本or諸外国）145，000件
生活習慣病やメタボと予防・改善策
　　　　　（“生活習慣病”or“メタボ”）and（有酸素運動）and（“予防”or“改善策”）
メタボリックシンドロームの原因と危険性、予防・対策
　　　　　（生活習慣病ORメタボリックシンドローム）AND食生活ANDカロリーAND予防
高血圧のリスクと対処法
　　　　　高血圧症状　予防　治療　原因　361，000件
新型インフルエンザからユ年　今後と課題
　　　　新型インフルエンザand世界保健機関andワクチンand対応　384，000件
正しい睡眠のとり方、効予的な睡眠の方法にっいて
　　　　　（安眠or寝覚め）and　（睡眠方法　or夢）　and　ホルモン
朝食を取らないで一日は始まらない！取ろう朝食！

　　　　朝食抜きAND健康AND影響州D（弊害OR効果）
現在の目本の教育にっいて～ゆとり教育の成果～
　　　　　ゆとり目本教育0R制度OR学力16，100，OOO件
詰め込み教育・ゆとり教育のもたらす変化と現状、将来に及ぼす影響とは？
　　　　　（“ゆとり教育”0R”詰め込み教育”）AND（思考力0R学力）AND知識　　420，000
電気自動車をとりまく環境と二酸化炭素の削減について
　　　　電気自動車　and二酸化炭素and削減and地球温暖化or化石燃料448，000
トヨタ自動車のリコール問題によって目本の自動車産業が受けた影響，また自動車産業の状況

　　　　　（目本or米国）andリコールand自動車産業and目本車　22，700件
地球環境が悪くなっているのに車をハイブリッドにしないのか？

　　　　地球温暖化and地球環境andハイブリッドand利用者数and二酸化炭素
環境問題の救世主として進化し続けているエコカー
　　　　　エコカーand減税and排気ガスand（環境間題OR自動車産業）35，100件
Apple杜製晶が人気の秘密

　　　　　アップル杜and製品and人気の理由and特徴：約235，000件
コンピュータウイルスの脅威とその予防法
　　　　　”コンピュータウイルス”ノ㎜〕（感染　0R予防）ANDアンチウイルスソフト
目本と韓国のゲーム価値観の違い

　　　　　プロゲーマーA㎜　目本0R韓国AND収入
迷走・複雑化した末に袋小路に迷い込んだ米軍基地移設問題
　　　　　普天間基地移設問題AND（移設OR廃止）OR沖縄AND第3海兵遠征軍
沖縄県普天間基地問題に関する民主党の迷走
　　　　　（普天間基地or沖縄）AND鳩山ANDアメリカNOT公約
女子プロ野球、目本とアメリカのそれぞれの歴史と誕生
　　　　女子プロ野球歴史誕生目本ORアメリカ　　約73，700件
夏休みに家族、友達と、恋人と行ってみたい旅行先

　　　　旅行AND夏休み㎜長期AND（家族0R友達OR恋人）AND人気　308，000件
不況の中でも売れ行きを伸ばすrディズニーリゾート」の強み
　　　　ディズニ」リゾート強み経営ORビジネス
近年の企業における採用者の傾向と資格の重要度
　　　　　（資格or検定）and就職and重要度11，900
時代の変化とファッション、これからの流行
　　　　　ファッションANDブランドAND変化州D安い
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演習3 「遡及情報検索による新聞記事情報の収集」実施例

2010年に提出のあった！77課題の中の30課題を示す。環境23、携帯14、国際13、家電11、エコカー

11、経済10、政治10、外食8、食9、健康8、少子化8課題であった。

地球温暖化対策の現在までの取り組み
　　　　　環境問題＆（地球温暖化十二酸化炭素）＆解決＆リサイクル

地球温暖化などの環境間題とエコに関しての意識と変化について
　　　　　検索式：環境＆地球温暖化＆エコ

地球温暖化が地球に与える影響　将来の地球はどうなるのか
　　　　　検索式：（温室効果ガス十異常気象）＆地球温暖化＆環境問題＆対策
地球温暖化、環境問題の対策。時代の変化。
　　　　　検索式：C02＆温暖化＆影響
温暖化がもたらす影響と恐1布
　　　　　検索式：地球温暖化＆気侯＆気温＆影響＆環境

今までの環境事情から未来の環境事情予測
　　　　　検索式：環境＆問題＆未来＆対策
世界ではどのようなエコ活動が行われているか
　　　　検索式：エコand（世界or目本）and環境間題and身近
環境問題とリサイクル
　　　　　・検索式　ごみ＆リサイクル＆地球温暖化＆環境問題
絶減の危機に瀕する動物と環境のかかわり
　　　　　検索式：動物＆絶減＆保護＆環境＆温暖化

携帯電話の普及率

　　　　検索式：電話and携帯and普及率
携帯電話の発展と技術進化
　　　　　検索式：携帯電話and展開and売り上げ
目本とアメリカの関係
　　　　　目本＆アメリカ＆条約＆基地＆貿易
40年間の外国人による目本への移住と目本人による外国への移住
　　　　移住者　A㎜　外国　AND　目本
中国の今までの成長とこれからの経済
　　　　検索式＝中国＆国内総生産十中国＆GD　P
北朝鮮問題、アメリカの基地問題
　　　　　北朝鮮and拉致問題and核問題
目本と北朝鮮の今目までの歴史・友好関係　～拉致間題～
　　　　検索式：北朝鮮and目本and関係and拉致問題and歴史
沖縄における米軍基地に関する問題
　　　　検索式：米軍基地＆沖縄＆目米（米軍基地and沖縄and日米）
地上デジタル放送移行における、移行側の対策について
　　　　　検索式：地上デジタノレ＆移行＆対策＆（政府十局十メーカー）

一般家庭の電子機器の移り変わりと、目本経済の関係
　　　　検索式：家電＆（普及十一般家庭）＆経済＆価格

コンピュ』タとインタ』ネットの発展
　　　　検索式：コンピュータ＆インターネット＆普及＆発展
交通事故の発生率　昔と今の発生原因と対策の姿勢
　　　　検索式　自動車　and交通事故　and　（飲酒運転　or居眠り運転　or事故原因）
自動車発展の歴史　環境と安全性
　　　　検索式：自動車＆（安全Or環境）
電気自動車が現在に至るまでの技術の進歩と歴史
　　　　検索式：電気自動車＆地球温暖化＆開発
昔の軽自動車から現代の軽自動車への展開と進化
　　　　軽自動車＆乗用車＆売り上げ
自然環境に対する自動車開発や規定作りの取り組み
　　　　　車＆環境＆エコ＆燃費

日本の経済の展開、昔から今までとこれからでどのように変わっていくか
　　　　検索式：経済＆景気＆原因＆バブル＆対策
JRグループの利用客に対するサービスの変化
　　　　JR東目本and利用客andサービス
音楽CDの売り上げ枚数減少までの背景
　　　　検索式：音楽and　CD　and売り上げand減少
戦後からの景気の移り変わりと、就職傾向の変化
　　　　検索式：景気and変動and就職and傾向
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金融の危機によって杜会にどのように影響があったのかを調べる
　　　　検索式1金融＆危機＆経済＆不況＆影響
就職率の変化　20年間の推移
　　　　就職率＆内定＆企業
国主導から民営化への背景と変化
　　　　検索式：民営化and（日本国有鉄道or電信電話公杜or専売公杜or目本郵政）
目本の杜会における二一ト、フリーターの増加の傾向
　　　　　（フリーター十二一ト）＆増加＆原因
年金問題とこれからの高齢化杜会について
　　　　検索式：年金AND杜会保険庁AND年金問題㎜納付記録
消費税増税の必要性とその使い道について
　　　　検索式：消費税＆マニフェスト＆増税＆引き上げ
目本マクドナルドホールディングスの発展と企業戦略にっいて
　　　　検索式：マクドナルド＆商品＆価格＆戦略
目本マクドナルドの成功の歴史とこれからの課題
　　　　検索式：マクドナルド＆展開＆マクドナルド＆（フランチャイズ十シェア）
ファストフード店の浸透と私たちとの関わりについて
　　　　検索式：ファストフードand健康and栄養
どうなる？これからの日本の食の安全と今までの食についての問題
　　　　検索式：食品＆事件＆信頼
世界が禁煙化へ　一たばこが人体に及ぼす影響とその対策について一
　　　　　検索式：たぱこand（能動喫煙or受動喫煙）and病気
科学技術による医療の進歩とその成り行き
　　　　　医療＆科学＆治療＆（進歩十発展）
出生率の推移と少子化問題について
　　　　　検索式：少子化＆対策＆出生率
戦後からの人口の変化　杜会への影響は
　　　　検索式：少子高齢化＆影響＆将来＆目本
保育所の待機児童問題にっいて　過去と現在と今後
　　　　　検索式：保育所＆待機児童＆定員＆対策＆子育て

台風による被害状況の変化
　　　　検索式：台風＆被害＆死傷者
40年間におけるコンピュータ技術の進化と発展
　　　　　検索式：コンピュータ＆技術＆（発展＆進化）十デジタル機器
インターネットの発展と学校のいじめ対策
　　　　　いじめ　and携帯電話andインターネットand学校
コンピュータ、ネットワークが一般的に普及するまでの歴史
　　　　　検索式：（パソコンorネットワーク）andサービスor歴史
デパートや百貨店の進退について
　　　　　デパート十百貨店＆展開＆売り上げ＆消費者

未成年による殺人事件　その動機と杜会的背景の繋がり　少年法にっいての政府の対応

　　　　検索式：殺人and未成年and（動機or杜会or少年法）
目本の薬物乱用者の政府の対策　65年間の禁止薬物の法の改正
　　　　　検索式：薬物and法and目本and対策
オウム真理教の杜会問題にまで発展した活動とその後
　　　　検索式：オウム真理教＆サリン事件＆麻原彰晃＆宗教団体
目本人が宇宙開発にどのように関わっているのか調べたい。
　　　　　検索式：NASA＆（スペースシャトル十宇宙ステーション）＆目本人
目本の宇宙開発　人工衛星とロケットの発展の流れと今後
　　　　　検索式：宇宙＆開発＆人工衛星＆ロケット＆目本

過去から現在の教育とこれからの教育
　　　　検索式；教育＆ゆとり＆学カ＆問題＆詰め込み
キレる子供と犯罪との因果関係　一キレる人々が増え続ける原因は何か一
　　　　　検索式：キレるand子供and事件
自殺の推移

　　　　　（自殺or自殺者）and自殺率and原因and新潟
増加し続ける親子の虐待の実態と傾向の変化
　　　　　検索式：虐待＆親＆理由＆半1」決（虐待and親and理由and判決）
結婚の必要性と少子化
　　　　検索式：目本＆少子化＆問題＆対策＆原因
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演習4　「図書情報検索と図書館の活用による図書情報の収集」実施例
演習5　「雑誌記事情報検索による一般記事情報の収集」実施例

図書書情報検索と雑誌記事情報検索でと同じ課題で実施したので共通の課題例として示す。2010年に

提出のあった168課題の中の60課題を示す。環境29、学問26、経済18，情報13，健康12，少子高齢

化13，労働7，教育制度10，政治17、犯罪7，国際5課題であった。

アルバート・アインシュタインの特殊および一般相対性理論について
　　検索式Books：相対性理論　　　　　　　　　Nichigai：相対性理論andアインシュタイン
宇宙開発の歴史と現在の宇宙開発についての知識を得る
　　検索式NDL：宇宙開発　　　　　　　　　　　㎜L1宇宙　開発　目本
栄養学を学んで、将来の自分に役立てたい
　　検索式Books：栄養and基本　　　　　　　　NICHIGAI1栄養and基本and食生活
137億年前にあったとされるビックバンから現代の宇宙について。
　　検索式Books：。宇宙　　　　　　　　　　　　　Nichigai1宇宙＆ビックバン
インターネットにおいての個人情報の保護とその対策
　　検索式Books：インタ』ネットand個人情報　　Nichigai：インターネット＆個人情報＆保護
ネットワーク化が進んだ杜会の現状や問題点
　　検索式Webcat1インターネットand犯罪and利用Niohigailインターネソト犯罪
ユビキタスネットワーク社会の行く末
　　検索式Webcat：ユビキタスネットワーク杜会　Nichigai1ユビキタス＆ネットワーク＆ICT
監視杜会一誰かに見られている生活とは
　　検索式Books：監視杜会　　　　　　　　　　　Nichigai：監視杜会＆監視カメラ
著作権とはどのような権利のことを言うのか
　　検索式Books：著作権　　　　　　　　　　　　Nichigai1目本　薯作権　インターネット
電子マネーについての基礎知識の収集と将来の展
　　検索式Webcat：電子マネー　　　　　　　　　CiNii：電子マネー＆革命
DV（ドメスティックバイオレンス）の現状、そしてDV被害者がうける影響とは。
　　検索式Books：DV暴力　　　　　　　　　　　Nichigai：DV＆暴カ＆DV被害者
喫煙によってひきおこされる当人、受動喫煙者への健康被害
　　検索式Books：たばこ　　　　　　　　　　　　目経BP1たぱこ　喫煙　害
猛威を奮うインフルエンザの症状とその予防策
　　検索式Webcat：インフルエンザ　　　　　　　目経BP：インフルエンザ＆予防
生活習慣病　現状と予防法
　　検索式Webcat＝生活習慣病　　　　　　　　　Nichigai：生活習慣病　＆予防
少子高齢化杜会の現状と対策について
　　検索式Books：少子化　　　　　　　　　　　　Nichigai：少子化　＆　高齢化
現代の少子化間題の原因と対策
　　検索式books：少子化　　　　　　　　　　　　Nichigai：少子化　対策　高齢化　出生率’
身の回りの企業や会杜の育児に対する姿勢について
　　検索式Books1少子化　女性　　　　　　　　　CiNii：少子化　女性　育児
二一トやフリーターに対する問題と偏見
　　検索式Books：二一ト　　　　　　　　　　　Nichigai：二一ト＆フリーター
若者のフリーター間題の原因と解決策について
　　検索式books：フリーター　　　　　　　　　　目経BP：フリーター＆問題＆若者
増加するフリーターの今後の問題とその解決策
　　検索式books：フリーター　　　　　　　　　　Nichigai：フリータ』　問題　対策
核兵器とそれを取り巻く世界の情勢について
　　検索式Webcat：検索式；核兵器　　　　　　　Nichigai：核兵器＆国際条約
現代のアメリカの習慣や衣食住の文化について
　　検索式books1アメリカand文化　　　　　　　Nichigai：アメリカand文化or言語
ゆとり教育と学力の関係性
　　検索式Webcat：ゆとり教育and学カ低下　　　Nichigai1ゆとり教育and学力低下
ゆとり教育一若者に及ぼした影響と今後一
　　検索式Books：ゆとり教育　　　　　　　　　　Nichigai：ゆとり教育＆問題
学校と親の対立　モンスターペアレントのついて

　　検索式Books：学校親　　　　　　目経BP：学佼親解決策
教育制度の内容・問題、教育の理想について。
　　検索式Books：教育制度　　　　　　　　　　Nichigai：教育＆問題＆学習
インターネット普及による教育現場の変化
　　検索式Webcat：インターネヅト　教育　　　　Nichigai：インターネット　and教育
地球温暖化によってどんどん変わっていく地球
　　検索式books：地球温暖化　　　　　　　　　Niohigai：地球温暖化　＆　平均気温
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地球温暖化の影響と対策
　　検索式Books：地球温暖化　　　　　　　　　Nichigai：地球温暖化＆異常気象
地球温暖化による被害と環境に与える影響と対策
　　検索式Books：地球温暖化and影響　　　　　Nichigai：地球温暖化and影響and対策
地球温暖化がもたらす影響、原因、対策を調べる。
　　検索式　Books：地球温暖化＆対策　　　　　　NICHIGAI：地球温暖化＆原因＆対策
地球温暖化の悶題、解決策
　　検索式books：地球温暖化＆問題　　　　　　　Nichigai1地球温暖化＆問題＆対策＆阻止
生物多様性とそれによる人間生活および環境の変化
　　検索式Webcat：生物多様性　　　　　　　　　Nichigai：生物多様性　生活　環境
絶滅していく生物と環境問題などの関係性について
　　検索式Webcat：絶滅　　　　　　　　　　　　Nichigai：絶滅AND環境問題
現在の地球温暖化問題について
　　検索式Webcat：地球温暖化　　　　　　　　　Nichigai：地球温暖化　＆　影響
排気ガスが及ぼす、地球への影響とその対策
　　検索式Webcat：排気ガス　　　　　　　　　　Nichigai：温暖化＆排気ガス
目本人にはなぜ無宗教が多いのか
　　検索式books：目本＆無宗教　　　　　　　　　Nichigai1日本＆無宗教
イスラム教の文化、目本に住むイスラム教徒を理解する
　　検索ざBooks：イスラム教　　　　　　　　　　Nichigai：イスラム教＆目本
犯罪心理学の内容と分析においての問題点
　　検索式Books：犯罪心理　　　　　　　　　　　CiNii犯罪心理
薬物乱用の危険性とそれによる人体的・杜会的影響
　　検索式books：麻薬　　　　　　　　　　　　Nichigai：麻薬依存
少年犯罪と少年法のかかわりにっいて
　　検索式Webcat：少年法　間題　　　　　　　　Nichigai：少年法　問題　改正
子ども虐待とはどうして起こるのか、その要因と、虐待の予防策を調べる。
　　検索式books：虐待＆予防　　　　　　　　　　Nichigai：虐待＆子ども＆予防
職場でのパワハラはどうような状況でおきるのか
　　検索式MAGAZINE：パワーハラスメント　　　　　Nichigai：パワーハラスメント＆職場
目本における年金の仕組みと問題
　　検索式Weboat：年金　　　　　　　　　　　　Nichigai：年金　問題　目本年金機構
目本と北欧諾国の税金の徴収と使い方の違い
　　検索式　Webcat：税金＆増税　　　　　　　　Nichigai：税金＆増税＆スウェーデン
目本の消費税　現状と今後のことについて
　　検索式Books：消費税　　　　　　　　　　　　Nichigai：消費税and引き上げ
高速道路の料金の無料化について調べ考察する。

　　検索式Webcat：高速道路料金　　　　　　　　Nichigai高速道路有料化料金
死刑制度の機能と問題点、その是非について
　　検索式books1：死刑制度　　　　　　　　　　Nichigai：死刑制度
世の中に広がる格差杜会の不平等性と変化と問題点
　　検索式Books：格差杜会　　　　　　　　　　　Nichigai：格差杜会
なぜ、目本国憲法第9条の憲法改正論議が行われているのか
　　検索式Books：憲法第9条　　　　　　　　　　Nichigai：憲法第9条and改正and問題
世界や目本での金融危機について
　　検索式Books：金融危機　　　　　　　　　　　Nichigai：金融危機and金融間題and対策
世界の言語の必要性、活用性を知ることでどう利用することができるか。
　　検索式Books：言語　　　　　　　　　　　　　Niohigai：言語　就職
増加する自殺率、現状と対策について
　　検索式Books：自殺　　　　　　　　　　　　　Nichigai：自殺＆対策
宗教と紛争の関係性
　　検索式books：戦争and宗教　　　　　　　　　Nichigai：戦争and宗教and民族
世界的に見た食料危機と、目本の現状
　　検索式Webcat：食糧危機　　　　　　　　　　　Nichigai：食糧危機＆世界＆目本
エコカ』の現状と未来
　　検索式Webcat：エコカ』　　　　　　　　　　Nichigai1エコカー＆ハイブリッドカー
サブプライム問題　原因とその後の影響
　　検索式Webcat：サブプライム　　　　　　　　Nichigai：サブプライム＆金融危機
ヒヅト商品を生み出すためのマーケティング戦略について
　　検索式Webcat＝マーケティング＆商品　　　　NICHIGAI：マーケティング　商品＆戦略
世界経済から受ける目本への影響、関連性
　　検索式Webcat：目本経済、世界　　　　　　　Nichigai：目本経済＆世界経済＆影響
世界の貧困問題と解決策
　　検索式Webcat：貧困　原因　　　　　　　　　Nichigai：貧困　原因　現状
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演習6　「雑誌記事情報検索による学術文献情報の収集」実施例
演習7　「多情報源検索による体系的な情報の収集」実施例

学術文献情報検索は複合検索課題の申で実施したので共通の課題例として示す。2010年に提出のあっ
た87課題の中の30課題を示す。環境37、健康10，国際9，経済7，労働7，政治4、学問4、少子高齢
化3，情報3，犯罪2，教育2課題であった。

現代における深刻な問題である地球温暖化、温室効果ガスによる気温上昇などについて検索する。
　　　　　温暖化　AND　温室効果ガス　AND　気温
　　　　　glbal　warming　AND　greenhouse　gas　AND　temperature
現状の温暖化による問題
　　　　　温暖化　影響　環境　被害　対策
　　　　G1oba1　warming　　Inf1uence　　Environ皿ent　　Damage　　Measures

地球温暖化と海面上昇が生態系に引き起こす諾問題
　　　　海面上昇AND地球温暖化ANl〕生態系AND影響
　　　　Environmental　AND　globa1－warming　AND　sea－1evel　AND　ecology
生態系に関する生物の絶滅、森林伐採の影響の間題
　　　　環境破壊and森林伐採and生態系
　　　　　enviroment　disruption　destruction　of　forest　an　ecosystem
地球で起こっている環境問題の原因とその対策
　　　　　環境問題　and原因　and対策
　　　　Environmenta1　prob1ems　and　Cause　and　Measures
地球温暖化の原因と影響を学び私たちができる対策について
　　　　　地球温暖化and二酸化炭素and影響and対策
　　　　G1oba1　warming　and　Carbon　dioxide　and　Inf1uenoe　and　Measures
温暖化による北極、南極の氷問題

　　　　地球温暖化and南極and氷
　　　　Globa1　warming　and　po1e　　and　i　ce

中国の環境問題の現状と対策
　　　　　中国　環境問題
　　　　　china　　prob1em　　environmenta1

現代における深刻な問題である地球温暖化、温室効果ガスによる気温上昇などについて検索する。

　　　　温暖化　AND　温室効果ガス　AND　気温
　　　　g1bal　warming　AND　greenhouse　gas　AND　temperature
今、世界中で問題となっている地球温暖化について
　　　　　地球温暖化and　C02and影響and自然環境
　　　　Gユobaユ　　war㎜ing　and　Cause　and　Measures　and　Inf1uence

大気汚染の原因とその解決策
　　　　　大気汚染and（原因or影響）
　　　　air　p11ution　and　（cause　or　effect）
地球温暖化に対して私たちが出来る事とは何なのか
　　　　地球温暖化and問題and対策
　　　　global　warming　　prob1em　　countermeasure
地球全体に及ぶ地球温暖化による問題についての情報を検索する

　　　　温暖化AND温室効果ガスj㎜気温
　　　　g1oba1　warming　AND　greenhouse　gus　AND　temprerature
世界で行われているエコ活動について
　　　　地球環境and世界and活動
　　　　Earth　　environment　and　Wor1d　　and　Action
がんの原因にっいてと治療方法や外国との比較
　　　　　がんand原因and治療方法and死因and予防
　　　　Cancer　and　cause　and　cure　death　and　prevention
喫煙による喫煙者や受動喫煙の害
　　　　　タバコ　喫煙　害
　　　　o　i　garet　te　＆　harm

効率的な鍛え方
　　　　筋力andトレーニングand効率的
　　　　Strength　training＆Efficient
食べ物によって引き起こされるアレルギーの症状
　　　　　アレノレギーand症状and影響and原因and食べ物
　　　　al1ergy　AND　symptom　AND　effect　AND　cause　AND　food
サブプライムローン問題と世界経済の関係から見る目本
　　　　　サブプライムand目本and経済
　　　　Subprime　ユending　and　Japan　and　Economy
サブプライムローンが引き起こす世界への影響
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　　　　　サブプライムローン　and経済　and不況
　　　　Subprime　1oan　and　Economy　and　Recess　ion
ビジネスにおいてマナーや、文書の書き方について調べる。
　　　　　ビジネス＆ビジネスマナー＆ビジネス文書

　　　　Business　＆manner　＆Writing
今までとこれからの石油事情
　　　　　石油and問題and資源
　　　　Petro1eum　and　prob1em　and　resource
世界経済におけるサブプライム問題
　　　　　不況andサブプライムand世界経済
　　　　Depress　ion　and　subprime　and　Wor1d　economy
ストレスによって引き起こされる身体の影響

　　　　　ストレスand影響and身体and原因and解消
　　　　　stress　＆　effect　＆　body　＆　cause　＆　canoe1

過疎化が進む地域の現状と今後の対策について

　　　　過疎化問題and高齢化and対策
　　　　　depopulation　and　Aging　and　measures
少子高齢化が及ぼす影響とこれからの目本の将来

　　　　少子化　or高齢化　and影響　and　目本　and対策
　　　　Declining　birthrate　and　measures
さまざまな性問題と暴カ、差別の問題
　　　　　ジェンダーand性問題　and暴力
　　　　　gender　and　vio！ence
目本の裁判員制度のさらなる理解と世界の陪審制度について
　　　　裁判員制度and問題and課題
　　　　A　citizen　judge　system
世界における目本の死刑制度
　　　　　死刑and制度and問題点
　　　　Capita1　punishment　and　prob1em
死刑制度の変動と、各国の死刑存廃問題
　　　　　死刑and裁判and（存続or廃止）
　　　　　death　pena1ty　AND　tria1　AND　（cont　inuati　on　OR　aboユi　t　i　on）

水俣病の基礎知識と時系列変化の考察
　　　　　水俣病AND公害病
　　　　Mina皿a1二a　disease　and　Po1ユution－re！ated　disease
目本の文化と、それぞれの文化に対する海外からのイメージ
　　　　　日本and海外and文化and特色and影響
　　　　Japan　and　cul　ture　and　a　feature　and　imagine　and　influence
人種差別問題の経歴と今後の対策　～黒人・白人・アジア人～

　　　　　人種差別AND世界㎜問題AND（歴史OR現状）
　　　　rac　ia1　di　scriminat　ion　AND　wor1d　AND　prob！em　AND　（hi　story　OR　present）

性同一性障害者と他人の接し方と政治的な対応の内容

　　　　性同一性障害AND特例AND偏見AND悩み
　　　　Gender　identity　disorders，　exception，　prejudice，　troub1e
著作権侵害による問題と現状
　　　　　著作権侵害and著作物and問題
　　　　　infringement　of　copyri　ght　written　work　prob1em

著作権から見るさまざまな問題
　　　　　著作権　AND違反　AND　問題
　　　　Copy　l　i　ght　AND　v　i　o1at　ion　AND　prob1em

世界の葬儀からみる現代目本の葬式のあり方について
　　　　葬式
　　　　検索前に想定した検索式（英語）　：funera1
目本の教育と欧米の教育の違いや、その目的

　　　　教育and目本and欧米and比較（違い）
　　　　Education　and　Japanese　and　Americnd　Comparison
民俗学に基づく世界の歴史の解明
　　　　　民俗学and地域and伝承
　　　　　folklore　and　arend　transmission
宗教とその戦争関係について

　　　　　宗教and戦争and原因and文化
　　　　Religion　and　War　and　cause　and　cu1ture
高校生のアルバイトについて
　　　　　高校生andアルバイトand影響
　　　　High　school　studen1：and　A　part－time　job　and　二［nfluer1ce
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